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IA07 北汲這坊げク裸戎し言穴料中の＇岱ばら含畳

（北冷道釘苅） 0 福田一公、 平薇芳叫

闊ククいて＼J- AMPカラム（ガラム，シリン名） 7‘‘ デン縞0 えニウム Jクラ/,\ t,か
ラスファイJ\ヘ- a？久豆這繹］ど免版しゃりの）羞影崖麒忠涵遥立てカ
ラム墳紛すQ成7口鱈しか）ウ勺紅応遣去俊贔麟全橡反シウム］釈測楓
するお斌＇）と、ガラムを通図比翠渡→ （ユーエチ）レバシル）リン載ヒト）レl.ンを容
量比2対 1 し嘱釦疇枯洟吼玉加え之唸心旅附平険和あク紛伐刺也分離只加ュウ
劃ヽyトリ四ム碕嗜l足わ戌滋勺狐）入ぶ直滸印応 rン。

1) 腎柑護叱： Radioisot o pes, 迄， 599 (1976) 
衿 三栴渡房促： Radioisot opes, 盃， 673_ (1977) 

3 紡累這察 輝叶渇晶ぉ丘＇恢屁］I)Er t吟諺身の刹彗果謙I lぷ
す。中吼わ‘ぷ研仇暴品わ唸ま-f,.- 1炉乞含知裟羨恥、も環fげ屈をどって、/ J;;7。
ミ成らを幻、ロンナ叩導幻匂訣：シ叩睾叡表灼粒、 9{)鉦讀俵品ブ／）姜ヵ滋

表 1 牛乳，乳製品および牧草中の 90sr と 137c6 含量

\ 試料数 Sr-90 Cs-137 
pCi/kg pCi/g-Ca pCi/kg pCi/g-K 

牛 乳 13 2.6-3,7(3.1) 1. 8-2. 7 (2. 2) 5 • 7-12.3 (7 • 9) 3. 8-7. 8 (5. O) 
れん乳 3 4.6-12.0(8.9) 1.8-4.0(3.1) 10.0-34.4(21.5) 2.9-8,7(5.7) 
原料チーズ 4 37.6-79.1(58.9) 4.5-9.3(6.7) 0,6-21.9(7,2) 0.6-11.7(3.9) 
製品チーズ 3 42.9-49.0(45.9) 5.1-5.7(5.4) 5.0-6.2(5.6) 5. 5-7. 8 (6. 8) 
育 粉＊ , 17.6-23.6(20.4) 3.3-6.4(5,2) 34.2-127 (79,1) 8.8-21. 7(14. 7) 
全＇ 粉骨 2 5-7.3-58.8(58.l) 5-9-6.7(6.3) 224 -247 (236) 18.2-19.408.8) 
/l兒 粉＊ , 33.0-104 (16.4) 2.4-6.9(5.5) 81.5-587 (294) 4. 8-34. 4(17.4) 
牧 草 15 32.1-607 (280) 14.3-361(89.3) 16.6-916 (191) 2. 5-39.3 (12.6) 

犬育粉：育児用調製粉乳， 全粉：全脂粉乳， 脱粉：脱脂粉乳， （）内は平均値
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セんと‘‘が‘れな l) の 1済 L ?、)先匂 l紅遺心疇なク。まで｀庄吼ゎ丘観詞
の唸トバい囀厄靡直 I 疇ょ瓢叡口履縣如鴫麟譴式
\d 、反々＿ r ::::o. 9 I も , Y = !;. 1 X -3. 3 て、あっ仁。

90sr 
pCilkg r =0.916 

1 oot v = 5.9 x -3.~ 

50 

゜゜

mCi/km2 
35.0 

3o.oT r = o.a7 

25.0 

20.0 

Sr-90 

r = 0.71 ゜
゜ ゜

15.0 

10.0 

s.o I /: / ゜゜0.0 
1500 5 10 15 20 500 1000 

ヽ9-Ca/kg 疎水曼（ mm)

図 1 牛乳および乳製品中の

90sr と Ca 含量の関係
図 2 土壌中み0sr 蓄積量と降水量との関係

（●降雪期， 0 年間 ) 

吟蛾萎疇以、日本沿請麟魂診l伶知蟻筏一
` f。応 lす刊痴遠俵恥をの＂が1厄んと＾も荘 5 さ
む履句b’、か遺し？ヽ）か I9?¢年 1外'Trtlった土痰沖
2 辱しやよう 1-::. 虹痰杓努炉羞樗署と犀捌降水暑り

劇和疇り叫凶。普雨餌り降水
ヽ） n I関対し？、降靱恥薔水営こ 卜：2 |物連鎖 ri芯ナる

積幻砂材暉狐ふ戸がぷ、を、｝。心が，，，
て、翁永箸\"'.'ぷ暑f彰主＇ぶ放専の如恥羨の
叫とし 1 あ lf訊砂＼4、叔欧jり兒処碕にク、！て
、aあしり芍梵的認比兎え鵡ク。
“滉知戸か約扇力＼ら得ゃ土殿•恢．

｀：：霜、言ユニ：：‘：;’`碕翫度冷釘示す・け心酬冴囁叩ート▽
冴叩＄滋が比として表わむ迅、:::..よや饂屯
印濃釦（ OR) を知りクし、 OR::::o.o.2o/ s) 斜営渕舷挽：江飼叩賦
幻恥よ、文荊逼i aoね ヒ 1舌＼ぶー政l z ヽ 1 ゃ。 果乾表会抄凋境こ I??J~ガ71)

、 言式料数 9VSr pCi/g-Ca 

土壌 2 20 -33 (27) 

牧草 3 27 -39 （う2)
牛乳 1ぅ 1.8-2.7 (2 。2)
人骨3) 131 0．えら2 { 0.9) 
牛骨3) 73 2.3-35.2 13) 

土壌上今牧匡草込立ら骨牛乳」ムム↓＼骨

\)内は平均値
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IA08 グラウンエーテll/による Sr の頃着

（放医研） 0河｝寸正一，柴田負夫，黒ぅ竜克己）竹下 汗

JI<..落液中に存在する放約埠経這集ずるセめ）祖櫛拭菱など之加丸る方法が伽れて
いるぷ， これらと同 l・ようにグラウン化合物 moえて放射性核種がオ蔚負て・きるかどうか韻
べた。 このため，ー連の中販ワラウン化合物が寸加した合岱啜着剤 XAD 之謡製 l, 樟々
の叔射・は杖程 1-:. 対する啜着性 2援討した。 その絵粟，唸r !選択的に吸着する特性が叶

られ， Dicy clohexy l- 18-crown-6 1 付加した XAD-2 ぷ特にすぐれていた。 今国は，放射

娃核種として唸r さ用い， Di cy clohe.xy l-18-crown-6 1 付加した XAJ> -2 1.中心として種々
の補集条件乞検討 L た。
実験
DicyclohexyL-18-C.rown-6 付加 XAP-2 の謡製 Dicyc.lohe:~yl-18- c.rown- 6 (日曹化

悩製，以下りラウンエーテ lV と略村）屯シ・オキサンに漆絹 l た。 精鰈 L t-:. XAD- .2 1-夜
乾煉 L, ジオキサン考液とともにローダ＇）エ lゞぷレーターに入れ，室環心‘約 9 碕簡底圧lこ
して回転さ七た。 40 ゜ C に加兎 L ジオキサン 2ぅ凩圧除去し，再が‘ジオキサン之加えて同

様に加急叛圧院去した。 XAD -I, -4, -7, -8 への付加も的記と同楳に行った。
”1系駁？ kd のう則定法 通崇， 0． l M 酢駿ー酢酸ナトリウム緩衡液に，究r -f‘ラ

ベ lV した Sr2十およがビク＇）ン酸ナトリウム屯加えた。 この黍汲 20 ml 屯グラウンエーテ
Iv付加 XAD-2 0ｷ2 gに加尤た。 一定碕間振リ混七:,汐過したのちぅf液 10ml の放射能
を井f翌シンチレージョン計数装置む則定し，通常の方法f`kd 之得た。
雄果
訥記のか去によると，均ーな唆着特性と持つりラウンエーテ｝V付加XAD 之蛾絨するこ

とが重率な因千となってくる。 ：のため、種々の方ラ去色拭が濱，実駿の項 lこ托した方

故となった． ：：のお虹 Ii, XAD が約 3gまて｀は均ーなものが詞製て｀きるが，これt越
えるときには，後て·加えるジオキサンの添紺回数名増さなければならない。

1.分祁係散と振リぅ昆ゼ碕間の間1系 バッチぅ去てや調べたところ，橡リ環文時間と増す
謹午 1系数ぶ次箕に大きくな、）， 1 碕間tすぎると Iii Iぎ一定とな｀），.24 吋間まて‘‘一定て｀
ぁった。 したぷって，これ以後の洟駿て‘‘の指ヽ）う昆t問間は 2時間とした。

2. 分令係数と魂液pH K の関係 0. IM 酢酪， O. I M 酢酸tトリウム屯復へ叫
紅そ 2•5 から 5•7 の Kd f直乞蝸ベセ。 その誌果， pH が変わっても Kd.イ紐 l忌とんと心
変わらなか注。 しセがっア，これ以後の実験て：は土としてpH 4.7 の 0./ M甜直酢
酸ナトリウムt用いセ。
3. 分令イ糸着女とI::.°グ＇）ン酸濃度の関係 本実験て・は，唸r !含も 0.1 M 酢酸ー酢酸ナ
トリウム~;tiこ，カウンダーイオンとしてビク＇）ン酸去加えてpH 4.7 Iこ棚舒 l ，りラウ
ンエーデル付加 XAD を加えて， 2 時間級）ぅ昆せ・て分年1怠数t韻べることが今い。 この史
駿Tつカウンターイオンとして用い~ t.oーク＇）ン酸~の壌度さ変えて分布イ糸数の変化さ謡くた。

かわむらしょういち，しば‘たさセ‘ぉ，くろたきかっlt, t-: Itしたかろ L
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そ嗅果，表 1 I ：示すようにI::.゜ク＇）ン酸d)環成がイないと：ろイは， Sr の分命係散““‘

.., +こ 0 t::'.'グリン酸炉棗度幻着すと次箕に分乍 1系紋bゞ高くな，）） ビ？＇）ン酸凍度にして

3 x 1 0-2 M 乞越えると分午係紋 Ii一定て｀わった。 しかしながら，さらにビワリン総農崖

乞増す区分布係散lば逆に域少した。 表iの分命係数値は，今回言式孔セローダ＇）エ lもボレ
ーダー之麻＼ 7韻製 L セりラウンエーテ lレ付加 XAD 乞恥ヽたときの嗅駿直イある力；，風乾
しただ l1 噴製 L セりラウンエーテ Ivf.t 11n'/.A']) t‘1文，幻砂係着んが得られた。

表 1 ヒO'}') ン酸壌度 k Sr の分布係数の段壕

ビ；ぷ：環：d: 心炉 I l'. 。 ,:5 l:5 

7-“ 
I
-
A
 

竺
o.23 

表 2 りラウンエーテ IV 之饉々の合悩咽着初に付加して得られた分年イ糸

：：イ；；；合さ：？？。キi)| X•:;' x?:;2 )(？互4 x?;7 x↑心8

4. 分布孫紋と合かU和の種頼の間1系 合灼吸着WJ XAD は， ·I, -2 -4 -7, -8 た
恥くっかの種頼があり，吸着特ヽ性も異なるとされてヽヽる。 現在おが‘国て.,.入手ていきる

XAD 之使って，約託の XAD-2 と全く同じ‘方放て•,りラウンエーテ IV 乞付加 l' これえ用＼ヽて

研係散む灰 l た。 その誌泉｝表 2 に示すように合蔽‘吸善省’Jの種養負が変わ-,ても，分
栢條数は全く夜わらなかった。 XAD-2, -4 は非極性 XAD-7, -8 は中蘭的極注とされて
いる占ゞ，柚性の有無て4分が紐1:.達ぃ磁恥られなかったということは，合成磁着剖の殺

羨に変わっても｝屯着剤に含まれるグラウンエーテ lV量は変わらず、）まセ，合成哨蕩剤 1ま
Sr の 0も着そのもの,~豆季な役割之臭しておらず‘) U屁着の立復はグラウンエーテ Iレイある
と考えられる。
5. グラウンエーテ IV付加活性炭l：よる吸着 飴託氏合成‘0及着脊j XAP に付加させて
虹駿 L た為泉 1こついて記した。 そ L て， XAD の種類t変えても分午係数は変わらtいと
いう緑巣ぶ得られた。 この絲果から，グラウン1.ーテ Iv! 吸着併、特ずさる啜着貨I -rあれ
氏 Sr の颯着に有効ずおると予想 1‘‘ きる。 IJ屁着脊］としてよく使用されている活性炭1こ

グラウンエーテ IV 乞付加させて， Sr 1-:: 勾すろ哨羞特性を調吋：：。 その絵足 XAJ>に付
加したときと同し紅度の分布係数が得られた。 XA1>の趾千 Ii,かた＇）大さく） これ It.反
して活性度の粒子は非学に細いものが得られる。 クラウンエーテ IVイ寸加玲性段去カラム

1：：ヵめて，約祝4) Iゞ·Iわ灯復用 l t-:苓邊と同じ‘組対年穿液む通した。 その緑果，北速
之きわめて遅くコントロー Iv l なければならなかったぶ，窃Sr が定量的に喉羞て・きた。
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IA09 
巨大《鱈＇構逹樹脂汀｛射化学的刹月（オ 12 罪）
2-I和V-8-tド日キソキ I') 齋磁在下におI.}り）防和ニウムが壻勅

（滋医訊）知IJ一夫。今叶翡ふ げ沢正戻
（立丸像研）厄森達責

且立 迩年．巨大網状‘j鼻逹（ Mい畔す）左噌する 111 らいらな種魏研訊‘励和令
成す討釦潤発され1.. v＼る。基妬まポリスチレ‘ノージじ＇二）Vペンゼ｀ン／’重合停であるが．従
来のゲ）V型柑国にくらべて物理的安定性が大きく耐久性も強v i 0 で利用価値が曲 vヽ。これ
らはイオソ交換能のあるものとイオン矢f臭能o tふ‘ものとに大9’」できる。前希 lむ,1 わゆる
叩翌イオン文挨樹脂で大きな分手量 9 イオンを文授吸厖ずる 0 に適 L ており A贔a似乞
1RA-9o4 、 ])ow欧 HSC-I などが市販ざれている。 1委盾 9i—船に令戚吸着樹肱しよ Ifれ
ている屯ので‘水混淡杓哨機＇物Q)Jl及佐脊jとして効果．があり心恥似在 XA 7>-2 や Bゆ
B位ん訊— 1 など＇が合成されて viる。
漠酋らば 2 れら MR型オ討脂を放射化浮分杵0 分粁’で利目するための基琥的実験ヒ L て鳥

種々な核種 0 吸が打加：：っ1,I て一連q笈験を重わてきた。前席i)にフ viては 7ェロジ1‘/
化ニッヶ這．汲射出讚噸外能力豆）る金船羞を生成せしめることにより、iたitt2)
にフいて 11. 8- tドロ寺ジ'1 /')ン（以下オキジン／とする。） qような分店信対原を共·訂させ
ることにより．迅速．簡便rり］躇す性枝枡吋献集が可貪尼であることを報筈してきた。
茶笑駿では前叙う） 1 ：： 1／ざ続誼謙塩）レテニウムをと’Jあ Ir．ヽ、主しして XAD-1 へ叩蹟挙

動について校討を加えた。哨機蒻茶として 1 屯 2- メチ）じれジンを主ヒ l て凩 vi、オや／
ン． オキジ‘ノ＇＿§-ス）レオジ馘 5 凩いた時叫．者泉と比報すうとヒもにこれら吼禄噌峰いレテ
ニウムとの反応にフいてもしらべた。
直 碍輝lj｀前記同様．樹肱 0.2 ~と /Ob知を含む訊＇料苓庚 SO』£ G)バ、y

チ法で行 rず 7 r::. 
合成輝淵iとして A加紐~XAD-2. XAV- J E 困瓜怜冴オン知財饂としてば
加釦虹 1l?A-904、f易イむ這穆t肱いしては Am知血200C を見た。
吐麟怜として活·［繹国いた同様汎験仰4)もあるが．一汐．あらかじめオペジ‘
、／瑾対させた活疇這疇鳩含も．茄和埠種噸＇集に効果p＼あることが7践されて
vヽゐ。5） 店笈験でも． .2-メチ）レーオキジゾ、 又はオ千ジンを涌外 L f1MP-2 t目レ＼び請効
果tしらべた。

2ーメチ）レーオヤシンなどと）レテニウムとの反応について I~ /OO)i(7)ルテニウムを目いて
常法にJ 1; 吸収ス '\O 7 卜）パ測定した。
詐果ぉ↓ひ房旅 (I) 106 Ru-7 tJ D 化合猜の XA- D- 2 へO! b疇 Iこついて｀ f専られた締

知着（団紅 1:: ぷげる吸月）を． 図 1：：しめす。
陰4 オン交捩湛揮IRA-904- 1：：汀してほ. 2- メチ）レーオヤシン・｀オぎジン＇tも吸靡

姓果が認められな\,\が． A 芍砂／‘／心ース）レオヽン酸笏魯,"/J/]にチり喰対年 1り清文する。 P易イオン

名たりがす＇み‘ vぼ：しーI きょこ レI;)"わ手さみ いしも＇）たフじらう
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燻瓢200じに対して 11. 2ーメチ）V1オ1 ジン、オ芍ジ‘/l2よる効果I屯4、さいが：オキシ
冠ース1レ応怠嗜加 I：む｝全く吸着しなくなる。

ダ fO(- 7 D D 0 XA D-2 げ吸外（西4. t)
100: - --_ 100や

吸

汎 so
玄ム
す

{ ー  • ` 50 
振釜時阿 zo時間

｛：雷キジ‘/
• オベツ‘/｛~ース心「‘‘轟

゜0 O.IJ1 O. 02 ~/4 
図ー 1．メチルが共ジ沙農知身、3堺 ゜ 0 10 20 時m

図—3. 言内｀等の影埓

。

5
 

吸
沿
索 50 

10 20 時肉 0 JO 20 時閏
｛゜メチ）レオやゾ；的ll絵 1時旧加温 O XAP-2 

• 臼1レオや｀ノ沸•加 • xAD-7 X メチ）レれ叫噂．沸•加 l• zooc 
図z．メチ）レ刀知兄／〇効果 図4. 樹恥恥寄 X I既904

以.t.0綿果がら 2—メチ）レーオ共~/ゾ、方ヤシンti)レテニウムと非イオ‘/f靭化令籾も生戒
す b ため． XA'])-2. x AD-7 によく ll請し．オペゾ／'--Sーズ）レオジ翫/Jルテニウ A k陰バ
濯叫碍種を生戚す々た&>IRA-?Of/-に吸汽すると危訪れる。
なお． あらがじめズキジンを流汽させたXAD-2 :i同様o 吸着効果が言忍ふりれた。
(JI) 2-パチ 1レ-J'シン．オヤジン、オヤジ‘／一§-ス）しホン戯と 1レテニウム掻魂物との肴倅
叫収ス'\° 7 トル 1キ、 ｛れそれ夕／ 8 勿吼．夕27n m.. 9/Zゎ渭庄に吸収屈吠が認めり爪た。
麟の哭験をニトロシル化合物につ v1て行fふI．吸対哨軸ふ｀J.ひ｀‘吸収ヌペ 7 1-- 1が‘庫化

籾のそれと大翌fi複バりあることがしめされた．
これらの締泉 I;t)可ニツムの分和辱的な面での和野‘- fとして利用で·ぎるものと思

われる。

文麒 1) 弗利： B卒原手力学令誌旦 7/8(/ fクo).
2) K. I四， K．血訟瓜， M. I評心：J. R必e>a.如． C知．廷 I.2. r(/977).
3) 今井．環和、伊次． To社：片21 回滋和認ロヰ麟会 (l '1 77).
4) B.M. V必血伍佐I R.E. V血匂知¢玩：ん辺． C如氾．丑／ 3II (If77) 
5) 李島．如/.棟山：オ l t回頭里工学におttJ同位元桑珂曳発表令．（ I ？ 78).
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IAIO 皐生物叩翅担コベルトおいが窃定コバルトの定量

ぼ）日本分析センター 0使藤兼章虻川成司樋口英雄
坂東昭次茨口博

I. l jじめに

旱生物ば種々の元素己吃の主息する環虎ょリ浪結すが生黄があみが，紺翠コベルト
がある種の海産生物に検出さ戌ているという痰告もあり， むのとり込函起因について）月心
がもた爪ている。 こ爪に 1刃哩して放免隅コバルトと窃走コ八｀＇Jレトとの I刃係，いわ砂るtb放
射『紅求めることは重要な課廼の一つて‘ある。従来傲童放射住コバIレトの分析 1訂←一般
に担体コバルトを禁加したのち， イオン文疫分離ー電春— LBC 言t測による方法が月ぃら
汎，与走コバルトは別訊料から放射北分析等によって走董する方法が行われている。そこ
四濯尤北は同一分杭供試料から抽土分饂去も用いて放射4生コバルトと茫走コバルト拉匹
速に定量する方法を杓樹した．窃走コバ）レトの走量に I幻比色分析法も用い，扱文射）、生コノ＼ノレ
ト 1拉噂＼シンチレーションカウンタ (LS C) により渓碇＇） 2) した．
2. 分析検紺培知の調袈
分析検討試料として 1ぉ麟生初のうち，アサリと用いた。アサ 1) 1ま呉がら在除いたもの

さ碑表ざ｀らにとリ， / 05 ℃て凍滋したのち竜丸炉に入ル 500 ℃, 48時1可の反化処
理屯行った。 この灰化試料 I む CTeCL;)検出券によフて測走し， 60Co が合迂此ていないことど
確認し，分析恥検討）よこの試料に一定量の乞さ絨如して行 7 た．

3. 分析方法
3. I 安造コバルトの走童

灰化試料約／ 0, い疇恕詞応羞拌し，惹、知輝I したのら羞厨譴鮮謬遥レて
灼 25 0 叫とした。吝夜にクエン醍 1 ・ニトロ、ノ． 2 -ナフトーノレ吝疲を加え， 戸
t 3 ～豆濶息， / 0 分1可放置したのち分茨漏斗に秒し，蛾画支ベンゼン (50 m£) と
如え， はげしく、3、リ迂ぜてコバルトも油出レた。有歳層は茄酸，水蔽化ナトリウム，追酸
ヒドロキシルアミ辺呑疲ゼ頓次痴晋したのち、少童の魚図九瑕ナトリウムの入った三角フ
ヲスコに入れた。 この内の一部ととリI+ IO nm で吸光度を測走し，安走コハ＇、ルトを走世
した。洪捉若夜と洪味を用セ｝レの洸漁茨ばすべ＇て↓とにもと’'した。
3. 2 放附I•生コバルトの走量
3. 2. I G-e(L渇紐呑：：よる測走

拍均花はテフロン綬測走容器に入礼，照発約国したi1)ら ¢e(Lし）検出器て‘'測走した．
3. 2. 2 LS C による測走

呻疇 Iょ黄発朝臥tこのち，）y董の武践硝酸と加ぇ加熟直戒·物を分絣した． 8N埠
薮／ 0 贔紅u汲斑し，釘鴫和衿したのち、 Sfo T! OA (卜）イソオクf）レアミ
ン）ートルエン溶疫 5 m.lて｀93 回コパノレトを抽出レた。膚様層（ょ合、わせ， ビーカに移し
約 I 0 分l吋那皿上で如熱した。冷却レたのち， こ札とム SC 渕走用 20 叫ガ｀ラスバイア
）レに分タレ、 さらに卜）Vエンて｀＇ビーカさ洗浄し合わせて 15 瓜しとした。 卜Jレエン・シンナ

さとうかれあき め、ぶ｀がわじょうじ ひぐちひであ｀ ば｀んど）しょ、）じ はまぐちひろし
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しータ (PPO, DMPOPOP) 塔淡を加え LS C で渕走した。

4-.分和去の検討
4 。 J コバルトの回収字

乞トレーサ＆用いて本、分茄法における 1ヨ収又卒を検討凶。結果1仁トロ、I tフトー）レ
柚出お↓‘ぴ Tl OA 抽出ともにほぼ I O 0 災であリ，全操作さ通じての収卒い高尼のでき
るものであった。

1./-.. 2 他棧痙の影薯
疇生物中に灯在が予想さ胤るフォーノレアウトが庚種（ /06Ru., /3をS, I匹Ce) についてニト

ロソナフトー）レ抽ぷにおける除栄休教さ求めた。 その結果 Iむいず什しも～ ／ o il-が上で満足
て‘‘きるものであった。

L+-. 3 L, SC測走におけるクエンケン7•‘

ニトロソナフトールぜ抽出レた G, —錯体1位／ 0 mれに最大吸収汲長があり PPO 発
光ズヘ°クト）レと一邸望ってコバルトか 20 だ／以上になるとクエンナンク‘'が大きくなる。
このため：：トロソナフトー 1レ羞も分鮮レ， 丁J OA による抽出をだ子？た。 コバJレ r 量はJ
吻 4 てクエンチンJゞの影響なく測走かできた。計教効卒Jit8 3 劣であフた。

5 . 分析法の検言寸組果
加ししたアサリ試料（灰分： 2. 42 災）に一走壷の乞＆桑加し分析法の検討も行っ
た。結果這 l：示了。なお，舟走コバルトについて 1打翫灰此試料を立紋原子炉匹鵡乳
非威虔放財化分杵 I こ↓｀ 9 て走量ン，面方り値と比衷した。

表 叡口実験におけ紅嘴給果

試米斗童董（ク） 佗。漆加董 吃o 測走値⑭勾 を走コバルトr 、Jo/9 士 l

(t,Cし） 6e （し）／こよる測走 LSC tミJる刹走 吸｝則を 放灯晶析
I O. 0 3 ／士／ 27 士 0.7 29 士 0.5 o. 2 2 

} 0 2 I I 0. 0 3 I 士| 3 ／士 0． 3 0. 2 2 

8. I 0. I 士 0.2 0. 2 2 

紅磯討結果ヵら類I生コバルトと舟走コハ’Jレ＋とも叫飩麒科り疇囁
することができた。分析所要時叩試料令餅峻渕走よて..約4埒Imぁフた。ホ法に辻る
乞汲疇和哀検コぶゞむ砂疇走時1司 8 x JO 万戸、訂敬談差の 3倍をとった
喝合 I fCしがあ 9, LSCl：よる劫釦測知詞 IO 0 分釘平＜計牧訣差の 3桔とと
7 「｀砧合 0. 7 戸Ciて．、あ？た，
さらに定試料について分沫戸行い，祐果 E まとめ勢告する予定であふ

1) N. /Kl.DA1 S.ABE, R.SEk t :R俎¢o しso幻pe屯凶 857 (1 975)
2) 野口兄田中高捌本駐建次：沖／4回理エ営にお 17 る）可肱元禾研先発表会

専即集 pS 9 C / q 7 7). 
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I A I I 海底土中の＇44& の分析ぅ去
（青山宕戌大・理工）

の検討

0木村幹，平尼襄光， 手ラ尺 政江

環境試料和放術知蒻蚤荷究は、天然吋滋浪棟おいが枝良験心る放船這F物2
対象と T る分析・測色こ、原子力奇也所，核燃羽再処痙工喝など＇~3 カ平和利用施設より
排虫され乞放射性核種に関するものを加えて．扶釦点からも、 また試料心，からも広範
囲となり、 1 り知釦＇｀もいが I ？な工突，進歩がみられる。

本禄知｀［さ．放栢輝瑾の一核複も＇あり、 また承るか施扱から檸虫江瑣I和久き
、\ ¥号えられる改射狂 ‘I ウム紅対象とし．試料としては箸＃への流鴫放磁さ名ぇて淘広
土，輝堆績吻鑓松｀、ケ祈が麟臼った。また虔際の試計について分析紹fった。
：：い紐放射記リウム 0 うちわ鵡叫 aJ核分裂牧、 、“~ llf.令Ceが磁心
る。
幻碑セりが碕和紅• L ては，海水，藩彦生物（灰），あい硲緯痘積物庄対象I消惇

紐知＇｀がめられたう法がある！） ミt1)濤底唯頑物が祈洪誼．溶保抽紐渇ィオン
該棚恥心如れて＼＇＆が；‘‘すれも最如暉噂殿羨い危か1 る． l たが＇
って、磁鹸浸印和＇｀曲 Ce が‘走量的 I擾が K る力心＇｀うか 2 李報知検討のオー釦 L た。
碕厳a汲がれた＇4'1- Ce I江証マニュアル中が叡紐紐涙 (F;,. 1) 心り分韓湯槃復鵡純
した。浸俎されな力らた 9約釜炉" I仔とは均，2 の方法｛分舒 L て落没としたのち均1 に従
って測釦瓦渕J::::.、却．転て＇添如するセりウム吋畷量がIOmぉ滋知＂あるか
ゞうかとヽヽう釦＂ある．漏紐積吻が鰊疇紅り炉含Iくつヽヽて 13 ほとん咲｀和見
叫られてみらす：も L遁底堆積物和セりウム含量が‘嗚く、米如 L た祖修蚤：：近くなれ
lゴ：牧葬豆決定するさヽヽ 1肴誤差が毒入されむ結果となる。 この問題遼して 1文硝酸麺
波(Fい）おいび｀そ濃痘孔噸ー混紅（叩），こょ 3 試料ドつ＼I て、河、1磯通）のす浅
→‘1!.')ウム紐雑 L てのち． 如赦穴沼幻1J研究所卜りガ｀lJ.黎炉（中滋ウ束盛度 5x t o'1n
／叫•s) t｀中准サ放知衿祈口仔フた。（n ， 5) 和紅紐‘す 8 l+3 C.e のば3 網ヶけ知
和(.L;) 検峰—多釘鴎今祈春た用 l) て測定心．また既短量が呪e む添加したのち
分離ggTって、針籠釦知その板舶能から分離非の化序仮牟g求めた(f.•~'3).
綜果1ま表 1 の直1）ずある。
表 1 試料 HN03妥拭法
由Ce.:r 3え0:t.2.0

正 270士40

池bit Ce 

皿 60:t30

I /夕0 土 0,3

.rr. 16,0 土 0,3

Ill. 7l.l.:t.0.6 

Residue紐ぅ丸
.23:t13 

13 :t:W 
n.d. 

I4.I 士 0.4
11,3土 0.3

ね，4:t 0．2

きもら かん，ひらお よ L みつ， てらさわ まさえ
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全壷
340士24

2'8 0 土45

(6,o士 30)

2't.(土 0,5

27.3 :t.0,'#-
9,.~ 土 0.6

,,a/ k3 

Fpm(1ヽな崎



Sedi'ment 50g 
3+ 
Ce 10mg 
La勺0mg
conc.HN03 
比02

boiling I for 30 min. 

Soln. Residue 

•pH 3 
Ppt. Oxalate 
| ashing at 500ー 
10M HN03 NctBr03 
HDEHP extraction 

Residue 
ashing at 500ー 
Ce3+ 10mg 
La3+ 30mg 
Na2C03 fusion 

I 10M HN03 比02
back extractjon 

□[:a:]eso4 fuSlOn 
Fig. 2 Procedure for Residue 

｢ 
Ppt. Ce2(C心）310比O
| weigh i ng出
counting ~ —••, . 

Fig. 10rdinary procedure 1) 

Se祈ment 1一哀g
Fig_l1 144Ce yield tracer 
l' 』
Soln. Residue 
ゃf |144ce

:::]::cct:vatiし
Ce Ce 

Ce std. 

99999,99,, 9 9,•,,'9',', p,99', •• 1,’’’,. 

表 1 戎‘科かずれも内か底.t::.i、ある．
こ吠結果から｀ Fi,、 1 吟和訳'90 名知J:..
の＇4午位が最出tれており．硝絞浸幽法が
麟て＂あることが確釦れた。一方．廂酪
む麺されてく錢式料和のセりウ A 量ヽ 2 、
岬皿紅 3,8吋ヽ逹9 る：：：とがわか'}、
瀑加する推体i(~om,) に打 L て毎棟，＂
いしかし試料工I I1.→｀は祖体セの約： Fig.3 Procedure for 
虹にとと＇、まった。 stable ceri um剥

1) 納技術庁，放射涅セりウム分祈法 /'1 77. 
ャ 中涅谷放俯化が芍1J l't7'1, /'178午度臼殺丸宕条玲咲取和IrFJ I:. よった。
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IAl2 雨水中の放射性棟麓(f)箇島迅逢収臭打迭

0 木村赦ず•岡野輿5台輝・深田豊二爛
（＊日本介杓セ・叫虹涌）

1. 序譲 雨水 lミ含まれ 3 放射能の浅波9ま、枝爆溌安践且が原子力浪穀のモニ 5 リ

ソ Tのために広く行奈われてし\5 。放射貪訊注醗法 1ま、全べ‘-9 ー曳l定、枝緩介枡か） 3
l) 3 去訂法があるが、後肴の目的のために行奈われて＼）る一般的奈お浅は、保 (Li)半簿
体棟出蓉によ 3 r繰スペり卜 D ｝トリー浅である。ミの打沫では、核瀑発実瞼直後の放射
熊濃度が特に高い猜以外は、現在の油射黛濃度から巻えるピ、剖粘中の液射性核植む覆翁
L 、試料中の挟複潰度を高くぢう棺処還文行う｝似率がある。柑処理力法としては、蕉洸潰
繹去が一設的で‘l註あ百か、そが褪涅に長詩闊む季ウが知点があ 5 。 1 オ汲援樹誼への
潰縮浅日芍衿 3 れているが．放射社検植がt悴納物現的社籟が複雄であリ、一度の操作で｀
紺龍へ遭細3 う事は困難であった。演着 51よ、 3 え稔良(J).tt較的少容量： 0訊｀料の前膊迂域
に、ミ戸蓮とイオソ交換の 2 つ叫烏熊も桔つ椅IX` イオ吠技柑賠を適用 L た 1) 。さら 1こ許‘朽
容量の大きなI厨合と｀同一討糾から®呪卜とq°s" (f)介村 1：フ\~て検討 L t:::.結果g罪告する
゜

2. 史聴填果 雨水糾料 It.陀鼠脊l 'l l てホJL マりンを加え採取した後．祖体と
L て 10m秤ふも加えた。加状イオ Y 交校樹腿,~、米国エコ m 、)社の I\• ウアッ玖®
文用いた。直径＋ cm o11 うムに PC H 0員イオソ交挟籾脂， H 喪）'t. PA 0 （授イオソ

紐樹脂， OH翌） 5 を r っ如用いて柑脆床立形筋した。こ0)樹賠床叙検春覺は、仕様

書か 5 言t簾する刈隔イオソ 8met• I IXIO" ... 
佼イオy 1m外・である．
この樹胞力うムに言司閑水這逢 lg 

300~~00 mJ. • mi11.．ー1 で遠 L た囮

'l ~ q i 0)時庶で＇樹紐(J)-部が蔽 S IXIO6 ... 
接された。ミの点t改良3 3 ために挺

紺肱床0 表面屯ェコ引注lOI J 11$ 

・コートで哭逹し同楳冷序這象を行フ 土
E結果、 I 6 J.. i処翌でさたO OO1 IXIO見
lミ、 2 つ(I)t法で行った肘の h ぅム
からのミ記出浅叩t拾坑を測史した稲

果tテ、ヨ。曲線®(J)配紋むt拍誼の

伶下は、樹陥床の域康lこよるtので｀
ちリ、曲捻＠のイK 下ti 1 オン交壌樹
穐の交損窄曼に起因するもの X 鬼あ

ｮ
 

~g 10 

討和洩曼（i)
目 1 ．力うムからの洩出潅(J)tt拾坑幻討糾洩曼

5
 

15 
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表 1 ．屈脂と浅出液中の放射能

"mee (pCi) 
nBe (pCi) 

,~sSb (pC-i) 

106Rll (pCi) 

93ncs (pCi) 

”社(pU)
q 5郎（pむ）

討料 1 討料 2 討料 3 討糾↑
樹脂流凪浅 紺脂浪迅液 樹脂浅出遷 糾胆洩出液

3l.t!.1、 I O 、08!.lklO l't.'t:!:O.'t O t0.13 23..l~O.'t -o.0HO.II 51,'t :!:I、 I ｷ0.0 It o,O't 

118 !5 0、 10:!:o,1q 13 ~ i't 0.1-t± O.lり 1 午 2 13 aIOtal1 256 t5 0.9510.18 

2,8!0."r -o.,,:!:.O.l't 2m:0.'lO.OCl!o.l6 't:8to.'1-o.o't:!:0.2'ts.810.8-0.0910.13 

't.3!1.l O t0.18 3.8!1.0 -o.1ot0,23 't.5:!:1.0 -0.がl tO.ll 8.'tti、, 0.10:tO.l'f 

5.6!.0.'t 0.03to.os 6.'tt0.3 -O.OS'!0.06 6.6-t0.3 ｷO.O'tt0.05 12、外t o`り→02to.05

I. I !.0.3-0.Olt0.05 1.~tO.l O.O'tt0,06 I．午t o.l o.ob さ 0`05 2.2士0.3 0.01::to.ot 

2、令訊3 -0.011:0.os l'tto.2. -o.01to.06 2.oto.2 0.02:to.06 't．午no.a o to.o5 

Sr 回収宰 0̀qo o.n8 0.'l5 0．訥
樹脂° "屎スペり h O j..トリーは、力うムカ‘5 樹脂床を取り凪 L J"うス令ッ n 繁計
濁容蓉 1ミ杓 l た復、十介撹押し灼一本討粕 )'.LE佼行った．流出液(J)"製スペりぃ n
iトリーは、蒸裕叢縮 Iミよリ討科i lO汎i椙肛まで‘潰誼 L測定した。

れる。

表 1 Iこ、雨水 I O.Q.立改良したお送で知理し愕られた相脂と、力ぅムカ‘S の流出液玄i
森スペり卜 U} 卜り一法によリ測史 L た結艮こ未す。浅出凍中にはと‘‘の放射I歿根複t校出

されか、相胞中吋玖射能口比載 l ．満足できる結果である。枝澤癸索瞭直牧の配K では、、
表 1 Iミ示した板待以外に 1a11,,oa 邸 I l'tl Ce. I"゜ BA. 1 l't O LA.苫が含まれてい 3 か、 こ

れ 3枝梼 lこっし）ては、 31(])討粁容覺ではあ a が満足な雑果がすでに1尋られて＼）る＇）。こ
の筒処登に要3”"酎本約 1 韻間でお 1) 、愕 5 れた計泡討料'l L ての柏賊首の塔樟は 15
CC であった。ストロ｀）千ウムについては、＂氣スペり卜）レの測史文終った樹詣t 3 H硝
酸澳液中で加粘，し入トロン今ウムを溶縮後、従束行なわれている祀煙硫酸法にか）精陳 l
3 、回収等を測定した。

爾水`中(J)敢粒卜生核穏の I 線入ぺり卜 0 J.トリーにあ 11 ~前知涅iJL -4 ンワーリで行う
時に llj尋未条件 1太、’'短時随にでをる”, ‘'操作か箇導であ 3", ”目収苓か 100幻如）
I/ f "計遵l討料が均ーで9,、薄雙であ 3'’ 等である。これ 5 の条件t者えた詩、 この笥処翌

虫 lょ哨効なt法であろう。

樹脂の使用法等に助言t下ったオJしか 9 株、吋公社杵滸欽遠 Pc Iミ．謝意を言いす。

文献
l). T. K i'lnlltA. a.nd T 、 Hamada ，紅io i soto pes, ll, 3~ 'f (l'lrt8). 
2)."放鯖t4をスト o y今ウ A分杓決‘', (88如臼与孜言］） 科浄技街庁．

きも 3 1 しまさ•おかのまさは 3 ・ 1本またたっ b
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IAl3 
松揉中への討考元素o.:>凜系宿につりて

（名古屋大学這噂を告p) 0 古 l/I昼例・山名典手

1. 生佐中のイ叙董元査：： I釘連 L た誌7勾差は広…分野の屈窃考O') 7釘心を

集め, j/=帝に多< ">祠窃年果が塩績さみっっち 3 オりなお・不咽碕な呉分
少なくな、）ようヽ＝2ぎ七み3 ．午手に喋唖ヽャ、＝ち（ナJイ距量元素っ禾多参加：：：っ、）

て心：ノ塔応未深｀＇ l力惑て＇、あJ {：：どガガ4 らずノイ可ら力‘っ呉：て＂不十ク｝な知更

とかネ早らみて、）な、，喝合が’多り。学研窃堂--c·1,;t.、ノタクよ年以末松考＾

中の人工故釦悸核租が即走を続けてり 3 カりそつ病莱を結朽も考

寮す 3 ためにしょ土衆から松者幻こ、、た 3 舷女晏ぇ素のチ多重力の醗→濃緯

梃•ネ舞ヽニ 1釦す 5 知鰍か必要て••あ 3 。オロ升突ては l可—必域‘カヽら絲取 L

た土素ノキ支多ょ 7A"松葉の名希式料につ、、て非琴噂、ヤ位千放豹キ仕I::..吟祈

を手式み， N4, Kノ―だんこ s ，，乙Y, /V/丸庄亙ごク， zん乙Lノ必ノ忍など＇晶絲
元素乏稔ユ比ンぎ量 L た。そo.;,綽菜松栞っ中に加， C。Jヱれなこ｀’の重金
尻がりすじ 3 し＜濃緯す出て、， 3 ここか•砂厄ガヽ：：：なっえ。

.2. 分析紅絆心名古度大学燐l勺っ 3 坦実力ら／タク7 年たノ1 からノ2.J子
ムこ力‘ヽナ-z. 3 四採平り三．訟益劣・よが該ぱ捻年冦な 3 べ．＜早＜メタノーノふえ

浄i_, J翠弗後J釣 I~ をホ°リエチレン袋ヽニつめて令吋デ試糾とした。土ー頌ヽよそ

が中に含まれて、、＄枯葉など多餘ヽヽてか丸幻 a ／クを封入 l /=。緯半氏
料ぱ瑶準；多液乏ヲ祇上に転 7祖クニ差の芝ホ゜リエチレン4是ヽニ封入とて，ク｝朽試

料'e I司吟に熙釦 L 乞

中注一—忽身む土立教：大苧屈手力締究房"'1'R. I合A1L の回阜乞告式沫斗初月
史和））司してお、こプよりJ熙身戸時 l釘はよ今ぁ、よ炉ノゲ峙 lれ(、 II手／机 3 句）っ

2 つ乙丘tんだ‘。泊h ガら互 Mn.ノ直 K なとを定翌l.,．後．考から‘を。ノ ‘Z
ノ呟e なと＂を捻土渓リンぎ LT:::.
故釦維洪l定は立叙大甲原子力茄究冴，，＝級湮~さみて、＞ 30必りな斥工

塚ゥ傘くム）芋湯心緯出琴乙波亭今朽器‘を用ヽ'z:あ二なったか；長寿今該
種に→ヽヽては名古屋大学江苧守のァ絃スペクトロメミクー芝手）浮T L;た。

3. 埠在まか：：：屑られた結果の一奇を矛 1装·l 戸示す。 まプ辺更却のため

に矛ど表（＝主要な元素相互乞兵を示し』各歪素の）叩変重力乏現やす

9) ようヽ＝ L 大。

これらの結栗が呵らガな戸ヽぅMス、 c,,,, Zn の多·元素がユ峨こ這

して松恭の‘ャ、二濃虚七れて，，てJ紆ヽ：：：かわ、＝つりて名の傾向が，す('、$ l 

、.>。 アルカリ金属ヽニつ•ヽて屯 K が公らのみならす欠冷 Cs に対しても濃f客

-t-·,kて、、 3 ：：とが認めかfr_.3. ア、9 'j土§炉金径、=つヽヽて己 I可，1品な且転

を古、二なう：：とは有脊表てる5 3 ぅ．
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矛 1 表 名古屋大学稿I夕f採取 Lた各種拭料の分析俎 （戸戸......)

A 丸江呉 B 立1 呉

令尤洋手 1 Y* 1 d 2 Y* 2 0* 3 Y* 3 0* ネ支 土 1'f fo* 3’ y` 3'o* 

採取月日 'ク7 芦 977 名牙g '7クタジ3 97ク／之月 よクク多1 ＇ククそ彩3

入4 ノよ： 3 ノクふ ...ze.s- ク2.7 ノ..:2,.2 ノノクやク 4•、/ ，，..:2 .7 ノふクク•S. ...2

K よク90 3rクク 3クク0 2クタ0 3クク0 4チぷク A3ヽ0 4s•ク0 よ”ククe 39S0 ク·んれ9 ／あ欠9

斥’ん u.? /.9' 47  ／．ヽ ヽ．ヽ 3.g ヽ／7,$.s.．ク 8.9 .2..2. ヽ．g 4七2

Cs t>.O ヽク． 04 2 クタ o.o3 ク(9 7 ク．oS o．ク〇4 2.92.0/ 9．ク I O．クユク． 0..2.

cぇ 3て9クノタ~ク0 グタクノクずク 89ク 2/9ヽノ之2 J、,:;>O 8/0 4ぢ0 /34o 

CY' p./ 7 P. S-ヽ o. 3/ 0.47 ク．夕／ ヽ．クえ .2.+ ノタ、／ ，會之9 ク．ふt o..3 J-.a. So 

Mn ／／ク クど2 3ク9 g•3よ 4•之S /95 ノク0 //0 ヽ7 タヽ 83 &g、

万e ／／ク・ a-1 SS 之チク 3g gヽ／‘/0 ／クククノ／g 70 ,4-/ ,s I 

Co ().If o.4/ ク．ぇ2 ク．チ3 o.31 o.s7 a.之3 2.S, ク．／3 ク．／‘ 、 /0 ヽJ's

Zn /Sp +&.3 “を7 44.2/4ｷ 43.a 4I、2 ..2.3、4· 3S.4 /‘. 9 33.3 

CL ノ34し ノ57 /‘s ノふ'..2. J/J ヽ／S ／ S之． .2.‘‘2/S 377 ..:z99 

Br ヽ．ク4 9.43 24ｷ2 32f 2ク'3 ~ 3/ /. 8".3 a知／9 .2~- t:>.、8 2./之

Se ヽ丑ク． 5fク．チI aJ-.l o..3.2.ク．ふ2 0．クチー― I、-1-7 .tJ.s..2 o.35 0.4S 

* yはノクク7 年に入ってから生．長とーた差ヽゾ松者を示 L, 0 はそ中以祐 I ミ

戒辰 L 九方、、考左示す。

矛2表 アルガ灰金扁ぁょ如重金昼の令有遵の比（重量止）

令式采斗* cr/四、 Mな匹 乙／Fe Zね左e.. 心／k EI,／尺 Cs/k 

(X ，，友） (X／ク-3) (x/0 —‘) (x グち (X ん戸~）

IY /.J-土 0.3 ノ．44:a I ノ，＆土t:J. I /,3.:to. I ..-2.+:tc>.3 ノ． 3 :tヽ9 ..2.

I 0 、. 9 土 o. 3- 夕．+:ttJ.+ ょヽ士aぇ .s-. 7.:t0.3 .s.sコt l.o aS士aI /. I ::t.ク．ぇ

ぇy g. 9 土／． o /Q,.S:tク． s 、.3 士ヽ4 JO.t.t).3 s.3 :t.I.4ｷ ／．ヽ土a2 ／．ム士aぇ

.2 0 2．ク土ヽ.+ 3.~ 土 0.3 /. tr土ヽ I /.9::ta I え4· 土え a4:t.a,2. I. I 土tJ,3

3 Y 8-.8 士C},7 7.4•;:t~.3 s.3 土， 2 3̀ 7.:tン．ぇ :J.7 土ヽ4· )J..2:ta2 .2 .3 :tヽぇ

30 g,4d:a，ム .2.3 土 o.l ‘‘;!:o.3 30 土ク．2 g tJ.9 土O. I f.9 土ク． I

ネ天 /..s-士 o. I aIOがヽ．呟9 ().17;t、.0/ o.必ヰヽI 8グ土？ 9.13土ム42 o.3 ,L0.04-

...ｱ. I. I 士 o. I ao‘‘4土‘‘竺1 o./S:to.tJ I 89 土／ユ 7.7 士2.3 ヽ3 士 8

r y ふ夕士0ぷ o.sグ士‘‘.S I. I 士ク． l ,2.0 土 0..2 o．グJ:.tJ.2 ノ¢’士/J. I 9.I'均，‘‘

ro ぷ2 土0.?- A4.:to. / .2.2.:ta..2. よt)土o.3 3.2 土0.4• 、・タ士 0./ 0..2~土0.I3

3'Y g4.:t o.? 2.0:J:9.l 2.4·土、2 4•I 土ヽ9 ,2.. 34ｷ:!:0,1- /,ク.:tt),/ 1).4日、均．今

3'0 fl.3:.t0,6 //.3 士o.+ 2.9 土"· I 35 土 0.2 4-/:t.4 2̀3j:.J.2ｷ /.ク土ヽ、2

* 拭糾斗に対すi鉱号はそれそ＂れ矛 1 麦（：：示 L た去のに対応す'$.
亭＊該差は主ととて令ャ唄）っ深C7)系克合ヤ紐差；に由来1..，胡痒俵ゎ差巳 L て
琴ゎとてある。
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IAl4 
環境放射骰指椋植勅tしての松報の麻効性の検討

（如犬淫）高篤良正 。召島助j穿 M, R. Ho..mid.io..n. 

旦： オ約燥発庚険に起因荀な放射控降千物の剣淀や、原 3ヵ犯設周辺の環境淡的能

須l 虎拭料として松啄 l各しばしば用いら札ている。それは松が日本のビ‘こででもみられる代

表的弗緑樹で、試科採取令容易であるこ'c.及びゎ嗜滋旭の植物t比較しf乙とき祇樹怪物頃

屯痕廂していることによるものと考えられる。痰老らもここ数埓いろいうな環境試科の放
約概レベ）レの瑚］定屯Iィ弓ぃーオ｀公療は 1也の試料に比べて放射能レベ‘)しが島＜測定容易であるが‘
、／方唄ll 完 1直硲該料毎にがなり大さ(._ I ミ、ラついているこ'C..を危影則し、オ公薬が環境放肘縦栢

康植的屯して逝当な拭彩であるか乙‘うかについて疑問をわつに至った。本珂碗で‘l訪のよ
うな狐ほから松囃の放射捏放複の分莉を行い、それを基に指稲植物としての届効性に関巧

か検討を匂っ衣。

立； 松葉試料は5'00 合を採取し、幣法によリ先可‘‘I え0 oc.で 1 夜競燥し、次1;,:;s-,

蒔闇かけて嘉終撮度/..J50 ℃で灰化しに。灰払試料はフ゜レス磯にか 1す屡さ 3 '?71.9>!., 厘径処

仇仇(})円坂妖℃して淑射能須棘E しfこ〇

一う、店の松珠屯条ぅ争奇ることによフて放討I妥物噴ヵゞビ‘の程度失わ代るかをみるため、

う克矛戎ゃ光穿玖屯浚化さ也光フ 1-::. ,f麦統痕灰必して乙喜式科についても同謀にレて須II 虎しfCo

沢射能須1)知1 年e(L入）矛羞條検出器 (ORT£C I 叩絋s-oo 1-t5:l/ -w, qo c.c.)'C 

/O~ J/-,tャンネルバ 1レス吸高分析器 (Nはclear D^ta 、 ND 認oo) を用いて行フに。

スペクト）レの廂•桁しま廓珂の馬場らのプログラムに従ぃ孔犬大型言1 算概を(tJ I l て行っに。

栖采乙危寮： 環境坂射低稲稲碩物ヒしての有効性をおるために次の三つの淑目につい

て嗅険を行なった。

d) 菓なる場灼で‘生肴レ 1-::.松報試料を同じ時組に採和レ＿象］定し、地域差の府怨をおる。

は） ー完喝祐から採取レf乙松棄試知に種々の洸免玄を施し、；知奇による放約·淮該祗のオ且

戻浚合屯祈る、 （これは天然による雨水如知争効果，試料の前処理による須峻．1,直の
もL 屯和る令掛りになる。）

(3) 一虎場釘で杞肴しf乙松咲試料を果なる時期に採叡し、放釈・｝虹相拒展度の李節度勤を

みる。

牝奇‘d) の砲威差に関レては I が75 年ぢ月、ネ易国および篠質県で採取レた松黍の全べ‘ーダ
祝射能を剰定し｀剣釦直にナ(J.ctor 3 程度の変勧勺｀みられたので、今回の核稚分析でもか

な＇）の変椒が期待さ仇た。今回の試料 l各／97ワ絆 12 月矛ば‘に九夭構内と礼犬がら約 20k況

誨叩項洲地区から牲和レた松乗試料を全く同一条杵で‘痰）足した。結稟 l4表 1 に行、奇ょう

↓：かな 1) の直ぃがあリ、托天構肉の試和口険出さ叩コ枝裡の視頗ゃ量が加柑也区のものよ
り／りなくなっている。

たかしょよしiこ ももしよの＇）ゆき M. R. J\ミディアン
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衷 1 '2言竺言言I言言L-

次に松象の免考知果に関しては表2. l:'.. 弁ヽ奇ぷうにラ知争 1-:_· J:._ I) 放術・ほ物噸は高い争）合で篠

衣うい、々の魯）合 lお知豹広にかな＇）依存·祈ることがわかった。

辰 2. 松囃拭科釦知争効果（核棧含肴量の記ir- lょ-p,a/kが生）

五 No. l rJo. 2 No. 3 NO. I{.. 1'10. 5 No, b !'fo. 7 

/41/. 含竜 /0 b7 （ヽ6) 6 63 (22-) #6'I(23) ¢6え (30) 65q (22) ／炉？ ( I Cf) /27.(n) 

Ce 除錢（¢ 37. 9 タ6 、 o 38.o 38, 2 ~6.0 8!i', I 

／社1 Ce 含有量 611-(!~) 3 5(4.9) 8.5（屈） J7(9、 5) 30(5・糾） IH5,4:) 20(5•7) 

除知穿 ム5. 3 3 6• 7 11-2.z 53. I ク6. 6 t,8, l? 
l 

函C1, 含有量 が2 （り 33 （ぇ． 7） 2 3 (3. a) JS (3.2) 3 ダ (2.7) ;z;i (2 、 6) /7(2-3) 

除去季 36. 5 タ,.~ 3 ヌ• 7 3 ダ、 b タク， 7 ｣'7'3 

巧：r い項量 19 I(to) // 8 (8、 0) し 7 (7、~) /1 6 (6 •8) 90 （ク•2) 8'4 (7,2) 9()“スク）

篠広卑 38. 2 終•9 a'l. 3 52•9 ょ6. o 52f' 

/03 R 念有量 /7(3、 7) !5(3 、2) /0 (a ̀9) /4｣(3ｷ7) ／え (2•9 I 11(2.3) /3 (.3ヽ4-)

uｷ 餘去条 IIｷ ~ ん／、ぇ /7. 6 戎．＃ 3 8. 3 23 、 5
.. 

一·-·------

106 R l-t含有量 /3も（お） /OS (.3S) 63 （ユo) クS (/8) 8J/.(/9) $5(I8) 汎（Jo)

酪広条 20 、 6 ｧ3. 7 It.I/. 9 38,2 ぢ？、 6 ク8,7
l ー• ---- ~•—~ • —· • 

$4 M 含有量 l;>.7(2.i/.) 3 、 5(/.7 タ 3(2,2) J. I (I.S-) t．ぇ（／、9) 2 、 6(/、/ ム、8（ふo)

n 隋-歩.、系a ぢ？.!i' 39、/鴫 ｢/I..# 砂・ 2 70. I 4ク 8

咬 b 含犯量 30 (8.1.) 3 / (/5、 2) 20(58) 27 （クぶ） よク（5、｝) 22(5、!i) I ? (6 • I) 

隙去卑 -3.3 33. ぅ /o. o /0• O 26/7 36ｷ7 

ク B 含有量 /0り（外 '1~0 (J?) 笈奴必） ねZ (3!;-) gむ2(37) I35(30 認＃（み）

e 隙衣牢 ／ふぢ 36.o 22,7 Iク‘/) 象7, 3 ？ュ、／

“°k 含有量 20“S (77 入0/7(77) 200/ （ク？） 29“5（ク8) I97奴（ク‘; I ？砧（ク'S) .2必3 （8o)

除広葬· I、1/. ス・ 2 oｷ. o 3 、5 3 、? -t>,9 

('lo.I-—ーー和知争のわの I No、 2 --―ーラ訛水で房も禽レ 1-:: わの， ,vo,3 ．一―-試料をレば‘し

ばかきぅ昆也｀、ながら流水で考も脅しfこわの， Mo. # -`··述％ V/v メタJ -ルで 1 時朋充

浄しfc ゎの 1 H(J. 5. 、―`25?{, V/v メダ）ールで｀ 2時間光脅したわ<J), NO. 6 -•••ーメ

勺）ールで I 8豹梢ラ知条イ麦， I tJ豪酸で I 啄閉充角レたわの， ゆ.7 、軍••- 25% Vんメ

ダ）ール'C I N 堪直笈の痰含各夜で 3 時間；免脅しf:わの

与裔笈転に関してし各 l が1 '7年 3 月から現在まで詞ー喝所で繰返し採和レに試料の硬］定を
行なっていウが、まfる＇ャノぅ劣魚できる多で‘に 1-r. 1iっていない。
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IAl5 環壕中に存在す 3カ笈印1/生核租重っ定置t （ム）大保中

に存在す 3方欠身刊生核利tの跨 1釘変参力

（名古屋大学涅J平坪） 0 古／I／足各呵•小島没男

.1., 環嘆中（：：存在す 3 放釦柴（こ粛連 L た加趣が重要仕は近年ますます噂 L て l ］るがヽ：：

東わ;,h. "$.嵌々（よ／ 9 ク3 年以末租重々っ環境試料の中の放身ti生核種の定量乏続（ナてきて、）

”［今回（む大釜中に浮述 l て 9) る 7線放約針；の濃度つ頷吟変イとにつ、，て靱箔する。こ屯

らの；｀艮遠結果力‘らJ現在の大徽ヽヤ 9 ：：存在す 3 人工放釦性核綬の＊卸分は、／ 9 クヽ考E /I ノグ

/ 7 か：：お＝なわれた大条l勺核実紘：由来する差のと結綸て芝た。また数回に七た刃辰

近の中国っ核実駿が•生領につりても頷味ある知見が得ら,,n·;t;,・

2 . 拭糾の採取屯名古及大学理学令FA伶辺上におりておこなった。採距恭遵ととては

SなfLex 紅製のハイ・ボッューム・サとプラー↑戸 1A型乏犀），フィルター、むグラ

ス、プァイ I\`'-3 氏 ('rFA &P ＃ゲ／ク）孝・1史／司↓左。大全〔の流蛋•はキ／． o ~ /..2 m?. 

勿ヽ｀ぷ＇て］ 1 ~ 2ll/釘／二わ左って／ククク～ 3，，， 00 クz丸の空会湿且iムた。アf怠スペク

1--ルの混虔 Lよ域場肱：＃）ヶ袋＇のダe （ム：）半3算緑禄出器くよク C 丞.S))!'._日土姦作冴裂っユヽチ 9-—

チャンネ Iレ彼忠分杉翠を所りてみ二なっ左 o 合t舷効卒の決定し：： Lよ K乙ムなと＇種々っ燦準痒

源を刹用 L プ＝ o

3, 検出定量て＇きた核間は四凶e. 1 I＝示とた迪リもあリノ：かむ印果ぱ弓たれ・元•3 の

拳t'表わl.-た。?Be は全ての試料力＇ら娩出之衣ノ／舛C!.e.ノ々乞s 也、まとんど＇全ての拭

料力‘ら橡出士みて，） 3 がいfl!lの核種は平成-:JIil力l'冴豆力‘91 九濃．度が1衣，）ために樟出ぜをな，

場令を多力‘った。特（こノ9 ク年年愛ガふ／ん戸年愛にガ（パて ~1 年洵I.:: .;J;-、>て（屯／舛ce..
J心を―.S'以外の核痘はほぷムど様出そ｀をな力‘っ・た。

現在まぜヽ＝整埋が終った結果力‘シ碍ら也た活綸のりくっか乏以下に9,)学すか

1) 名J· 1. I：：ダク〇凜変の系登痔変化を示したが；/fク4年

Table 1. The measured 年から／9クイ年（こガけて凡約た午っ平均澤澤疎祐厄灌度が
nuclides. 

Nuclide Half-life 

Be-7 53.6 d 

Zr-95 64.0 d 

Nb-95 35.2 d 

Ru-103 39.8 d 

Ru-106 368 d 

Sb-125 2. 7l y 

Cs-137 30.0 y 

Ce-141 32.5 d 

Ce-144 284 d 

Co-57 270 d 

Co-58 71.3 d 

Mn-54 312 d 

和'l て 9 るよシ（：：みえ，り,+;,,)'J‘’づ戸‘'芍 leak., の存

在仕岬豆‘這J • l 力I l ／タクヽ年曼以釦ュ中国（こよ 3 大

像内核実験ヽニ注7表す 3 現も変の母吻ガ易 3 l くノ 5見在の鴻渡 I広

仕（i’／ククチ年芸砕の環度にほぼ埓とり。 しか仕そのJ.新加

介の大年介が／クグ、年／I ダ 17ダ（之／回）の核安酪ヽ＝泣完

Table 2. The isotopic ratios of cobalt isotopes. 

Experimental values Calculated values 

{Sept.'77) {Mar.'78) Fission T-D 

57 co/ 58 co 0.25が0.06 0.58+0.04 1 X 10 -3 1.2 

60 co/ 58 co 1 ．社o.s 2. 吐0.7 ~0.1 0.11 
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L --c: 1)3 こと広考え 3 己二の核実駿這様が大きかたこどの表われてある。

尻タ・ 2(.:14-乞e_. ~ I舛乙e.. ~放射熊の比乏矛、 l た．この比 L＃故射性降下物の起源紐2

3 ゥ疇）升であ 5 カり矛之 1 回以外の核実線は比段約硯摸が1、さ丸放射ti生物披ヽま（紅ん

ど全て、が対流9困 I力に放出寸れ，浮やガヽこ地上、に落下す 3 二さが（よっき，｝已現叶オてり 3

。また現在孫下とて，、 3 降下物は矛.2-.1回核実酸 1二）古李する：：とか認め全本/§.

3) 核実酪＾庚後に採距 L た試糾からコバルト乏ク韓 L ノコパル/.. I司位4ポの法身能
ふ鯰きした。えの結栗乏？｀ ムと今：：示しえか；核分駁：中性が：：よ 3 核反応，だ（ナぜは祓一

呵て9をな）ようにみえる。ここ-i',i原子差女の比召記足を示 L~ が｀）放紺姫と L て L ょ ‘OCo
の奇今―、よ幻·z.（ょざ．葛ぶとくな，）。

放和性降下匈の‘、平均浄舘吋 Il町（＝和す 3 塙1命、酋晋合打嘩i船この上直七なと．．につ

9) ては現在猿封中--c· :ts v., 学会考渭叡告すか予定ぞあ苫。

え）

Fig, l 137 The variation of ~~'cs 

concentrations in air. 
1 と

Fig. 2 The vaェiation of 141ce;144ce 

activity ratios. 
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IAl6 
杞耐鑓塵炉0Po0発生適：：関すか鳶象

（放屡げ）゜阿評道；阿評史朗

砂°C I くて 1 疇耐紅、ガ噂船知砂Pol輝Iズが鯰し、公0Poか輝臼う。疇
で‘戒わられ r 、̂呵or邊を比較し、火気光籾坪呵）。が均馳包駿での残‘索を双吠‘によ
ベ算歩した。 (A) 

A= 叫訊の残将放射能 X (OO (°/。)
料喚にお蒻濶暉

従って（ IOO-A)ば捐乾率1：：界しい。
犬麟疇砕Iな、本祈戻所厖均げ、 2ク時間採取しドもので、屑3年かり I??6炉/2 月

瓢中のいくつかいを
いので度、騎素さなか
餅も参探I てし、舷温．て‘‘
終和ょ刃愧 If 

麟知炉鱈履図
図／かが明嘴‘なよう

リ、長卜は 0 芦て‘わる。すで 1、̂正べにように、犬氣浮迷墓炉惚峰濁捐発化
か街瑾であ')、 1跨脚鯰1導穂が人チ源であると板定すると、日によっては人這が‘幻
名いわ示す::::- l I こなるp令年I ぐ ~If炉opD が灼温での残「キ率の B 度動を図2..I 箸り・コの
ように同じ年においても、かか）月変蝕がある。シれば気象茶1乎およ的珈帷噂膨江‘(J)

あべ‘みち：：： あべ しろう
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目子／：：よって欠ぎく支貌
tれる。図 I v-わいて、
訓雇期間がの履囀 g 
和°Poの低糾観翁：、
急潔f没如訪忍めウれな
りが、（？坪年かう／9J6年
の期悶Iぐ和1ゐ 1氏釦観
知、(f砂年を酌l£ 、 骨
”年かウ、／彩7年の期 至
朋にヒヒベ、いし分枢ぃょ
うに思われる。フぶ）先
に述べた仮足に基力霞‘‘
If'!砕力‘ウ／f7¢約期間
では人丘帝が＾姦少してし）
る立を意沐する。人工
源、 9 ----?tして甘勃車の
徘鱈＇1---を考久ると、日
条にわいてば暉恥排
均次這似‘／防幻
月よ l} 戻施されて初

卓憂i吠，＂［呼
多分にうげているよ 71 ヽ c 
恩われかしかし 2の聞 .g 
伽い駅翫応ては、旦
足舟的に説明する立しな 酉

50• ·---4-4· ••••l44----91 9-•••rm- •••I4• ---+-トトー● •• • H--•叫• --•+1 い·

でさない。行 rぐめには ・音
炭尋〔碕知這、生
であわt幻騎Eする 2
心鱈fi訊顆である．
ーっ遺‘J,-t l て、人工
療戎臀砂‘fふ＼ IL,恥
れが騎砂くフカ達虎． 210 
レ、知臆中咤り 1謬 @ 2 "Example of daily variations of residual fraction of • "0Po 

諄発嘩直訳てみ「：。咋 in airborne dusts at low temperature." 

疇尉っI.)ても報告する。
燻
りJ．玩worowski et心 ne Nは拉心ぬ以叶如恥r()碩狐t J[ I S7叫°si畑
伽心nりら Hous ね“, Tex心 （怜I,qに）

今,. D. 恥f研ov. 4訪W\ En紅牙y Rw./ 阜 1 7S 直秤）
3) M.Abe 祐必． R心o isoUp硲苺 1 4-l 3 (l'17 0 

100.,.---------------------

I Range 

•I ——— 
ご
―

一
『
一

一
—— —— 一

』
一

一゜5
 

0
5
g
u
a
u
」
a
d

団 l

゜

'63'64'65'66'67'68 

dusts at low temperature. 

'74'75'76 
Year 

210 
11 Yearly variations of volatile fraction of ---po in airborne 

Samples were collected at 

Chiba, Japan." 

100-,------

'63'64'65'66'67'68 '74'75'76 
Vear 
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2AOI オー 70ンバイアlほ去による土中ラドン叫司穏1：：ついて

（都詠理） 0~屈内釦｝村.I:: 4侭紀雄

国過］ラドンが卜 1レエン冗ど屑唸港媒によくとけ3 恒質を利用 L てすでに水中のラドン
を卜 1レエン袖出し液ぽシ >4 レージョンカウンター LSC て＇積合計考文法により唄lI走 L? ぎ
た。 昨年の本討綸会においてオーフ°ンバイア Iレぅ去在堤衆し二の定用格111 ：：フ ll てのべた。

本法は下言eにしめしたようにぅ夜1本シ＞千しーター LS 0 一戻崖名唄ll走 I ヽ••イア 1しに入れ，キ

ャッフ゜ではず＇しマー走阜寺暦1蕗出後LSCI::. て禾危合計数法により逮lI走して港解したうド｀ンを
庭量すぅ知知ある• ウラン鉱床没僻．非訟床式滞、断層淀帯なと’'I：：互 I ておこ冗うと
き、曳,1走4直の相対的ほた 1 ヽ E a譴 Iこ示し、これらの点査に用 l I う 3 可
如生を示 L た o え危←l0畑→

［実験］郡立丈母枝庭刀ど 3 ヶ所に図叫、ヤ史を 1手 I) 、:t中大気0)淫II7霞「丁物”
釦 l 年羊あまり経象 L <あ•こなっ2. LI ~。 二れを求＇め 3 :::.と l古ラ

ド‘>の環境放甜能＾の脊与を開らが 1こすることがで＇ざる。 校度に F 回 • 
羞 l 麟立凜大気中のラドン0)"ヵ 表に示した加く短弼の邑」三」一ー
知は量による差年（りox73叩）の頂墾墾［湧桓 9::.4 つのパほり痢．圭 l r=-、伶9) をまい）
月 a 露出叫 N0.l No.2 N0.3 N0.4 た。 二のように屯ぃ誌離疇 7 2 も大 5
誓20 4祁 l cl 23.3 q.7 4&1 36.2 厄唆勤を示し 2 い 3 。 しかし再現4生が｀低
唸0~25 年0 55.8 53.3 775 80.4 いわ It<"埓＜ ｀ウラン鉱知碍直ーq 7' 
1%•~"i!O 4.i40 70.g 

＇％ゃ～ 14 5.274 5"6,'1 

I¼ へq 4．羽q デ7.8

％。～芯 !i.o4q 72•‘ 

表2 再立性q柑消す
大封司涎匡

農出時間 1 現II岸1直C.四

叫苅 d

5"4.2 

34.4 

50、5

り釘7

6 2. 5 

6叫

28.2 

83、4

x 10-I"-~ . 
49%2 

485"8 

“゜5

G,. I て.. /1;下表q切くよいー姦t示してし11 。

"I•2 

l06.8 為 3 た7°ンバイ了 lレ去 l-::. J:; 3 ラド‘冴灌II知到

1?4.0 露出必片 蒻出砕闇 C屈 LS似汗升量苓肝G阜

渚柄 B 氏吐起 0.3n召 II. 3 1,02. X IO-92 

初内 A~0祖 0,'3',4 •1. l 1.00 

化戟玲鬼琉渇 0、6 う 8 6.3 0.62 

逮冷打屋上 0.q58 5.8 0 ．切

” 49皆誦北 0.q58 4.9 0.41 

紐口爺中の穐出課知．076Y..品、・和ぅ 8()0 叫

長 4 ウラン四即¢±:.濠よ，）放大す 5 ぅドン

困＿ 2し＿ro 凶3 た口飛

藤出時間 表II 定恒守 I XIOー12 c.:.

1,84が I I 032,q 
I 048、 3

1044.3 

q3.I 

94-4 

H.I 

ほi)うぢぎみこ、むらかみゆ 3 お

真出時間 cp,wi 

0．約 6d 26.7 

0. 8 q 5 23.3 

0. 8qヮ ュg.2
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冴Il にラジ｀ウム雄埠落液を理,1走皿にとり細口棧中にいれラドンをグロス辻しあてオーフジ

バイア 1旦紅試‘み 3 ヒ大偉やl木 I) よし 1 一致で示し'2.. LI 1 。

Ls にとけたも 01す印如弘 d"'屯芽包砂直示しまたセの蘭凄曲線はあきらかに 3.82 S'日£
ボす。 壬たスヘ°クト 1レ毛 Ro.A, Ro. C冨 d 線のビークの主暴が認められてのて~ 2吋:1 ?’•あ 3 こ

とば礫認されてし 9 ?。

展 3l::. 示した如ぞ湯缶lこバイア 1レをおいて本法を試｀み．信られた~,走位から碩令計教法

によっ 2 113 のマ＇建疇濠年とみう二とか出来． LS 中 lさ幕~L たラドンの放射能1古表の
ねくマ＂あつか｀＇二れより大気中のラドンぅ晨渡の表示 l:. フし） 2 まだ＇降知れ 2 い r4 い。 翠4
にi'f，した<l) 1なウラン鉱床た滞0) mぃ巌（200 いt璧J芽l磨身にいれ、、毎腐砕終了後に中の
窒忌tまったくいれかえて来＇あたもの口｀｀あう。 o.sq日の厖出 2い卜 Iレエン中(::.ぅ喜阻したう

表 5 ラドン生命骨直出時間＾差 I←よ 3LS へ這加叶七 ド‘ン＂量、:::.れと今釈平衛 1, ありヒ L
~(3、 1oq ~ 10ー出磨量 2050心紐口探） 2 9t窯した忠思中のうドンi:: ~,'f、 L た。

｀よ 11 の 皿 また 519 1：：うジウム瑶茉恭m-“
t"1叩叩さ／w を皿 1 ：：：'e I) （表 S, A 讀琉、 B ぐm）容器
刈er出

57.6 切，S 庁に入れ、 LS 中 1：：堵科したラト＂ > O) 

80.o S8.9 惹茂℃束｀め？と皿梢 Iこ寺、したは＜之‘•あ

砂之平：土し'2.みっ

150.6 546 とラド‘ンの加逸人—叩畑凶e ヒ 1ゴよく一薮

l函 出したふ屯‘知赤し 2 し I,: • :::. q挿

叩 55.1 i足した量と咋埠叩 I/ b叫呼す 3
0,'708| 9q,6- 9.0 1 9 1,g | 187.3 門．7 ラドンの叩如くらべ＇てみつと手咳．

言□ーヨ言言<?li言マ：：つ:e;：百塁：］
町即時 1= 3 苓と叶し．漆知詠知伍うドン 4 量ば＊庫‘王 オー 7° ン／ゞ＇イア，遠 l= と.,て柔-=3 1::.

してある。 あげ＇たような訳這境数身す能レベ＇ lレ0)
ものて岩易 I= 1すか l) う 3 が、閏駁ftこのし S 中戸輯されたうドンのシ農度の奉了．につ l I 2. 

の方えすである。 戻唐といかにあわせ 3 かということ Z``F佳誼‘tえ？い柑 ll 。同時によ亀こな

7 てい'l CN r:J..トうヽ’I ？法による訣貨咋該Il走．のや恙果とあわせ 2 稼毛す•つ。

＊ラドンの LS 呻出，うた偽臼：千し→ョンカウンター，＝闇す 3 主冗靱告 E 念?! 1-:. あず＇た。

／）．野Pぷすl::：茅 ln 回 B 和りほ会年会要り羨 2B0..,(1 '1 H) ~)唇和； R心ふふpes 且ぅ b2 (I~ b4) 

3) i<:.榛，［和，村l: :原打1 誌 LIOS (19bs) 4) 対.l=. : ftf糾ぽ翌 1 JH(I.Jl'14) 夕）珈：四：ふ,.hpも社吟
(l"r) 

か紅l1年：湛泉科尽空り3(I”‘ ） り）本閑，村l::. :K4:0 心.J. Ck紐． I 社 1 'l 3 (I fりヮ） 8) ぶ閤，ml::.：令祈沼屠

互2.2.'7 (I'?? ワ） q）祖巾，村比雌ェ冷会終且 NO、i (197~) 町:ill 中 10）シ即n，木t.t.：ジ晨象科岸社 Nb．ュ（I切 79) qIi和 1

- 49 -



2A02 天然物試料中の▽同位体および咄IOR。の走量について

（新潟灼里） 0魯本哲夫，本間 1吾，i左藤浩二、外林翁

1.天然放射壊変系列のうぢ U系列を利用した地噴営的研発が｀広く行なわれておう、＃
た U系列の中て‘‘lず吋丁，―品， 210Pb, 2JOp。の検出走量がしばし 1カ行なわれており、近年て｀‘

1コ個々の走量ょ／）もわしろ 同一試料内におげる頷団蛛目の放射平復詞問題が｀注目之れて釆
つつあ?;,.ぅを動系におい Z IJ: ·放芽湘平衡歯係刀国立しているのが常であ／）、固相 l：：おい
ても閉鎖糸以外 lゞ之Rnの散逸や直将の d 反跳現象によ介、親の蕊汀と.210比戸opo と0)蘭 1 こ

咀目囀諏態が成立している場合もしばしば壮られる．これら長寿命を有する該穏iのうち
字托匂袴いてが放的庄核種之｀‘ぢ')、それら叩令ぉ走量に/J.化営的に土来るだ lj純辞にし

たらヒ．薄謁ズに析おさせて土束るだIT自己p~収0)少ない状態て奴ズペフトロメトり一す
ろことによ／）行なわれる。しかし合がら、分離哨咋とか捌走線源作製時における目的核堪［

”員失icl"さげられないため、目的該種とがエネ ILギ｀一の異なるトレーサー0)使用が望＃し
い。こコで1さ．＃ず1.;rじめ 1ぎ吋丁(+苓u) ど°Po 叫間の平衡杖態紅恥‘るいめに、平u
（ワ4Y) と蕊Po(::;>、2Y) 巨卜し一打ーとして梗 1詞し、化営分離後電着ヌ IJ自粍祈出によう．
び魂剣走用線源と作製し、びズペ？トロ x I-/\ーによ分苓u, ..;84u, 20 昆置と、孝姐恥含
U鉱物につ I \て銅べ｀てみ尺の之‘、以下報告する。

23 Po の自発祈出0)時間依存r生 R のr::J.棉痢乍隈のために従来より鍼寂上へ0)自槌吋
出が用いられているが、俎域表面の均ーなも0) 13母：：＜くかっ清浄な表面t得る為の研磨
も容易で‘なく如i!li lこ布喧のも0)を得ること 1耳困鯉て‘ある．ここでは比緞的容易 l：：：均一ざ約
しレ＼表面が得られ易ぃ真空蚤着による縁薄燥を利用することにした、以前の報告＼によ 1)0.l
NHd溶液からの祈出が良もであっ定の z‘ 、:zIOPb と平面杖態にある21o p0 が o,I N H (Q溶液ぅ

M！と、麟着ス〒こレズ栢ど祖み込んだ｀アウ／））し製祈出槽豆主入し、起音環境許·のもとマ‘‘
B と臼粍折出させ le. 録藤上のd放豹能強度と祈土時間についマ淫べ｀だところ 12函以J:マ‘‘
ほぼ往％以上祈土していることがわかったのマ‘‘以下之‘IJ I翫咽胴祈土ざ江だ。

丞記作製ヒ自荏祈出 2l0p。→逹量のだめの⇒R トレーサーヒし< Id'.、土来るだ'T.210 屁
叫心いものが望＃しし\.このにめ呵Bし(p?m)ユ＆ R 反応と利用し(f1'1)反応と出先る
だけ少盆くするよう約20~▽回楊母之"B逗照射し、要に生武した21o p0 を栽衰させるたむ約
ぢ年間放罷悛使用し臣．生内している蕊且ぶ博製のために．照界店虚惇斗と混酸て｀‘落解し、
乾固悛6 1J -H (Q落液と L20 ioTBP-D也談叫町て｀’抽出したあと｀ CO心HkJOば｀屯病土し、赤
外ぅンフ°下て‘｀乾固後o.l tJ--H(Q疹落としだ..21°Pb阜→平°p。過程て｀、生成 L た Po と丞Poが自発折土

において同一挙萄色とるかどうガ灌7Jあるため、ほぼ｀両方の放豹能強度を等しくした考液
4程について録膜上に自発折土さtt r:f-ズペウトロメい）ーによう丞Po/.21opo私頂寸臣比忌求

はしもとてつを》 1まんまさとるさとうこう Is,~ と 1ゴヤした 1了し
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めたところ訂数誤差の範囲肉で一装した結果況尋られに
Uの化営分鎚試料t. C.Ol'tC.,H 駅 03 が加熱I) ーチンゲ L たあと乾固し 7:93 (Jん） HN03溶液

とし巨ものど分祈用試料溶液とした．溶夜のー走量芝分取し主℃卜し一寸一溶液：の既知量

迄7JIJえごがら ,o...もこ 7命(¾) HN°-3て諏l節 L 、 AQ (NO3)3•9比0 を工）g洛解させ．扉酸I t）し
土よ‘口を拍出、 o.l i..H-1改溶疲て‘逆出土後乾固 L 宕 NHQ溶殺にかえ応のら陰イオこ交換
痣て‘て厄蜻製しE. o.| い-H 筏ざ｀ワと香縮後乾固 L ワ沼墨） HNO.a o占成にとかし、この
落衰ど02MT＇‘酸アニモニウム電解疲に式入し、文テ::...L-ス喰梱拒上へすと砲羞した。覧若
寂こ灼慇拷受、金 (Au) 之｀＇r:j.ズヘ°? 1--ロ x /-I)-L た．得られたズI\" 7 卜）L0 一例ど図 1 ／こ
示す．最初悉no Lだスパイク字甘量とスI\°クト 1レ上ぷa::au, 立杢，主勺放釈能妾度<J)比暇に
ょ／）試料中に合まれる苺勺量と同時に学官／蕊℃比~を菜めた

之IOp。cJ,化啓分離ほじあ 1こ万分祈に使用した落液とその＃
ま o.l fJ-Hば且苔表に変えて姦着縁癖上へ P。と自粍祈出させる
こと芝試井た妍、不純物が打土が同時に起／）、得られだ蒋！二』

からの以スヘ゜つ卜）L<J)分華裔7J憶、く立唸と.210捻の分津ヵ＼‘沐ロ

能て‘‘あっだ。従って B 叫巳善壻製ど居え、分析1祠試料帝殺Iご
旺の蕊-Pc f--.レー寸一考疲Emぇだあと乾固 L 、 6N-H⑪
容疲から、丞p。作翠時と同漿TBP拍出によ）精梨 L たおと
亜着銀t&J:ヘ屁と自発祈土さ辻戸ものを魏溌とし之、びズヘ゜ 図 1 u-のぶスヘ°クト）し
？卜JL~~!定と行なった．c:I-スペフト）L の例と図 2 に示す。

（人干多石）

び同様に法po ，コOPo のI::..゜ーフから試料中Cl) 2lo 屁量と等土した．

結果について 得られた結果と下に土とめて兵し＼た、瑣讀物と

しての分:::,灰ウランについて｀人形石と呼日之蕊▽ヒ沼芍間には

ほぼ放射平衡が戎介立っマいるが、 2茫けとユDp。が平衡l:J:l l ずれも

虹していないのみならず、人形峠鉱床0)ものに院11 之いずれも
210 Po合基が低l ＼値口示すことがわかる．このこと l.;;r痒南団が
駁的新しいため7J汲ほ脳床JJ、政‘立して悛も、間隙木など‘(J)麦入
が＇らば続さ起こでいる巨め 1こ和釦磯されてI\るたあと弗えらい 図 2 Po 忍巫°？卜し

(/)準店モロッコ）
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台
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試祠（産屯）
/) ＞灰ウラこ 1 (人形峠絋床）
／）汲ウうコ（倉芭絋山）
／）こ灰りうこ3 （山口県将弔町）

／）こ灰りうこ 4 （岐阜県瑞ぅ良）

モナス‘、石 （祖島県五川町）

人形瓦 （人形峠舷沫）
／）こ絃厄 （モロッコ ) 

呻勺／2元

1.0 も士 0.02

0,99 士 0,01

1.19 土 0 、 06

o,99 士 0,0ぢ

1 、Ob 士 0,o5

0,85.:to,04 

l.ol:t:0.02 

ヱ元（唸）／繹釦i ユ心噂 ユlo即竺丘
琴0 士さ (1 、8土Q2)XIO5 Q、 1 :t Q1)x|0‘ 

4 34う土ぢ 凶4:t.0．お）xlO!:f"苫尋）収10
~o．ぢ土 0.7 は犀o.o!;)xl04 (4、21 士o;2.邪 10
鯰士 0、6 m:J::o.+)x1d (7. 71 士 l、 I)xlc5

12.0 土0`4 (_8、97:l:.O応）xlO3 (4翠0、送）Xl8
巧、4土 1 、 3 戸I :t 0.1o)'1(104 (I 、49繹）xl6
舛士 l 、 6 (l、 03謡l2)xIが (4.02土四硲

犬T.Haっ厄moむ; R叫迄ふ-em. R迅ふo o..na.L. Le迂奇s J 呈』之ち (_1吋 I)
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2A03 以緑ス匁クトロメトリーによるJG-1中のウラン•トリウム・
ラジウム同位体の定量

（東大理） °小橋浅哉 ，畠氷｛建
（東大地康研）佐株和郎
（明大工） 佐藤純

(11 序 J G-1 は，日本の地質訓査所か虹出された花こうせん綽岩の建玲化学的
燻準訊｀科 1、あ 3 。 A冦o et吐 ').2) によって，その主成分・徴量成分の分析テ‘‘ーダなどがま

とめられている。 l<-Ar 年代（ま， 85m.、y｀ヒ与えられている；）卜＇）ウムについての分析テ‘'­
ダしま， I I 、 5~IS-、ヽ PP瓜の間にあリ（平均値．． 13 、 s ppm.)'非碩唄汀線スペグトロメト'J -

によ 3 定量の綿果は，他の方法によ 3糸昔果と比較 l て有意、の差は認めら札ない。一方，ウ
ランの分析テ‘｀ーりは， 2 ~ぶ0 PP"'- と幅が｀あり（平均値: 3 、 4 ppm ），了練スペり1-日メト＇）
一によ 3 糸百果 I t, 1もの方法によ 3 糸昔果 l:::...t:tべて大きい。焙石中のウランの了線スペクI-ロ

メト＇）ーによる定量は， 2“Ra t放射平衝にあ 3 i.14柘あ 3 いは2.14Pb から枚出される r練を測

定す 3 こヒによ.,て行なわれており，試料中において 2呵伍が｀ 23ll' U ヒ放射平衡にあ 3 という
仮定に基づ｀いてい 5 。ふ~む anJ.. Saむ 3)A1 は，この方法をJB-1 および‘NBL の栂、渠訊料

（西西-tc.)に適用 l l.ウランの定量を行なってい 3 が‘，その分析絲果は，他のが去によ
5 分析緋果とよく一致 L ている。我々 1 ま，JC:i -1 り立トリウム系列•ウラン系列について
枚射乎衛にあるかt‘‘うか核討す 3 目的で，ウラン国位体（ Z3~ lJ..t3'!U),  1-リウム 1司位体
（ユ32.Th. 230Tん· 229TK) ·ぅジウム liiJ1立体（ 226&) の定景を行なった。

(2.)'史瞭 ウラン同位体・トリウム 1司位4本·うジウム 1司位体は，ぺ線1._1\,0 ？トロメ

トリーを利用した同仕体希釈法によリ定董 L た。0(線 X へ°りトルの薄涙には＇シ＇） Jン半
導体枝出器を備えた凶練スペりトロメー 9 -さ用いた。
ウラン 1司位体、トリウム同位体の分析 同位体希釈法のス／，0イクと L て， 232. u-2町TK トレ

ーサーを利用した。 卜しーサー落液の濃度（ま，墾量分析によ＇）濡度を求めてあるりうン・

トリウムの塊液を利用 l て栓定 l f:;:。

ぇ｝の試料を HF-HNO3-HCい 0" 処理 L' 戟国後，残査tt.° n 硫醸ナトリウム：輝 L, Iか
鋪 L た。ウプンと卜＇）ウム1t I 水酸化拘共況，酢酸エナルによる抽出により，他の大祁分
のぶ分から分離 L, イオン交換により相互の分紐と精製を行なった。 トリウムの線源 1ま報
発法により，ウ 7 ンの綿源は唱着法によリ調製 L て沢練スペり卜 9しの消’J促を行な ll / 
叫／函u. 2Jon /2.3ZTh. 223TKI 232.TK放射熊氏を求めた。

次に，言式料 l：：四 u _ 228TK 卜しーすーを加え，ウラン・トリウムの In‘紐・精製、栂源詞餞

を行ない，“線スベクトルを痢定 L I 2llJ lJ'2. 3't u' 2.µ_T~ / 230Th. I 2.2.iThの含有董を求めた。

こが削定からt I 2)'tU / 2.W U • 230,h / l.l'1h放射能氏と求の 3 ことが‘て、き 3 。

2l.、Raの分村 I司位体希釈法のス／＼゜イクt L て／互3Rc.. (T½.=-,, 、 4 日）卜しーサー屯用いた。

この卜しーサー 3怠液の凜度 1ま，磁和椋準薄液を用いて校定 l tこ。 2“R4栂準澤液の湯存\'J::,
トリウムシ嚇凍中の 224Ra を利用 l 1.;が定 L た。 22牛＆濃復は， 卜＇）ウム漢液の濃穫およひ｀‘

こは‘‘l あさや、ヒみながたけ l, さヒうかずお、さtう Lヽ ゥん
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呵k/ 双TK放射甑此から求めうれる。

又｝の試糾 9こ担1本の石庶酸l\`‘ リウム（約 l00m8) を混合 L, 歿酸ナI-リウム瑠融 L t：：：。恥

戒物を 7ド処理し，生じた不疼性の煤酸塩を：戸がIL, 嘔酸I こ藩紺 L た。啄G\..ト L ーサーを加

えた後，硫厳て｀碩酸 l\‘ リウムを沈殿させた。硫酸I\`‘') ウム決般は，：戸がl l, '.t和1 た後，蔑

酸ナトリウム渇肱によリ幾酸Iゞ＇）ウムとし，塩酸に落解した。うジ‘ウムと lヽ｀｀）ウムの分紐
11-I t嘉イオン交換によ→た (Dowe)(50x8h ラムを用い， 3 日塩醗て‘l\‘') ウムを 5訊餡灸，
3M研酸てぅジウムを瘍雄する）。この構イオン交換を 3 回行なえば，うジ‘ウム 7 うりン
ョンを茶癸 l て十分刃ぃ綿源を調戟す 3 こヒが｀て‘‘き 3 。べ線スヘ°り ~Iしから，四私O')含有
せも求めた。
(3) 糸音果と考釈 紬・果を表に示す。表に示された誤差は，計数の標準偏差て、あ 3.
と叫／ 2町K放射能比hゞ誤差の範圃で 9 て｀、あ 3 ことt 2.12 在およい辺町Kの北放射熊か‘‘硲＆がt

枚射龍 3) ！渭 l `｀ことから， 卜＇）りム系が1 核種は，親核種の 2町Kと放射平衡 1こあ 3 と考え
られる。ウぅンの滉應 (3 、 8 rr巳）は， An4o 吐 4'、l,2)がまとめたデ｀ーりの平均値 (3, 't rr入）
よ＇）約／0% 大き<, Rowe an4 Hern4。1'\..5) が逍発中↑生チ計測によ? 1 得た 1直（ 3` も rr"'--)
に迎い。磁 U t2Yt U の比放射能には，差直が認められない。宛Rいの濃度は， S辻； a叫s..¢)
が｀非碩洩T練ズヽ゜りトロメトリーによ＇）得 Tこ 4直に一致 L 1. \.9 る。 22(Rqの比放射狼 1よ， 2)吼

パれに比較 L て有克、の差は認められないが‘, 2.引 U およひ呻u (J).tt放射狼 1;::. 比べ‘1 大きし
2.}01"_の比放射能は，祖 u mt枚射能<J) I、 /6 :t o,08 イ吝 1‘、あ 3 。本研宛て‘‘得た，之‘RG\..の比放射

椴か‘四 u のそれよ＇）大さいと \I う糸音果は，非破境t練スペクトロメトリーによ 3 ウぅ上の

テ｀‘ーダか‘‘イ也の方 3去によるテ‘‘ーりよ＇）大きくな？てい 3 こtt合到Kl てい 3 。

表JGi -1 中のウヲン、トリウム・ラジウム 1司位体の濃度と放射;i~.1:t

元素 放~射能.rt. 凜度 (ppm) 
ウラン系列（e令ヽ U) 1-̀ )ウム系列 (et•Th)…U /-<38U: I 、 05 士 0.03 .l.38 U‘、 3 、 7 5 土 0、 13

u } 1,0牛土0、02
1 、 02:t ò03 巧八J :3、 82 :t Ò14 

2.Jon I 232.Th : 0、 88 士 0.03} 232Th‘` 1 5、 5 :t 0 、1
0,88 士 0,02

Th 0 、 87 :t o、 03 芍°TK‘` 生43 :t 0、芍

2.'l.tTK I 232Th ·.o`18 :r. 0、 03 22sTh : IS 、、3 士 1.0

2.:i. ‘Ra‘、 4no:t ò23 ね3似‘、は3 土 0、3*
Ra ＂~土 0 、 1*
夭）非碍；屯ダ緯 7、へ0 7,... ロメトリーによる糸召果 3)

l)A,Al'¥olo et必，fieodit"'-•J.,2, ls-I (I'l'1I) Z) A 、 And.o et..｣.., i以， !,I '1r(I, '14)

3) J`Saも an人 k s心， 1b凡!l ,269 (/91 り） 4) K、汰わ如紅 S曲／む be 戸lIshe o(
S)M 、 W`Rowe and J、 M Herndon I Geocheぃ `],9 座，I,3(I976)
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2A04 226Ra.きu 放による化五サンゴ‘の非破嬢即切則史

（全沢犬埋） A、対和久°柏版祁収遁二阪鑓

板万年-ti\い()で与程度の化函サンコ｀｀の昇代剰史には．サンゴ｀の生長蒟F菜）込忌収たりラン＇
ヵ＼ら蒟向ヒ共に生長蓄複す狂°Th(T炉 7.s2XIO4yr) 左吏量 L ．.230Th/巫仄応ャ＼ら知砂瓜
ボ｀戻←行むわKC\9 る。これには試料遠訊紐邸‘在呻心史暑訳｀唸専乙＂あ 1),9a以
四親令豆ゞ 7 卜 lしによ年れら両伯体が自祷揖り吏訊｀行なわ紅心。：：：：の錫合．試冶i)\ら
収幸良．＜双，Th訊扉L ．良好如練源砕虞すがい蓉ボ｀あ＇）化学操作，雹着測定釦hl‘‘ 口
汁如寿向も長＜，ある程廉が醤蕉も叱要である。そ：：で｀従来以聟j定 l亨＇）行なわµこ＼中竺Th
か迅塞化と断更化紅ば11\ 年と誼約1:::... l て、低 I＼し力‘うウンドY検氏惹匂月 19 t非疏紐
心j虹釦にコのす法はY練によ茫吼，巧n,2町u直椿劃知．割紐暉峠め，：：B ら
叫わてY線匂紐和凸粍，咋l 17\ 茫応董立，苓Thがら呵遭左肖恥日史量す仁：：：：
と(:::.j I'• ~研町叩9ら恥i涅炭 L .J'うI:::..するも心•ある．
革唸令却I：：よる非政袖le.1 現世サヴ邸｀年わコ｀‘とや文，却叫訊
嬢虻代測虹誡料として、喜思島哀 Sample ;:;ges suggestedage 14望ite* 230T闊ate Geography Stratigraphic Reference 

び‘南大魚畠で｀採坂 l i=現世サンゴ｀ CK-M1 年喘．（：霊吋訊ダ30. --—雰出；E F芯ば悶：記
知｀た法，寧下知·すで 1= 昇代貴） 19681 kika;-jima offSakam;ne 

N2723 Gon;astreS Late 3950+90 - 28ー18.6'N: Raised 定されている化石サンゴ幻用咋。 SP. Holocene - Kぼ胃；.:.;' Cocal Reef 

こ収ら左3 ヒめて．Ta.ble.11~示す。功 CK-19 四 sp. ば叫。cene - 4lO呼000 唸；6灼 Acaki Fo呻oo (b) 
k9ka;• jima 

や毘な四這物や衿し石（叩冴0- GH-3 竿哩旦喘1stocene 275呪2000-―唸i::：元 唸累霊。n
心）れら方醗石~ki恥追晶形 late >37800 ―—：ごごto-j ;maKaig叩bo
，，，旋イむU．場は本甲註与える原因 Hinam;ｷda;to-ji .. 

砒1 控旦早 Sp. Pleistocene 131 ー 16.0'E Fom3tion (cl 

となるt→ぅ夜色ャ虔賃左侵けて l 1 な (:)閂；ば． V;：：：；げ°ぶ：言。n i shi and A．伽ura. Ge09raphical Rev. of Ja pan 旦 109 (1978) 
し川嘉朽が濱知哀l1 了うし石の都分迄 {:: : ：：：：：芯＇: :ごご二゜yN；：ご図。p;:csこ霊di nt匹。cco::;anre：し：~·· ｣ 109 (1974) 

注意茨＜応9ぬむ心重雲でがる。これな 9\>マーこU珀粒大うで｀店き．メ I fy製含BKで｀~/00メッシュ
瞑パ分末に l t~後．で力左胃収．わ叫出が円盤状日恥．サラ＞ラ.,,7゜で包汁．さらに葺哨リエ牡L
ン峰疇入 LZ.o囃鄭呻匹～603-）と L "f=。痩り良は．ー訟—咋松••足pb-ユ4Bふ放射凸吠‘
如後、南 lb叶ug"がなII洲，雀酌枷g.—涯鰍蹟叶分であがと吠｀わt＼っ私
認細中に細砂平釉ァ一，｀u.蜘紐迂'100,-.苦9歌←IOO
ヤ叫該と予想さ知．Y練J定1=g．欽鉛，複這｛醍棄銅左可いて＋叩瀑緞立施 l知砂）
紐窟(8ぶ4相対疇16沿駆＇高約隻金LEPS（必叫仇が/o~t)左用咋。ーに口2禅ヘ
砂）により， ⇒鳴（傘，d迄知7)ma...214＆・（んがI之0,1 7ヽ4ke刀ポ知r練土，函 l;;J:.LEPS ば
＇）．ユ叫Th(ヽ3,93 極加＼ら °'r釦到定によリ定量 L担コれら検公去に対す凶検哉袖圭a、巫以
用日3.KQ哀‘Na伐莉末l：：一定量が証，I可〇ある 9, g．双和度既知が汚＝ナイト左加え咋氏

：：あらがずひさ・さくうりじろう・こに L サんじ・さ力＼のうえ3 さのぶ‘
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L "Is蕨癒ふ非ぢTl, 1：：：よ泣輝国．線源内で｀の自己 GH-3 Ge(Li)SPECTRUM 

吸虹鳩L這砂Cf)3紛末にむ0吐加え乙形状， 10] < 05;;cĥ 2577min 

淑渡，噴量噸収振知＼｀サンゴ試知,~ぽ耳ーとなる楼謎→ 9 :g — 
畏 10, l ，邑

”四叫績‘口求咋。サンゴ却バ簾粛知．ぎ
叩呵砕．得ら炸邸），LEF叶。2~

スや7Hし＾虹西．i，.z. I＝烈ぼ’れ示す。ズペ 7 卜1し餅 8
析 l=.:l烙ヒ°-7の面積紺渇知雌滋切な~I. 10 1 

立和胚噂Q量お知，己紺咋比虹玩道叫。 。 100 200 300 400 500 600 

阜知恥年I=d．寧Th，咬知祠期濃▲Fi 8•1 ENERGY (keV) 

食配びm／咬如初期値江tく見積~I必雲沢‘秘． • Fi3`2 
均、3i心切咬比臼虹l,I5（紺＊中～吹 800| GH-:2k悶／悶寄：竺
比）とば、べ°Th／⇒，咋た豆吠暉直狂珪褐 号！
合→°Th 、咬幻の生長曲練た示す。こ心吋砂叫三図 600
現世屯請嗣の分析(~対 116Tl,1)大村 l17幻徒果:t,\ g 
炉吋／汽恥加輝としては．～ao／げ＇＇，非． 『00
呵昭吹応洵蝉も現世曲c砂1"Hoo～評 8 200 
遣が．QOIげ'1四ば紅と兎えら四。これら＾初
雌t用い L虹た非磁釦バ剰知紐も「必2. ol'.'.:".: 

20 40 60 80 100 

豆す。：：：J麦がらわ1J＼るように N2723JCK-n, ENERGY (kev) 

卵ー／は．文法，巫咄却値と譲嗅遼囲こ‘｀ー攻 L t mFig.3 
が｝、叫3については． 14c..芸ぶ）はがかに古 II信と

な，t=。磁樽的には糾l 辺H-3 l'J:．同一層可昂＼て i 
か）． Yf'J知値伏‘紅と思が収る。 : 
知進果Y測定に砕知サンゴ｀吋滋藁田代］

測定はナ分実用桂ボ＇あらヒ差えらUる。試料＾叙1L 奇 10
理は肴茄頃輝命印｀但十で｀ふく，十加磨綬＼杞刻 ｧ 
蟷匂印 9 れば心夕甘で 9誠料刃懃J定仇｀できる 自 I
紅廿要蒟醐令ケらく，再現性も良ヽ l 。なた、化学 出
処理t-切行もって I I か I ため．試料ん化学変イbも
な＜，非破歳預掟後，佗4頑もにもぷば使用でき
るb と， 9ク＜＾利点状、ある。

23叶h -----

226Ra — 
INITIAL CON'.llTIONS 

ら A(•l•mJ Bw.m) 

1 1.15 1.5 — 
2 1.15 o.o -

3 1.15 1.5 1.5 

4 1.15 1.5 o.o j 

sn-
9

0

 

9

0

 

0

0

 

ぉ
2
9

9

 

5

6

 

1 け
SAMPLE AGE (year) 

T~ble.2. 2“知—.2元与代

105 

LI). k:.に訊心ュ ad H．凶o匹， 8c戊ep. K叩o.~IIIQ. Ul'liV. 
11-ll C l'T6 T) 

0)A 、 0...um., T~ns. 科oc.P... lc,.eo"t,:Soc:., Jo..!'0-,n, N,S 
l~t,ンTI(.l'i76)

Q).W.s.Hoo心如nd s,._riahrns四叫ノEP、 B.L.
Ii. 18-7 (t'f7ユ）

sample Heilht 238U 226Ra 226RaI238U Est9mated A如
(9 (ppm) (dpm/g) (dpm/g) 惜芯研tio ('10'y) 

CK-Ml 42.8 3.66;0.18 2.69;0.12 0.037!0.014 l.4;0.6 

N2723 49.2 2.8牡0.15 2.05;0. ll 0.079ざ0.012,.,,o., 4.2;0.8 

CK-19 48.s 2.64;o. l3 1.94;0.o, o.m;o.041 40. 1;2.a 48; s 

GH-3 37. l 2. 71 ;o. 22 l. 99t0. 1 6 1. 42 ;o. 09 7l. 3t5. 8 l l o ; 1 4 

GH-l 54.o 3. 14;o. l2 2.3l;o. l2 l. 61 ;o.04 69.7;4. 0 105 t l l 
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2A05 公opb 呟によゐ堆樟速度末足におげる問姐戻

文放祈 0 危 知尻余茉笈呈fK□璃

l.はじ‘めに 昨年本大公におりて／大隊、産の堆肴、物 1<クし）ては 2喝?t-- Iこより衷尋知の堆

諌羞度芝旦おめるこ'C-p豆‘ぎる甕諏訪瑚の碓隷物にフい-Z. {げ喝の令ぶ昼 l註表面祓
の知1::./召古偽なし/morb 芳、により哨浪況度立亙移おめゐミと P‘‘’ 乙→t m) ことと報告した。

今 1E 屯Jk 島ぅ男おぷ(j,.‘‘か埼叩呵いい生比裏面誇、1 % fe／乞 k' Ct;.,、 Cr碕肩養

の採度茨化を／ま氏諏拉吼
水長兎，不砥苅i:::..お IT i埠複物

の比裏洵稼の要 Atの及因旦訓べ：
、{.し1,. :UOPJ,な肩登.t. t:t.兎 I昏莉/-.::.

より精jJi:..したの 5堆蹟正度戸お
め 1 4"！と 1号ることか｀尤‘ミ巨<l)
t'報告する．

z. 匹杓な栢虻乾窟佗牛へめ

各の堆翠物を 70 ラス 7 ック名掻

に莉わ年(Lt)孜久抽（Iり叶 x

女／2 1/11t1t1）た用いて r投スペ？ト

1しと刹足し必，f- keV の充雹ピー

クかう2/6秒含ぷそtむぁ圧． 9k

島寇の卓森、靭にあ＇午 3 21()rb 含屑

tの茉度咬仁乏肉. 1 f).印 2‘

示す．低レ坦径か令キ心しJI
\1 てし）る。2.(哨い合有をは拓註瑚

1ておげると同点→戻度,:::.打レて柑

虹玖的后殻ケ芝寸べず‘ID へ匹四

の釆さ尤‘ガ初し-Z.. ¥l?., •不埼或の

喝なも IS ～加瓜の采ミで‘‘呼加を牙、

した．

3. 比表由祓乾度誉えへ 6 系の

祓~l~ フいて悠逗望素が7，咲峯戎、

により比忍面栽む剰定した． 2k 且

者 1之あI It~比表面諫の釆度知t乏

屑・えにか）て●年で‘1r、している
p¥¥IlD ～江｀況の条ミ尤ボ芝＼）復と庁、

めぐ牙 P‘ ずこ／ さかのうえ
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し， また／み函瑚におりてもば＾ 20 洲の来ミ Z‘次乏ヽ 1他と示した．

4. M'11..1 C1- fl含府星 阜知望登 I 3 の試呼 1之フし） 7.孜み吸況か右により珈，位冦硫肩
登 E 姻べ1 に．水島逢の地打、令り 1くふIJt 9 珈I/)合有をtf)表度和迂呵•又 I之かし）て 0 ~ -i＼＼子、

す． M入かな麻そは比広釦むよ＼）桔 I利乙点し／ー丸＆の含杵生 l口比ゑ雨莉、サ｀心ヽ＼券、
之 1::. 印＼） 1 Il ）ミく T1 る ~I,ol 芝名しtt.. 15 

!;".石莱）長み↑今屠生 堆衰物の比叉面莉、の羨化ロ
パ且 a釘‘る反めにA採今布戎 l之よ 7 (_令肩鉱牛b.g

げば文化と爺べ＼ k. ¥J ~'｀い狡将につい 1 もネz戻戸o
ぃI Iヽロ 4 サ 1 r Tチ幻‘のヒ° ／クか｀、あさう P‘I／噸認め団

ゃ

ぅ八／み屁ゑみが含府-t 1i該屠厄知イt:.乙寸）した。 •且
諏釦硲堆莉籾 1這 Ifるみ長衷る心バぃ采度知t.ど
と向. 3 I-::.1列吊すゐ．厄戻n 令店をか、パ＜倭石のg 5 

令凋易炉‘\11 さロバ泣忠 1面我が｀尺そ勺;j: --, 7 ¥ I {l 0 ・；

屡る 1ずみ莱 lこ比I\'/.,-z. Iし4ヒ文い昂＜阜＜妙ち化し凡化． h
c: 

の痰ん応工喰ず If長みか令麻長か｀＼l心くみ表か含洞裳
口゜

易ゅ‘‘［さく杵る。 /{l..., 丸み美の合冴をザ沢t ¥ l 堆 8 ｰ 
礼物はさ釦 P‘ ＼心埠の口遠 P‘冷今比忍向祝＃｀大さ＼）
と差えうかる．位の合有生ヤ‘下、さ＼）系度-z.‘‘lょゑみ
(/)な有を P‘‘' 下さく／ゑる l之よる伍＃｀、力ぃことか‘‘わ

o Quartz 

• Felds par 

o P、
‘、 I 'o_
°‘o、

、o，

0
ー

I
 9
0
,
 

かる．

6. 准汀、止度諏注瑚准棘杓 1:::. 内げる加rb If\念有

5 10 15 20 25 
Depth in core (cm) 
Fig. 3 

0.39 cm/year 

g 
昼 Iよ 20 況》／忍、尤を麻、た哨加乏了I ~ V.、め'S2.0況以 目

応ク＼＼ス珂4 l::. I，戸うに比い滋あにりの Nい
呵叫這ぃ這渇呈度。13？況／戸こむめた．
20 兄以系 1つ和 99 (,.lず比忍涌蒋、平牙あ T2 yの地pb

釘珂•4 d)●午かf）すよう (<o,3f況／戸の五
釦よく遣した．比克面穣の乎え古リの呼b の

釦比いがリビ哨が知伶致芍 3 のは如

疇 1-c:.あ＼＼＼て比急釦萩這知枷の合在曼も尺

芝 <.r1 イ在にめと形乏うパ・百/ c1) 0~ 尤‘子、

すように＊且遠／←ついても仄鬼面衷考')の却fb ｢> 

年 l和）四訊立て公ぁ瓦

7. 輝虹／呵 10:水印において也I＜泥浚L 水祗 l勺！すると芳乙う.f"--Z. ¥ I 臼‘‘1 か国
の烹験,~iり，噸！了エ遠怜いや水釦豆ンザン年｀と知吋暑口と乃£うれた．呵る
知より埠釦以と砂 3 心ノコ哨かな府景にイ 9\ z,M爪＾参肩そ乏"(.,.たう乙む｀比
＂祁、で稼幻 3 こと u消t泉文ct\.tit.. 
＊＂／丸恥知傘9、物匂紅し戸 3 心釘 Kdi ¾--1収ヱ炭夜に／ま"K-,諫呟知
訊初四見杖し 1 千之つヤーも広展大7ド国研 01 112 打を？禾代‘戸房＜臥謝裂しま芍． をし-z., X 
弘釦tr I吋隅しイ尺立と（づ P' って下さ｛た大放る”'国扁的に術をと名します。
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10. 15~ 20 25 
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2A06 パ‘ンビン合阪 l注る C ーは年代測定

（金天又・理） 戻J:.正危五十怠一蘊促幕充-} 0島函も角

C ~ 14.年代紐邸あいて、従来史的に 1ぶ、国坐虔桑が、さら 1こ近来 1J.わガ｀国遠，
比例計敬麿による））｀ス対剣広が）月いられにさに。 L かし、試‘料J>‘らへ‘｀ン E ン b令濱し．浚
体シンチレーション計卦りと行うえ去 IJ、小砲燈こ，＂ぃ C-14-6..測危免 l注炉遺もことが
rｷ:r ([、 H6 約 l叫が訊立虹ふ伽 l ぢi 5Tいこ相習
取‘)玲いい紅」 2‘‘ 、危）ゞ辺グうらこ／ド滋沐ン
ンラしーション垂淀巖遠硲匡浩，こさ／汀翌呆枇，の

ある広玄もある。ただし、本ま Iこ 13 ，合阪迭と
そ0')収年：：臆懸もあるが｀、一 s耳よ ‘),Ii沢又

低レベル泣肘箪庚陰泥證ざ，：：：丸らの愈討と始
の、殺社ふこヽ・に、度遊遜に、ついこ Iる，かはりの

試料 I::. -)いての耳代も直心行「る，tの C`• 報保 3

,i. 

1 、f\こ心‘ン令欣妓渥と令澤法； Fぅ． 1 I こ

示す装坦と設這 L, FL9• 2 0 謎鯰這く、へ‘‘ 国 1 APPARATUS FOR BENZENE SYNTHESIS 

ンヒ‘こ心令紅ょ。現社芍こ‘‘I3 、し⑪らい心

秘の月破、サン疇と屏滋‘沿と L to:.が、木材遠 (, -¥-02 →し02

1こついこ I~' 癌逹泡庄低の器染 LOり‘ら玉海 1 こ (I) しLO迂 Huo4(orH正po4) → CO2

叫心絡との令臥‘と甜~\L C.いか (I)a 2. CO戸 IOU → L心ート4- Lい）

2 ，収恥廷(J\ r::.ふ心知和楚討；邸0シ（［） b 臣C2 i- 2H20 →らH2-+2LLOl-1 

から CO2 砲 l主の投工りこ酸と吊いるt.，輝（皿） 3C2凡→しH6

胞のりンむ）レシらムが、庄ふ‘し｀克分はC.伍 FLs.2 Reo.cti.onProcass 如込四匂池蜘S

紅t'9°））,..,.¢のこ‘｀，戯謳東途と lB I.,ヽ，因， 3 Yield(ｾ) 

透細）に永すように急収卒 5麟 L1房 ~.;.,1,星°°
) I::.~ i. r::.. ぷた， L伽→Lし2. Lとの咀慕こ｀、も＇I年：竺B心ご：：。ふ；゜』0:: 701 

収午心旦得た。コら 1こ困渚(lII) の且応、バ込 Y i e↓思°Io)

摩る、鉦蒻V2 ぷ（ NH40H 釦羞1こ VzO i, l 癌臀，＇皿9皿 80
了しミ） Neo如d DIこ必挙）の赤虹）とと<l)土枇如匹

ぃ条件（湊径I和と '.?>00 ゜し迦釦紐愁）が｀易 60 

噛·すふ． これらの結果、 509 CoCOら万ら少tる

くとt. C出パぶt以J:. (ll込年 ?>•!.l丈上）と扁保

A Io aaoclave 
B benzene Irap 
c caIaI"i c9umn 
M manomeI“ 
T'T, cold 9ra ps9H,0.い出）

紅 cold 9rapsICO,.c西）
Ts cold t,ap 1...“) 
G to rotational Maeleod ga,,e 
V io vacuum pump 
L'eak cock 

,
J

n
 

3
6

ー

m

o

g

H

m

e

a

 

r
o
a
C
5
0
6

り
S
J

l
M

,
F
C
.
c
m
6
5
 

I

_

 

2
 

H
 
2
 
c
 
6
 

• ‘‘l 

2

H

 

C

6

 

2
 

i

c
 

L
 
メ
→
』

2

2

H

 

0

2

 

c

c

 

(g 

4
 

均.3 Che心o.l Yields 如or Eoch 衿o⇔ss

さ P‘ のうえ ささのぶ‘いがらし か 9‘ぷ‘ tとう まここ しきざ'3 か"') LI-こ
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L 悔るように「る, 1:::. 。

3'~J定力法知比較；シン十しーターとしこ IJ'告あ心麟ャシレンt;'oo ml に岸 I

尭険 b叩I-P邸見｝算 2峠咋B00.5，い企か L E:.も(I) ii. I和 L＼に。尭Iい，賽｝り

らム 20ml) 、ヽ．'f l'Jし 1 こ，令阪 C1, Hi::（い bml) と、シンナレーう一病淡と加え，令堆 20ml と L E 

い， S EI3 、 50mm o 辺這担知·心巧非放計）店I\い注｀ン］10ml とシ号 L う
ー惑疲船叫と加えこ澄1 足 LE:.。登リ定逹皇 1こ 1ぶ，食為＾遜令，J, Al。b LSC. -釦0 （充粒い
豆 It) L f:..げ l池 IJ,年I' ゞ 1 了J心‘.Alaka Us-1 （涵杵荀廓）） Al如 LSC- 匂 1 （金文丈．

印こ）韮J南し l:'o B. 6-．心， ~1J, IO、 I' 認，

29.1 守）途繹年屯店廃． LEFon(S／t)
心，佐1J..、 120, 2411 叫とは '1 Alo知 Ll~-1 欠
Iごよら舟J定 F‘扇迅「さのて‘'、 こも 1こ＆ I\ 何ィ這］ 1.0 

走と行？に。 b あ｀，シン-;- L -う-- 1 こ．ブ II Z 。.5
0, 7 

l3 ，疇0 d\入釘·叫粒＾ Fめ、あらた 1こ））叩 1- 芯
西DA 斗＆茫億l:::. L, I-/LL ン塾綽 n いt,. 0.2 
便I市 LIさ．。 これ l ぷ，｝、:·--r y Jし力 'I 光砲梱小蘭

も迂 Il 足yl- p砂Q褪先殺辰 (3&7nm I:::. t°ガ） 2000 
介よう厄応い長飴1 こヽ、ヒ讚違率 Iぶ，より長淡

輝J (叫0~赤加戸とや1'Ylm) と這 rる＜ F屯知dEsti～曲や·
叫邸而知os 4 So呻QS や NSS .sto心d

l;j.り，悌 2 麟へ紅豆磨と LT.;. いと方之Tこ D‘ NAKAKUMA 

うとし’みる。 g W ｧ ―`|ター翡 } mi ｧ 
NB3Sシ年：：こ｀｀の｀湿 4し□□□］：
這釦住。試料とし<'.. I弔い｀“＂”(1\

恥mpl廷今 G叫シ血曲
会吐，と採取さい r::../21::'..Jo 1)ン汎‘｀試‘凩ふ‘よ応｀寺お玲 図．ぢ知叫蛉し叫·;。ns

的 1遠き南 bl輝海t!ilq ~釦心脊取LE1 シが1, ヤ
マトシシ•ミほと.J:. 1, -1埠｀したCt,Hヽぃ比泣駐低1.. NBS様半

心紅滋と比波LT:::比か、巨，， 4 こばぶる。こ科うに

L 這紅駅へうち，桑鱈試知う万中筵遠1滋炉I
採ふ豆も心痣挽と、 1証油澤直鱈碍 Iこ，厨・ 日本濤
r;-I泣、す。月喉戟料吋紐場所専こ均、し）這、可。区」
用訂載qい I；；、試料知サ＆ o、 IN HCQこ‘•汲面如理（も
I~％滋澄） LEもの a 、匁流 Ll. t lhが s I\"ここンと

令阪 L E:.。 3試 Iこフいこ＾屈代13 ，シンナしーう一と
麦ぇ r遺食t令あい豆‘‘収も伶00~4400 母（い茶統計m涅f
によら源字偏担硲が／。）枯伶とほ 'I~ ち桧 8う'::.砲蝙品か＇ •1滋西， bsの神こ

し叫so← A心o~蕊qI

訂鯰されい酎豆·ふ口譴如函代t. LC名巷ぐふ） E. ―方、田島餐部につい 2,i，釦斗
1こよ＇直液坪代が、 Iぶらっくにあ「口ぶ破討配辱すよ口ととは，に。

ー入t
A=A。e --• t ＝麟伽ム0.693.. A 

t2侶'7 }-16 Lー！言凡仇―召，；t鵡

` 
L-2 ヒ8 日 5 L-25 

ヒJ O
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BP Year 
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•99 算吠見

．！毘，J“必田査

影炉IBl ヤマト紅在）
弥皇式1紅期土器1
咋以知雌1l虹

•9 以·年を見
•9 99 年沿晶珂査
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2A07 琥蔽バリウムによる Th の共沈

(9里~)ofi-輝子
(Dar冨st山エ斜大学） K.H. Lie se-,. 

蕊SO必t Srや応とばかりてはなく，
枝々の陽イオン滋イオンと茨叱すること~ 100 
が知られている。このことは、すてに排水。
処理などにJ誼されているが未rらお泥．~ I+ 砥頂らかてはない。＿、こて l` J B叫•; | ｢ 
l ：よる丁んの井淀に関して褐られf：知見な 層 50
殺告する。
訟S04 のつくり如iつぎのようてある。 ｧ 

］。

. . . 

General Procedure of Coprecipitation 

30 ml of dil. H2SO/Th4+, K行

0.485% B 

for 1 min. 
0.485席 Ba(N03)2

for 30 min. 
ion 

100 

Filtrate Preci pi ta te 

hing with 0.5% H2so4 

ing !dissolution in DTPA soln. ~ 

counting of rad i oac ti vity五

包 50

I) Th共燐心泊2SO4ぅ農度の影響 ｧ 

団 l に示すように，7.5"N H2SO蒻‘ら 1 , 

J OO ％の丁h が共沈するが， HzSO牛汲度が［
似くなるに従い/ Th.の北鴎埼‘f径下す~. 。
以後の実験1ま、すべて 1,5N H2so4 で行 。 103 

われに。 Con en, of K2so4(mole/l) 

2) Th.痴頑：心の知sol./.シ農度の影惇 Fig.2 Effect of牙o4 on the Yield of Th 

1. 5'N H2S04 I こ K:i.S釦を加えていくと／図 2/ ：：寸、すように Thの共ぅむ半が増加する。
3) Th 知輝へのTh濃度の影増 (K2SO必 57. 4 仇仇Ii1、/L)
丁如農度が o,09 つ四ル/.f.；メ下で 1工 I Th l1/00 ％去洸するが／ Th濃度が高くなると
急速に知糾嗜低下す入しれ L Th.(J)絶対量1a,1余々に増加する。

-3 Th: 4.6xl0 ~ mmole/l 
K2so 4: 0 mmo le/l 

゜
2
 

,
4
 

,
6
 

8
 

Fig. 1 Concn. of H2so4(N) 

Effect of the Concn. of H2so4 on the Yield of Th 

,
.
I
 

♦
 

. .. . 

-3 
Th:4.6xl0 "nrnole/1 
H2so4:l.5 N 

あんべ しずこ
冬評静子 1 kH. Lieser 
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4-) Kお雌への応SO必農度⑰影饗 矛
|)立 3) まては丁hの成1こついて辿べたか笠

• ~ 0.2 

Kの共和弟も K改年農度が増大するに従ぃ且
゜約する岱椒揖Iま増加する， 呈

5) K叙碑へのThぅ農戻成響 :0.1 

麟：示すように噂蛙lJTん；農笈噌§
ｷ:;_ 

すと高くなる。 2)'\..5) の結果よt) !h以 ｷg • 
羹虚疇証が見らい。ぜこて，§ : 
認中(/)k扉（モルレと）に針する／夫淀l 。 。 .l 0.2 0.3 0.4 

紐／Thの I角知卑に示した。葉夜中の Co~cn. of Th（叩ole/1)
k／在が 30 "v夕0 0 の領成て/J BCl.,SOq. Fig.3 Influence of Th Concentration on the Yield of K 

中(/) k／丁h がほば 2 となっている． 塁マ
6) K と在の絃晶内鐸 40 

恥04-の結晶内部て•`K と Th.がどのように：
妍しているかも締晶を絞階的に輝して名
応·疇螂：：訂． Kl嬌恥表面芦 20

1霜霊只犀塁ぶ叩：、ば。一 ~,L—―…,~·
加ま柿晶磯血L..て｀、裁少しているが I K と ゜。 ~103 104 ,。5
囀I円国的ー1沿孔Th／認叩
o, /6 である。これより結晶内祁で 1＜／丁h：：：Z Fig.4 Correlation between K/Th in Baso4 and in Solution 
図｝紐滑、たれている。
/7) 粉未心細Jわ結果 。
K と丁h を公 l て＂倉む恥S04 の X練且
揺も行った。次のことか珈訊た。 き。． 41 ・
i)純粋な訟SOq.と比絞 L て国榊紐｀ 工
訊l：：シフト． o寸。． 2

.E 

ii)新し峨箪螂別さいない。 薗
輝折線が7`‘b ード こ
iV)“oo f)¢て｀｀ 6 時）笥加食Al f：：ら、倦隣にな為 °。
った• X線l珀噂料リ，向 Kil 点
恥を訊して混晶幻くっている這j Fig.5 Distribution of K and Th in Baso4 
えられる。.it滉位格子が小さくなってI-
いるが，イオン半位のJ}、さい花が距区置援してい 3ためと秀えられる。 K と Tんが，
蝠内て．、ほぼ肉づ：：;i, ~ I で分和して 1ヽることから）次のように

ぇ応＋ 丁h4-+ = 3B必十
k 塘弓と Th l 原子が3原弓の屁を覆掟し混晶となっているものと秀えられる。

. . . 

. 
. 

K/Th(mole ratio) in Solution 

...... ...... 

.. 
•• 
.. .. .. •.... .. .. 

• :918aso4 

... :Th/99SO4 

..... • 
...•.. •,. 

•... ^ 
.. 

25 50 ~75 100 

Dissolved BaSO 4 は）

-61 -



2A08 N卜 (Ill) の言周製に古け;;3 N炉農危の影増

（東少t大・エ） 井j::.桑・オ万山修• O篠原、伸夭

（ふ着言） 酸怯水藩峨中で‘の NP(Ill) の蛸装 1さ、 マクロ量（ '-3?Np )1::. ついてtこ白盆、思似媒、

下での水素邁元ゃ庵陥譴元和::.より可能で｀碕るととが、吸光光度亥C より確認されもI る
／）え）

介｀‘\卜しーサ一量（叩f)につしヽてば怠；這釦石ると考えられてし＼ろ。 ヽこで‘し3 、
TTA によるぅ熔囃抽釦広をもちし、 1 Np(999)l!. Np CIV) な紅Il する：：：とによリ、白位畏細媒下で＇

の水素還元により Np(ltl) カヽ｀孤製て99 きるが'l''うがを、過塩素蒙酸釦磨和中で、炉壌知
IO-3 から 10-i5M 令<..''"/恥欠食 4しさせて知がた。との社泉、 Np (lfl)が‘'祖版する剖知、叩壌
霞↓滋しく飲在することか｀、明らがとなった。

（泉疏） N戸、 10-3M じい上のラ晨丸範囲て’'(a 初NpCI)叶左胤ヽ、と砂放射記を戎浪．する
しとによ 1) 、これ以下臀巖度範国て‘‘(8arNp IC トレーサーとして ~Npを加えて用ヽヽ、t 3 

直軒徒紅直す知とによげ、）分邸四嗚を窯戯し 1こ。水条逢企？碍抽似装置り褪唸屯
図 1 （：：示す。

(K店果、角寮、）

炉叫 (111) ^ "し中＂蜂(::.ょ 3 醍化速食
叫p (2.2 XIO-3M) た 0れ廷）し、ヤで‘)ド索還

い、光複去（こよ!) 3 筋を喧柊してこのち、と
直魂諄気中（：：さらし1..、その咳、り又スI\. ? 
1-)しの料間変必な韻A‘｀在。図 2. ::.1/1食i果、
-d[N四／ょt=d..ENp勺／d.t：：：：紅炉J

也； 6.8 XIO-3 叫H.-I 

該り、 Np(UI) (3並気心径めて不迦知·ぁ
るとし力9｀｀わかっ Tこ。

如p<191,IV) :)TTAキ虹俎
記只滋徴りど叫P"' 釘記比は、釦曲綿

((:. 5r,すように ‘.,.TA壌度のほぼ｀4求（二依存
し、 TTA"'>噂食が 0.S H -?l I':.さの抽臥叔ぶ
ほぼ｀ 100 ~ 1.:渇る。一方、 (O-3 M の Np (!99) Ia 

砧M り TTA によって全く柚似されない。従っ
て、年表（こかて N呼(9) とNp(IV)a "りが可能

H2 

" 
ペ
ペや

公
'

/ 

? 

Teflon cock 

図 1 、装置

這元吟間 I k.fl虹酎炉0砥n

いのうえやすし・どちやき おさむ• しのばら のぶお
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で＇奇~.

白食黒他媒下tI
-6 ヽ

遅元 L た \_.6 2.X 10 

H "ネ 7゜、'/;:..ウム

”it比しa 、同団
曲線®咳 T よう

な 1TA~農復依在悌
t示す。 Nr(.Ill) ぼ、

環復か‘'(もムても、

ゅ斗げ湯乍と同じ＇

いは紅されず‘、
5 XId 

わ、水相 9::.,a o 20 40 60 

NpltU) し半IV}の叶 TIme, min 

”作すると考え 図 2 Np(llt)の吸光れ趾悶食 4ti
て、こ叶匂卜よ＇）仁知·ッニウ因壊允に対
戸 Np (.Ill) い討合釘糾蔦了 3 ヒ、衣 1,') ~ 
ぅ卜なる。これより、 Npon) 士紋率 I逗 93‘`
す 1T肛蝕刃．渭屈、茄々 10 ゜んに可さ‘‘す'‘、
98 ほ‘‘紐L 'l.さしつかえ知9 と考えられ3。

SX16i 

.
a
3
6

q
」0
5
q
v

A111 

入＝786
nm 

E=44 

80 

3
 

2
 

0

1

 

0
6
0
-

-2 
-1.s 

夜 I.

/ 
-1.0 -0.5 
log(TTA1 

団 3 ①塙叫':'_V)·TT~袖也
Ctt血ばI=IM, t和Sと．＝2xlD•2日

゜

② Np(IU)釦＆索咲imTTA
噴祖渇嗜 [Np)=1.、2

XIo""'M 

Np(lIl)" 生命索

(TTA), M 0.5 0.4 0.2 0.1 

Np (III) 生広辛，％

(Np(IIJ)) 

(Np(III))+(Np(IV)1+[Np(IV)J.. 

(Np]:;J,62 XI 0-6 M 

56 67 

0.05 

61 68 50 

®Np<IIl) 豆餃仔紐‘、か Npぅ農祖＂＂
Npぅ農祖も 10― ~ICーIS い隕て｀＇食化さ也

互む、狛れをが代いて、 Np祖枚苓し心
た紅足を 1印 1;:.示す。この図から、 Np(UI)

ヵ＼‘｀生じ 3 冑位：ぼ、哨らかに Np濃複叫紐 L 、
Np壌れが‘~~ l.な 3 （こつれてくんですることが

”‘ろ．すなわち、水素還元玖 1::. よが Np(JII9
”郷.t I Np~農況分1‘‘IO-3H LII-,J::.で｀！滋澄
的に行〇いうJヵ＼‘`、それ以下幻怠霞 I：恥ヽ
ては壌食が森戸 3(C つれて困難いな 1 、
トしーサー量で,~↓gヒしし＂不可能でいと
言え 3 。
（文献）

1) R.Sjob\。い咄」了、C.、 H\uふ、｀n ，

了．Am心に． SoC,．，吐， 1rr4s- qq1;1) 

J.1>叫如s o.."1 M ．如ぶぶ， R叫ock池送 Ac.1o.，?d.. ! 2/(./ qり4)
紅‘如山、環島，記 1 国放射 ll'.'.,摩討論雌噸予縞焦 I B 17 (1 '1ヮ 7)
YInoue, 0蝙T。こk、1^-- s．恥叫ヽ叫，芯rn ．了． Af'l'\, lZ叫ぶヽch oぃA 1'.iO叫名,"'pvest 
Y.lIIOI\C,0．知kヽ 1＾一応J.. N. Sk.,11oho.v-o.. 1 Teふ叫吋1Repo巾，Tohoku U心， ~(2)函(Im)
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2A09 ガアリコートと丁TA をもかるキ7゜ヅニワム (V)
叩捨楳抽出

（紅大・エ） 廿J::秦， oi加栃．）＼、団懃

曰 1') ニウいの五釦，昂茂忠な芥 7゜ッニヴ
レの原．各畔厨＇•ある Iiガリずなく，釦釦アク

ゃ卜‘元青0,うちて｀｀嘉も守足ゼ｀あるという返 ·l,
A遺的遭昧采いものてある。印釦アク今ニド‘
13 位 lZ非蘭：： 1噸出されにくいとされてJi·') J 
Np (V) の牢紐出（こついてもあま＇）報告されてい
T5 し‘。我々 1;} I 最進袖比剤とし這目てれt,, 5 
碍r 1\,.- キ I\..-1 ン毛;:;;.ウム堆心；丁 TA と択にもち
いると Np(V) カ'.mtJ Iニオ咀出され 3 ことを見広した
のて．、ここに報告·する．

（輝） Np(V)Ia 亨伍がらミルキシク｀，f） t噂
た 239Npをタイ助／二詞製 2) して月 19 た。柚出 Id ふた
鳴げ中t犀厄を 1:1 として 3 0 J}痕とう LJ
露虹叙恥坑叩tょリ噴出した。JJfl級ダン
毛ニウム湛l3 ド｀ーダイトよ＇）賎入 L た力 7゜リコー
ト（トリ・れーオク--4- 1レ（ヌはテ＇•シル）メチルアシ

毛 Z ヴムクtlライド，瑶均分 3 曾： #I/. 2) (R(''R.) 

をそのままキシレシ z'希叙して用いた。非木痢怠）
によるガプ゜＇）コート含碁 I5 8 8.0/ z:,、あった。水
m p HI}兒意碩澤CHA) に適当にアこモニ
アを加えt訊紺加した。
（純屁）（ 1 ） 刀ブ゜リコートと TTA(HT) のオ且互
m ：キシレン乎／こ両産をと力‘し水刃とふ＇）まぜ｀
ると） キシし： ＃の丁 TA の紫外暖収ヌヘ°クト 1し
心プリコー 1度，p H, :t届邊鬼 l渇ってオ 1
図のよう l連:Jヒす 3 。 3¢7'11.況叩いい」tを解
和かい信を婦r- : 

叩。［げ］［ば］
bgKc.e= -t.36 :t o.10 ィ旦し伶：：：一 —— 

知］。［HT]。
[RT]。 EHA]2

[ogぬ＝ 2.1.t. 0.2 但し位＝了る面元豆元。

/,0 

0
。aヽ

a

 

l
l
i
t
凡

2

3

4

5

 

—

,r 

4

2

 

q

d
 

5
 

tRC(It • 
1 1,7 X 10―S ・
2 3.4XIOーら
3 5.1 • 1oｷS 
4 6.8 • 1oｷS 
ら 10.2 • /0 -5 

300 320 坪O 3,0 

茨長（?1.#t-)

}1 図 TTA"且収スペクトルに対する
”リコートぅ農崖の景り蜻
[Hガt =5.9xIO-9 [NaCl]二4.ox炉
pH !i.& (CHAlt = 1.ox10-a) 

3
 

゜叫 r”゜一→一o-
ヽ

] ］／゜
/ 

ッ／
-2 
2 If- 6 8 

pH 
先2OO Np(V)心配、pHの影曾

[HT]~ =/.o況 [RT炉8,81C t63
血Jt= 5x90-2 

いのうえ や寸し・ とらやま ぁ，了む•おだ‘ II fみ
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すなわちとく這ぃ塩灌度浅腹を行わない限，），

pHZ3 -c.''はほぼ虎董的に RT が＇藷しているとが
る：とが｀·tぎ 5 。

(2) Np(V) の輝lぷ戸？凡甑菱清應』影響：
叩斗図 1J f HI [RT]。J [HT]。のど幻‘一つを変粒 0 ｰ 
として Np(V）の分産を検討した甜見 z'、ある。イ且LRT ぷ
心疇祁易の RC .R.と少翡／ 0H 丁をキ：レンに
とがし） これと HT I；；汀豆過舒I ci') Na OH を合む水
花ぶ｝、＇）ませ＇’てキ：し項を偶噂用 L た。[。}1)

”H に対す 3 斐比 I~ 勾配 1 と 0 畜ゲの合成ょ') -2 

就乙お')、 Np幻ィオ:;,9 の臀荷を打和すうの I：：：， 一4
丁ーイオンが寄与 l て 1, 5 ことが推定て＂ぎ否。 また

与 D の均［嗅Iこ□ 3 密Jt:. 11 勾配 2"' 直線心
るのて‘24恥 RTガ＇菰出祠 Iこ含まれてい百と考える

ことがi'予る。 一方苑D のルg [HT]辺岨 I注す”
粒 Id 努jJ‘和閥屁｀ 1 以下の祖い叶郭と平坦ぇ
灯知印Jf'見られる， これ 11T―;jJ`" Np 02十を咽荷
紐し乙いる梃 1:, 1';" が嘉 1' 呼·に水祖叩の雑生
成が無視ガぎ厄くな這と思われるり , 
与9、 =2,89）勿忍＝548 0 
ィgし ¢n =LMTnl-IIJ/[M .. 1[T]n, Mt炸otぷ
ぬて Np (V) 謹匿3
D =[MT2RT]。 /[M+](1 +(8,[T-]沼2[T1う

として示すことがて＇でる．
(3) 鈴読；ガ 1° リ:'.I -卜のみ， TTA のみこ｀、の Np (V)

が雑紐 Iさ 10-2 以下て｀あ 5 jJ`8 ） この系 Iぁ著{.., lI 協
紐星名示して否＇リ、条件を島 lが｀/Yp (V) 1::.rすしこ -5 -2 

102 程度の｝雌紐を得ることか｀，t‘‘ぎる。 L ガ‘しなダ'. iog [HTJ玉ded.
ら、言式蓑虹這詞同があるの z‘' 、カプ）コート 料屈 Np(V) の分貌， TTA濃度(/)"
詞し丁丁 A を過豹I に用いる必勇があ，） （か場合 訳T]t =8.8x/0？ ［叫＝5,c/0-2
／こ／ふ RT 立‘によリ Tで農度が著(., <ィらく店 3 為））更 1 こ TTA 環度の増加 Id 水1丘’.(/)錯形戒‘
を梓う(/1 t`、、晨逍袖出知牛謬‘める際I~ 十がな芳遥が｀，必瑶t•ある．

ー

ー I

-3 -2 
均Z:RT]t

”図 Np(V)'>雌EJ RT濱序北響
[HT1t = 0,/0 
pH5.1 （［出J戸5x/o-ぅ
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2AIO 造抽出ぅ去 1.: よるオ＇・ロ＝ウム，，淘在状態に関すう凩f虎（くの.2)

（静閃大．巧） 。苓頑英史・和約iエ～ /I約

（町］ ふまて 1こすfロニウムの瘤在 1t稔 Iこっりて，遁塩素醜ぁ｀よが硝魏；溶液系につ
1）て研究してさた。 今国 lよ塩（C約落液条 1こついて，前回報告したようにジ‘子｀）‘‘ンの塩{c.

"滓液と用いて逆抽出法によ') 1t，0ロニウムの落呑状｀紐に開i 5 知見と得 3..::. とを目的と
する。 塩化物 4 オンは一線的'.::錯ff滋成貪とが高 1) ので，水藩沌中t``lむ加水分紺反応の IJ.力‘
にボ°ロニウムと塩<c物イオンこの反応E 丹んす 5 1中要がある。
（実験J ー克量の 21• p。 (3N H叫）を一定濃度のジテずン四塩（C戻素蒲液 (H2D., -CCl4)

で抽出し，加 0 ＝ウムの棟準涼滅g誰l娑 L た。 その 1 tJ_を稽々のpH直ともっ IO ,,J, dJ塩
lt:物 Kk麟（ IM (H.W CL) と分液 a ート中で一定時間 3、 IJ混せた。 最杓および紅配
平衡貨‘土代の有環·相からtOO yL を分取してその放射貪EE 規’1足 L 分配ct. l D) をぶめた．
水相＂イオン強良は悌 1.:. 一定になるように鋪梨 L, 分配平南成立復＂水桔についてpH を

痰 L た。 6 ぉ東験lこ用いた＊．祓荼．透具等,t栓力↑粍物を含まな ll ように注危．g払追．
（粒果と脊冑J

l1) 分配平命 1こ曾 '3 歓とう峙間—f辰とう樅｀と用りて実験を行な.,た o 水相が IM
HCL, IM (t-l.tik) C.L (pH s-. IO) 4> l) ずれにガ l) てt平南貨‘立 1こは 20?] どf l たのでl、AF 
〇喫験て 1よ版とう時間を 30 分とした。

(2) 肩微厨のジテ‘）.. },,ぅ良茂〇り配比に対するも『一fa,.1, Fi3•2 1こ斗られiよう／こ
IMHCl,IM(H.~叫(pH S-.lo) n 滓液 lこち＼ヽ 1, l,(Hk)吋＂ l吋 D に対する 70 ロット
は l) すれも碩2 2 の直秘廓今、にあ 3 ことかわかる。 ↓のことから抽がC.i乎稚 l.tいずれの
場合·tホ• Cl ：：：ウム原十とプテ｀／‘`ン 9t甚とか｀・ 1: 2 の合且阪‘£t:.ともっtd>であうここ 5 示（て
り a 。

＝＝＝ホ•ロニウL-\ Iよ (4 面か"2 僑古｀よが

6 価に比鞍レ守定であ 3 ので） 4 ｛而乙して

杓在 L て 1 ）ると芳えiれうので，木°ロニ松

の加水分埓反臼‘よび為(C.物イオン 1こよ 3
反やり平南 9よ， 4-'111-111 
炉t'Ill-出O t'II •CL―~ Po (OHki (CL)囀十憚ず
C表らこれ，またジ｀子＇）｀•項蜘成｀厄応・

Iょ，

Po(OH)祁 (Cl)"'4-囀ー"t 2 1-t R 呵） ＝＝ざ

ゑ£ B 知 (0叫(Cり…吋）＋ （2- 叩rrf()H+ + (in呵') CL―+(/)II -411') 出 0 となる（ただし償't炉2)
`20忙＝。・
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分政庄 lょ

D=K1-1.旦出
(H乎-'Ill十鰤'(UJ勺噸‘

（ここで：工三(Hり2-"”1(cm-“
(Po(OH)惰 (Cり"4如“) (HR)2 

吋
西辺対数をとって

叩＝ g吋島t山 (HR) 。1 t (J.-'111十惰')pH- t'YI-れ1年Cじ］

とな 3 。

であ,.

、

I
|
l
l

ー
‘

(3) 水象イオンぅ農危＂り画、立 1こ対 5 3§戎喝一—-f11. ~ Iこ稽々のpH 直~tつ IM( 1-1．駄） Cl
輝， IM (H仙） N 03 麟， 1M LH.Na)CLO千消if£て｀• 一定環たのオ＂ユニウムーグ｀テ ‘l``;/
輝 l.:7 l) て近掩］出＆行 h った場合q l?D d)没 (C £了、 L た。 紅軸I: t鬼 (C1りみ，窮肖蝦和‘•
ば l。1D -2 i。i (H R) 。り 5, i瑾針裏糸てば与0-h (1-1 R) 。りととったのは（逗届弄、
祐糸て 1J加＝ウムとジテ 1‘｀ンft甚か 1 : 1 て｀詐合）すへ｀てのp l十鉗自研‘にお 1 t 3 今西生：E
ーフのジ‘テ ‘l‘｀ン凜危だけて｀・11定すうことか1‘ 可能なたりて1；う。 為（C物糸ではャH< 3 
まて'`IJ今92 "煉 3 t tち、 ャ H > c;で IH虹 0 と 6 3. (r紅 1 ド丘るとgわれる範囲ば
pH 4 印いこ‘・＜狭瑾回であ 3 。 i F 硝諭示 l: cヒ転しり阪にが4、 3 く，分取曲稼か｀右
漬I Iこす＇成． 1 し） 3 。 Pl-fの直 U と.::. }で（tt届 (C 物＊1" It C.l-d)"り1•• あうわれてし1 3 } 1f̀I 
p H が高くん 3 と碩訥示浣ifいと日じく; q 

の分@z.,CC.とな 3 の 1” 、ホ° O Z ウムの加」直

紺及応が｀伶号であることがわり‘3 。

d) 蒻 (C物イオン；息度 0 釘知 1こ町｝ & 
芍—茂紐町であう． 柑々のャH
9直で‘l。1 (C じ） 1こ；＂ 3 ら D と 7•ロットし
て lm- m‘) 5 年‘め 3 。各 2 " pH t`‘ 
（勺―/)\')と 7’ ロ~/トして嗚（C 杓イオン dl
§'i脅 K 校i1 する．

（ぅ）磯）よ 1 p H 屯 (C lこよ ~ IH lH. r.Jo.)改

南液fにち‘,r ~和 n ユウ“^ i危＃な｀租＆未‘
める。

0 潰加 9也；'f 20 回放射（吋討訟 IA3 U'l 7ヽ）
。劾l1 他；茅 21 釘紺叫iT臆 3601 (9177) 
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2AI I ＄直）曇渥ぴ窃紋一 kふo, にょ這足

濯燻） 0神尻嘉用・者麟旗・鈴村豆・河腎祐一

[1) 緒言
知疇いり環年して舟 vヽ爆顧紆叩賢戸ノ（＇唸亨）で＇う
心）を棗虚立舶餞戸釣紅麒阜
い） ；了ン今匂濃似肛和繹蜃贔t応

息的によ苔⑭句(])—定愛化の

心） 5ぬい訊知ょ濃逗え藩幻
叩釦翠う）紅）勺心パ望
知沓こ応□ 哨繹幻年立炉

剛亨］豆虐知得巳
ト Vーガー芯よ叫； l疇(pro ce応ed 如t／疇）；n HCL) を Conc, H叶噂
藩遼もしが翠叩麟，これ E6MH虚浚砂祓匂怜たくわえて l恥た。冨
己詞との抽鯰賑祠＼、社判A は同1＝鐸囀）その他の武l汀沢畷翫
用いた

樟祖扉□渾： 7糸渭醗齊図ふ叩）さ麟出知コロ
ゥ碍）（＋嘱国）認が卯似洛凌I::. 札tt股を加い鱈蔑応した複遁紅濃農Ii)
l`6り羞汲{{)，／叫）も加え？当晋襄幻戸のい＼叶l::.. つ＼l 刃 0, g ~/,IJがH化力り扉
（三麟）疇応応麟祁［囀釦そ丸冷＇れシンtレーシ3 肴鱈

｀型肱澤繹） l;:` 
辺~t::~I- りノ炎i182:。ロゾ／ニニ

o ・＼ (A): Aqueous phase 
ゃ 4000

知も尻‘叩，也岳た喝レた : 。ロニ~ 6.0 8.0 

k叫］のが‘り＄亨）のが恥 K2C;2 ゜ 7 concn. (nx10-4N)---0.l ml 
ゃ。 F ig. l. ;it ;a~ i on Curve of *sb(III) 

かんは‘l うど奸紅・よしおかひろえ·すずきえっこ・砂吟ぅヽ、 5
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癖

｀褒：囮戸ぶ冨
渡て知囀につ＼噸
／その囀豆疇をレ只
輩和惰 2 に系すと的
J‘曲紘 (A）のtぅ嗅阻）t...-_ ::-

300門‘夜とき 1犀2、OMH比芯
叶、バ‘贄知認涙戸ぁも
る。釦疇叩）から／＆憚） と
｀］のとさば 0 、 6~laM廿孔
呻んV\戸1 :t. 5% iJ)官羨恥裔定
叫 3 とがわかふ輯泉(C)
から／露）が3、7Al(J)`
0、~~1,1 M鳳叫まいで中嘉
祠い囀知豆ことがわ
かる0 、かよう 12 £軍）丑心
》）洵這羨紅吠囮素度の

9芯い繋さく皐る：とがおか
心）成、い量嘉の
はい n l)1肌し愉氣i"あるこ
“わかつ伝
邁疇麟囀量叩
叩輝lこつ(I\ • 

叫呵2lこ；
300/U／を囮ヽ＼だ：
邪口賃心

闊言芦
幻＄b(` につ: :1叫0H閥
-+ /,OH li叫）八蔚っV\乙喝泉
？▽認。

ヵ碍堺渇網 S叩）匂溶
紅直匪）でぅ青定し認匂知，
訓€. 1 に示すとポ）で1夜洛。
士とめ：上評国知‘ら， Sb (m:) *Sn(lV)=20 mg, Sb(m)=3.7 ｵg, [H勺＝1. 0 N 

を冠五 K.2.&ュ 07漱（しす知 HCL投笈屈／灯前後が良好碕和柔戸とかわかつ疋。
1いわ多、高言含底＼‘た 0)1 Ol) の条件切粛足ざ疋 3 召ぇ 5 和た。

+5. 

(C) d 
(Bl 

(A) 
• -------------

{A) △-一 300 ｵg Sb 

-5.0 卜—-./-----------d------... ｷI (B) 0ー 30 ｵg Sb I | (C) ロー 3. 7ｵg sb 

叩 I I I I 
0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 

HCl concn. (M) 

Fig. 2. Effect of HCl and Sb(III) concn. 

咄」
0.6 

OI~、---------生..---------------...... -----------
C―←、

翠

［一5.0-------\-----~- ― ---}(-A-)---

山ー 10,0|--------―ーニ」叩二3::::
{C) 口 （ C) ロー 3. 7ｵg S 

゜

Fig. 3. 

0.2 0.4 0.6 0.8 1.0 
Fraction of HCl04 added 

Effect of HCl04 addition 

* 
Table 1. Titration of Sb(ill) in Presence of Sn(lV) 

HCl : HCl04 ratio 

l : 0 
l : 0 
l l : l 
11 : l 

Error f%) 

0
3
6
7
 

.. 

2
1
2
0
 

—+—+ 
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2Al2 8 PH A. 1こよる Sb(llI) の抽迅—一ー＆ふ伽ti s~正埓必氾わ必去
への適用およザ攪寛叙荏令配如：：~~Sbの定量の基礎栓記―-­
渭屯理） 秤慄鞘尚，吉罷滸エ, 0紐舌男

[I] 叫 1)
8.M.Te-茫しら）：：よっ直繹さ廷 BPHAUv-~叫— N- P枷哄伶ム竺心必＆）

を甲＼ヽたSb血の不足当量油出 1：：ついて、再裏哀討した。 8 PH A(/) CH凶発表た国I 7.、

H 必差淀、さらに (HCQャ HCQ.~)混竣落衷せら出⑯の不足当董抽出E試みたザ、 Te~ ら
戸って報思さか茫ような不足訂憎己喝？ことはも‘きなガった。ま戸訊如ら 1こふ
って報巨されF-:....8(.,(ルー叩ふ芦平如ふ呟E 、 BPMA によ 3 S碑砂油出＼こ適用してみ匡

令，5)
さらに、環寝恢荏勺翫寇 I這 1_\SbOJIJの恒曾分‘可拒分否ガについての基提鹿討を行っ E 。
（叩吏醗：．（ I） BPHAI字ドー勺 4 卜試羮屯用い、 A也パ拭棄＼古巧べ‘て特疲品い可I F-•
(2) s比如血\;}:、 99、99 ％の函03! 6 lv¥ H c.Q. 1こ港ガして弔ぃ茫。トレー寸ー 1こほ唸bt 
町ヽ、これをぽ叱．Hc..Q,中 7` l 蒔間、惹荒盪元して禿b血として用いた。
(.3) A必辺祝濱澤虚、シンチレーションかうンター (NaI. (T..2.) 1 井戸翌）により仔瓦
(4) BPHA(Cr\戊3 落液）にむが Sbon:)の堀也＼古、 o.5~1、5MH 戊藩毘t‘最文の揺迅卑(E>
q?%) E 示している。キ華、廃合は、芍べて 0.qMH伐幾度として莞醗E行った。

(5) 概戸時岡を鹿訳した結畏、 10 令闇て｀丁令平衝 1こ逗してい E のず、丙べ‘ての要殿の __ 

辰とう病間を 10令眠とし瓦

直〕ユBPH A(cH凶落姦） 1:. よる Sb(llI)叩紅と結果

*Sb(N)岩飢唸b(lI1)が玖）レした弟冦 SbtlII)担体 2 
量 5、9 吋~)を、 o.1~ 1 、0~畔蝉喜lコぷ CP訊
畑叫棄食が‘町苓濃にして、 0、oZHB PHA を 2、0 (l(¥04-) 
J添加し l0令蘭国とうし油出し讀、祖紐むサ‘

ね目匂蒻環とりmmかゼ這知 Fん;}· 1 ＼ご元‘ 1 
_1) 

奇。すなわち、 Te~ E,＼こよって示された矛足当量
声出分‘行われず、わ叫如 (Sb (.IlI):BPHA=1 :3 
項茫し E もの）オ｀示した当量此丘SbO!I）サ油盆さ
れていることザわり。 Sb国 0BPHA の油糾碍形

/ 
/ 

Sb: B?Hf>...= 1: 1.5" 

人＿＿＿竺゜竺
/ 

/ 
/ 

I/(----f互函Pl-IA

や．

= 1: 3 
わ釦

ザワロ）凶巧船となり、当量しL..t.の即也サ行われる 0 0、5 1 、0 嘘）
の合＼さない方と考え、 (H釦H叫澤認麺中サら 湿磁帝国b瓢）必．（露） 5、伍ぬ）
バ畔、さら＼：：痙m認這m しての碑出\'::っ II て程、 (F培. I) 
約し E 合、同襟な粗畏サ得られ矛足当量祐ば心も可うこl::.はできな甘った。 このさうな祭果

分｀得られるの＼す、 BPHA r1i蜘戌忠菌ガほぃこヒ、苓ょサSb ().ll) 0 油出杞塗形ザー児て‘なく

痙々の勅t‘BPHA に曲出これてい 3 ためと恙えられる。

ガん）呑‘らとみU さ）よしおガびろえ／わたなべ‘よしあ｀
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2Al3 放射町ンfモンが径r痰｀柊と砂反応（砂¢)
一及芯揖柑り序察――

（抒遺）神原＄尚• O長谷'1 l麟・舌1距悶江·呻腱

1 令沿言
坤往ァンf七ン（＇24sb あ｀ふ'l>‘‘'Z5Sb) <7) t.品醗容滋：中にあ‘い）彰（面収‘柊
(m (111/およ'l}``V ｛面）惰要（四，杖粕拝ァンナtンゥ訳詞綿外年‘”丸
温噂イオンぷ狂｀精崎9 喀碑知り）用吋J舟v（吊噂tが3 ことを
既I弁迄レてき庇。そば｀饂 11：：：トり叫げ建炉‘.l：：フいて温酪紅液呆
虚竣心諏琴おた｝ぁ｀げt認—如江装混合ぅ苓液牙紅‘, "凶杞）§に
ぁIIn だ直）~- *s~·cv) 直応得正輝謬し‘町勺ど福告i3.
2 ．鈴昂およが｀考餐
i)塩酷苓たそ
詞（サ 21 回故和勾訂論令）にあ｀ヽ，て記：：祁告したように I l25sb （皿）成
輝壕度 (18 X I O-2 印心/Wl f_)一定~ o.5 N tt U. およが'1.6N Hct溶如
焦l色遺が‘｀、沖 l:: 窒温 (~l 5°C) にあ’‘’て（いし1 HCL 洛混中が詞
醗と＋sb （皿） 9 味ィ這液定数り）対佐を調べ＇ r；；。 1.o'N Hc.e.平む場合
這鯰数，良。2 ::::-2. 7 X l O 2 M-1 • mi 11 ー 1 どなJ.ーヤ 0、SN Hctシ容如場合
1さ二餃r笞反応とかえク心 st̂ ge (I) にあ‘いて！さた。2 ~ 0 'l‘あ 'l, s訟，e. (II ）
にあ｀IJ"這度定数 l ざ化。2.= G.o x 1 03 Mー1. n iY\. -1 となリ 1.0 N HC€. 洛液五競
定数：：比べ｀て的 20 （音以上屯，ぃ定数が｀・ 1われた。こつことは，功｀史をも r＝汀
似苓浪が砂酸舌骨 2 い}/¥'1._R_ I 弘 az. "酸告昔ゥと：： ｝て｀＇，共sb 渾)'
•* Sb(V) Q)酌這た電位が度（び｀、あ 3 ")てヽ・，よな I) fJ‘と捧定さ小ふ
iた，す訊’打む農度と酌逗危定数り l月ィ呆ヵ‘うた＝ 1 ACん・"'-•11. -1. 1><R._-I 
□ Il，上言己の定験1:: わ｀げJ IN H ば落液，放的肛琳洟 I 、 8 ~ 10—2.µ. c;, ．叫L-l
にあ‘ヽ l て I ;J;'見IJ‘'圧酸化達月：：：対すふぅ容衿戟手によJ効昂ぽ約 30’/。て｀、あ
〉勺年、られ｝．披言ゎ臼‘` HC£ ぅ容液、平て｀｀生じ‘た H o2 7 ジ‘/J IV ｷc H + Oz 
• H02 : た～ 2 メ lO'° M—I• S-l) 1 ：：：よって ＊ Sb （皿） → *Sb(V) ゥ反
応が｀促進されることて｀、あ 3 。
ii)塩岐洛液ー硫紅酸混合落表§
芯b （皿） q酸似虹定知 HC父ー出so斗ぅ昆合壊危比り南ぽ I 手／無着色

ビン羽ネ乙た場合にあ‘＼ヽ'Z.I. I 、 o N H cy_洛液 I-;; I-ON H2SOy ~ぅ令加す 3,こ
従＼, ~sb （直） 0\印這度定数が活k‘,y 9 3 雌匈が見ぅれた。 ft 2. Soり混合
濃Jぃ m ，ぅ二染椛と較化逹度定裂tナロットす 3 と国 1 に見灼、 3 よ）
1 ：：よヽ l 直令稟 1匂ぽが｀ 1恥れた． こゥ柑因 I::.. っいて l "J; I H C ~ー比 SOり；昆合溶
液ふ I二が、，て，

がん1ら勺ひさ・/Jせ力‘`•わく 1：：いこ•よしあ‘ヵ‘サぅ之・たべ｀‘` ！！ん
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HcQ 

式（I)

+ 

ざ生じ｀ rニ

2 出 SO q

HzSOq = 1-t S03 C父＋出 o+

H SOqーイオンおよ V‘`

た））
ー） 出 so“

+ 

+ H so り一 (I) 

t
 

H SOI/ 

っ反応，て｀｀生成した HSO¢ イオンq逢い知舟ナ l：：ょy
<’j 3 もゥと考幻うれJ。
が違社に上言己の安軽条件 I ：：あ｀いて場
が‘‘ン 1 ：：門守と， 1予紆朽苓表の光と逸r=`‘ん
した場合， *Sb (Ill.)~,即返慎定所紅囮
-H 2. SOり柔含洛液い l到（み 1庄，無音知‘｀ン
に記 r＝とさ刈逗 1::. 出SD'I壕度が曾1J口1：：
応＊s 団 (m) 直匹鱈定§ぴ｀噌n可平
mm。 これ IIl図Q‘ヶ見られ 3 よ）に，喝
厄だ守蟄Q迂歿定粒り lりにい＇／よヽ I
柿 1月）匂｛矛 Iざ認め汀しな I9 。このこ);'.. Iあ
(I) 式‘に見ぅ礼るような HS0.3(父ゥ生成‘1：：イや＇，
(2) 式‘ゥ反応が起ないもっとす 3 と，磁蝦
麟？噌加 1 ：：ィ半ぃ CQーイオンによ紅房え砂い
茨 1`月 3 。従？て自乙すば'1繹によ 3 靭り
紅lTが｀和兄，咲Sb （皿）遣疇翔定数
の噌加が｀見ういもぅと推定ざ収J.
iii) i品哉ー過温令麟客液王
lll 2 に見うれ 3 よう 1::.I 残‘汀sb(Jil)つ
鰭知対応放岳時 1町巧 1餌t示した。
l'恥｀クニ餃樗反応た元 r 喝ィ矛が得ぅ仇t=。
st^3e(I) にあ｀＇↑J *sb（直）直疇度
定数 1むKI.= q.ox IOM ―.'心y`l て｀｀あ~ I 
呵e ば）遠敦，たn:..= 5.5 XIO2M1人＾f＇
叫恥れ，約 50 B 以上（｀、国 (V J I:::-li l 召｀｀
齢化さい：：しが‘わか？た． C£0り＿0)シ昆
合濃度比 9 増加 l＝イfヽ、 C!Z.―ィオンによ
直直JJが‘'押初l さ収 3 令呑昂て｀窃 3 と方
らク収ふ。
以.l::.三フ 9 §にフ｀＇z. *sb(]l)# *Sb(V) 
qスヤー A i：：フいて言及 3 J. 

T. K̂ mb̂ Ŷ  ct ai, 
込，『7 ( Iq 7 7). 
I) 

2

1

 

(
L
1
号

0
L
 

X
)
'
)一

2
 

J. Raよi oan^£. chem.J 

(2) 

ふ Sb( fil) ""?~定推が｀よ

図 1.
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図 Z. 12,5Sb(m) 内午定作 I：対す3 囮Oり
潅油知昂、視易が‘ン， 0. 1>111 ｵC.:/...t. 
(a) : l.0 HC2, H(2: HCIO" = (b) ヽ：,,
(C) 2: 1,(d) が 3, (_~} 1:2.,lfJ 1:1.(1)1:l, 

-73-



2Al4 アンチ毛ン折‘よび＇テ Iし 1口訊1岐希起反応

虔、K飼）而叩因麟責 0麻峰丈

叩摯m易釘麟叡奇改中におI; 3 アシテ乞ンあ 3 鴫テル1し噂射漿誘起反応
心＜祈煤ざI!\.斜雄も叫きら1J‘l'..「Jフて、 1 るが、［）， 2) ，る）哨級集7k諷碍嬌謬鴫、老、
が’？ダ＼）。店貌知＇＼す飛雙肉；爪 0 、4M絃翫尋叩＼ sb(1IT) が‘よび So(V) 噂卯聟麟
応 0.0.2M威甑k羞が心（IV) 祈‘よび稔(Vl)虞鰐怨筵麟lこつ＼）て術1すふ

霞渥謀） ガ‘`/0 愛瓢芯って誘起さJ＼で緩、イt.布‘釘ひ墨尼をよ mE碓1 ：：矢I)；花灼、
ダプ Iし卜しーサ召紅採用した。 (s直）／司p(V) を各人屹(}'-. I吟幼， I2.←5b て．．．哀(IV) J
記VI) を冷れそJ\ 132 「{, 123叫寂て1鱈｀した。）肴和酪考兎督象て詈戒しf!谷科麒 {!\7i惹
改を 60(o 噂追加（雅臀争 I[ 9 5x lo17 ...e V ・炉． S-€(-I 1 0.  I /¥,  10 郎）鴨1 ），息戻
釈役叡 1 ン交彰知よって外（町）以b(V) あるい l す稔（IV) と丘(Vl) を分爾ました。各
心討粁心卜しーサーを年（Li)検土、影I可定し、紋卯だ稟孫起疇鮫布よび愚尼豹愚
f．化営収卑心祓的、砒平恥た。fJ丙．疇諏午か脅を縣絞這（町蜘麟kl)
ぃ吏覧 1碍詞し r-::. 。アンテモンパ謬を TabI..ei 1::-, 子 1レ／し厄諜をね bl..e 21.: 『、 1,

Table 1. Oxidation of Sb(III) and reduction of Sb(V) in deaerated 0.4M 

sulfuric acis solutions. 

[Sb (I I I)]。 (M] [Sb (V)) 。 (Ml G, l (Sb (V)) Gi (Sb(III) • Sb(V)) Gi (Sb (V]• Sb(!!!))

1. 8xl0 ｷ4 a.41 

2. 3xl0 ,4 0. 43 

6. lxlO .4 0. 44 

l.SxlO .4 7.4xl0 -5 0. 41 0. 48 0. 07 

2. OxlO ̀ 4 3. lxlO ｷ5 0.44 0,47 0.03 

6.1"10 -4 2.3xl0 -4 0,43 0. 49 0. 06 

6,lxlO 、 4 5.6xl0 -4 0. 42 0.56 0.14 

Table 2. Oxidation of Te(IV) and reduction of Te(VI) in deaerated 

0.02M H2so4 solutions. 

Gi (H202) 

0. 0 

o.o 

0. 0 

0. 0 

0. 0 

0. 0 

0. 0 

[Te(IV)] 。 (M) [Te(VI)] 。 (M) G1 , (Te(VI)) Gi (Te (IV)->,Te(VI)) Gi (Te (VI)-,Te(IV)) G(Peroxide) 

3. OxlO -4 0.43 o.o 

6, Oxl 0 -4 0,44 0. 0 

1. 2X10 -3 0. 44 o.o 

3. OxlO -4 l.3xl0 -3 0, 43 0. 81 0. 38 o.o 

3.0xlO -4 2.6x-l0 -3 0. 43 1.08 0. 65 o.o 

6,0x10'4 6. 4xl 0 ｷ4 0, 4 2 0. 57 0.15 o.o 

6.0xl0-4 1. 3xl0 -3 0.43 0. 73 0. 30 0.o 

6,0xloｷ4 2. 6xl0 -3 0. 44 0. 97 0.53 o.o 

l. 2xl 0 -3 1. 3xl 0 -3 0. 44 0. 72 0.28 0.0 

1. 2xl0 -3 2. 6xl0 -3 0. 44 0. 90 0. 46 0. 0 
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繹）徴瞑鵡縞虔れて＼｀ sb（皿）心b(V) 1:銹イヒざれ、 Sb(v) Iた淑直） I:還訳り．
さ 0l::. 0) 還知疇陶碍年（珈V)→ s~（Ul)) 11 国(V)J／国（四J I 北t併し
`.1)、(].)腹紅疇砥年（紅）→淑V)),11 年（る卜(V)→非（1II）)と知
蜘量‘(~河ヽ 2). (3) アンチ毛ン籾和して噂ィロ譴牒辛叩sb(V））叫（
5霞）這(V))—年（非(V)→ 5直））\~... 0 、 43 と一定ゼあった（在‘9, 3) 。今条
疇疇和鵡歿輝疇‘1戸譴麟翫 HI OH）比，→ (] =3、 68ノ臼
2.~b，和：：じ、 4&° J伍o, ：： O 、 81) とし． H z.吋和訂•灰尻咋め攻終丹ぶ切℃な 3 こ
℃を庶ぇれ 11・、ね輯·パ＇を得~,

cl i (5 卜(V)) =a,、 (H2.)今小 H2 = ｽ. （和H- 和） ＋比o.Z.
ヒ印．＄網k条竣印が 1て｀アンチ毛ン疇］して． O H と出 02 にj 3 鉛t.紅びH
l::. J:這匂が＇いい完全 1：：竺起して、l~ ：：とも了、して＼ 9 う。以口弗守と｀ H心追： 5 卜(1JJ)
~ Sb(V)'t. 1 'J.tちろん 5b(IV) とも反応し rJ\) 3)::. とから｀シだぃ反応筍·揖力‘口恙え'?J\ ~. 

が
出 0 -いへ←→ 比 OH) 出， H ュ 0 2.

-Sb(lll)-t O H 口 sb(IV)+ OH— 
25b(IV) > sb（頂）＋ 5b(V) 

非（1lI）+ H ン 5b (E) -t印
~b(V)+ H - SbCIV)-t H+ 

Sh(U)-+ Hュ 02. ~ • s b （直） + OH+ OH— 

5b CII)+5hCIV) ~ z Sb 直）
Sb (TI）＋和（V） > sb項） + Sb( IV) 

なぷ｀、子 l し lしに加てii訂科の反応甜謁tJ‘茂ぇら小；．そ小そ小、 w樹福に甚っ‘｀いて反応＇
患該紅成恥吃応証，

0,1 

ー。

I)•s1(A)•Sl'9 

0,0 
0 、 0

0.6 

5
 

。

A)•s

t
(I 

•s>”9 

1.0 

5
 

. 。

A)•Sl 

1
9
 

• :rI, MATSUU貼 ET,AL,

0: THIS WORK 

胴.i

0.5 

[s叫／飼 III 〗
l, 0 

o, り

0,0 

下199•2

0,1 

Gi (SB(V)• SB(I II)) 
0.2 

0.0 
0,0 

F,·~.3 

o.s 

危B(III 〗 x103 (H) 

1, 0 
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2Al5 鉄(l!I)錯炉 r -§紐射効果直幻直m (J)相閑 k ついて

（几大理） 前田米巌，Q香月義弘，高島良正

一般｝ミ 4碕合物に n ー線を照射すクと、 [ -線が， 1惹了の逍＜ t逍過す b とさに肺り起ゃ筍
難 Bl 3 起ヽ｀す。: m紐7..｀麟，放広されい寛只ぅジJJ Iレ！尚肋起種 0寿命 Bよびそ
訊芍的性質ドょ，て最終生成物が．吠i b と考えりれる。しかし、化合物セ N』(/)よう
rふ 4 オ｀／麟と Fe(phe砧釦のよう I汀lも位討合を含む釦訊麟h ク \,‘li．共相請（其肩
括合）と同一 k扱うミと謹しい。現臭には、そIJ)中朋I})‘性質を村っ Aり合物が、 91 く、格
了欠桶の使割がジ1J)レ反応‘，イオン一介 3反応を考慮．す夕！国がiく、励起状態叫割
を力慮、す夕汎｀字があ b と考えられる。fヽ｀て、今国鉄緋悴t，合威 l 、 I 一線照射訂い、
鱈子f1)介解↓ー、よって生し●‘b うジ刀 Iレや寛］と鉄イオン'(j~¼)との反氏‘k よって鱈‘0)，鋏
原が叫郎数{!)'変化をj入バウアー又ペクトルを用いて謡心．そして｀鋭厚う雌訊紋
(J)‘変化に影響げ、ばす因すを講ベ・~ rくがし十駁種の化合物を麟して！一線獲．射＼、特
↓:Fe3t→ F；ャへ0)還鱈雌 l て研兒し「'.

＜戻畠t Fe(en)3 釦， Fe(EU)心·叫，砕•2MeOH, fe(O叫， Fe(pyya成）心，
Fe(Ko}ic acid)3 ，碑•出ox血e, Fe(pyo鳩・f心， F心•4H201 年幽• F心，
(Co (N叫）•（F心］，（Co(l,Z- pro四ledia.minek]廿遁I,)は、文献ぷ従7 て令成し 1く。
en: 1:thylened.ia.in'1ne, EV; etliyle11e urea, pyo i pyridine-N-oxide 1 vipy; ui pyridine 

2)照射と咽l走 〖ー線照．射は、試科セがう入噌中に真空封入して｀九州火喀
工営舒{l) 6°Co 3 5 o o Ciの照．射施設てを温て｀応↑く。照．H線量率は、 0.35~
0.3~ メ IOb R／んて、あク。照．射し「対恢婦休1a 、 80k t:tスバウアースペクトルの
視’I免を応J,。

＜括果と考息〉
長 1 は、紅次化合物，鉄緋1本(J) I ー線照射前と照和知、メJ....バ｀ウアー｝＼゜う 7 -タ-0) 

一舒て‘.h ?;i.、‘れら0)戻、検討果から以下の、、とが、括綸？れf<.
1. Fe島紬0 及び FeF3 •3 比〇
F幽•4比0 ~, IOq R の I —線直．射しても Fe3+ (J)藪化は、誤•められ 1か、い。出 0 1J)厳化一

還元反応は、 Fe”, Fe叶ド対してみかり］以恥叩9h 狂してい Tiい。
2. 似仏・2MeDH 及び Fe(OCH3h
＂の約和d` fダJールぅ糾肛杓‘'(/1 i—線照か1が、今知着しぃ遣元をよねく、、とと一

杖＼てい b が、メトオ午ジ松1 オ；訟 3 は、i -i泉 K 対して名知‘あ如rJ)は、
卯o-+『→卯DH て＼晨元性うジガル瑾t L ていク「｀めと考えられか
3. R心· diox血e 及び Fe(enh 釦
いすれm 釦幻ーい単枯か·(JJみt肩してわ＇）、 i -線 l：よって生し「＇、うジカル‘ゃ電了が、

鉄か息元口ねいている。単｝玲0)みを含む配位子は． l- 絡 l＼よ，て！も合が｀ tJJれやす
い 1くめと芍えりれる。

i L た・ょねぞう かつ 3・よしひう Iミかし 3 •よしiさ
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2Al6 殊ー 1, IO -7 汀｀／｀トロ 1) ン鋸体、(/) r 綿照射知果．

りL 又理） 術田米版 。天塩甕紀森五節 高島哀正

照磯｀舗伍に衣射緑·i:d、"、し1.生じら函起杖粍ゃぅ;:_,:`1J Iレ研企属 4 T 万頂び砧鳴叶知
h みヽヽ＼3 師合孫応遠ヽヽ＼：よ）1.. qz Iゞ企属けオンの翻恥欲ぁる、、 I3 歴危 1k国：度に~ t「おり

カ‘しいう1}`t見らため 1く．像ー1.,0- 7-r.-rント U`) ン儲i~で．を々(J配位い曲を応鉛い合成 l 「こ．

i rて．欽の知c:.麻あらヽ、 1 l 危底オF,.たtいか 1-::. メス 1 ヽ‘‘斤r- KV 叫も祖’I虹 Tこ．

r 線照射 IJ、試糾tわ l'lレに真を封入 L 、‘呈；ふ r 均叫'^•t。介 r混~)f\、、印i"絞伝＜
I) 3 入ブぅ？

幻9-x．．必 RIM· で行ヽヽ・全緯•亀 11. /x i(},K であら．熊射的遠か、＇呈湛.r'} f"~I必，程度恙ヽヽ
と涎．ゎれら．打：：殺、i.H 言べ粁 Id,凍｛人を斥油危l• 保h l ．メかゞ m,(- ]..IVl I- lレの裕1 足t ；（紅紐

出度で行， rミ。禾皮応•It)、、 r-.. 知勾うら．［Fe(p如）ふ］．枇o, ff.e(p如）ュOx) i H心，知（Pら）心砒0
16. 忍応 1這tJ''. S ==-I 1·• あぅ製吠あ墳｛ふ 1＾あら，令戒伎．紐にわ禎’1兒t什ヽヽた I であ 4
こしt磁契 L ［こ．］に．メ 1) ヽ・ガ r-1\' うた］は企息鉄tた翡； l-. L 1 求め「こ．
1. (Fe(p枷）叫04):z.いひ』 L元（p枷叫）

函厖にお、、1.. r綿四珈果I1 夜知 1" 3 「J O‘' た。このこヽ 11 か紅） 1汀ントか）切瀦偽 1閲 l1

7 ェ 1斗 Iフリン介絹住成籾 o,.：守 1ゞ念釦 1 ン r、缶らが(JI •免 {c t t rこらiよう（パぼrt 1J‘'E と
角しられら．
2. (Fe(p加） 3〕 (H しOD),..紐0 ふひ・・ (Fe り如）直U)0)らl

照的に 3`) 、析厖 1;, h‘‘`•L. 2 面(/\ h..S. に内視が． 1に角にわ'‘` •L. 1 Mi,,, h..s. it:.り種＾王成が‘’

丸かれ•い．令に·-7 面樟の Itヴo し 42 ゆ侍られ「ミ．ふ：叫．疏位困 9いのギ酸t釈位l日 r内ヽ）

ヤ蔽1.n ．麻IJl変に 1べi1 l1 濯の寄 5 があらミtt化味B. れ店にわ＇ヽ,1 照的釦知のメ7, I\•ウ

マーJ. I\•7 トヽレの年値↑畠IJ＼へ楢 L '1ヽヽJ.i.ミのこI: I す．ここ 1-.: 叱の｛C 内穂＾ t' -7 -1J‘‘'廟らし 1 いら K め力‘も
L 小 riヽ 9, l勺‘L. i膚 I ：山i’‘り‘であlq, H C.00 —^ r 綿倉簡さ成初が‘．イら応゜ン叙 I：和 a} 反氏·\:

高 1 c·ン欽 I: 夕1 奇ぅ反氏 1-: お⑪g.)..,しヽヽら．'~りれ窟,-. 1--Jじi．飲（U:J"史は） 1：砂蔵雌応1

11 tk t見らい（5ヽヽのに灯 l1. /丈省 1ふl l 1 I J.政に和'\.`が宝，：起心も．こ＾弄瑳 0. Fe の

差釦幻杞にtる心、f,,角が楕 9斧1,· I J.水が付加しLヽヽみ T-:. めに、 H⑰o- lir所豆成切遠恥如応

にj:'/. F.(. 1: jq l 11動びお知Y 要 wら［中t fサえらよる．術角外肴i府じ．渾懲的に 3').h．ふ¢（c巾琥

がで 3 らt、ヽうこし 1l. (d) の舘偽 1: j.:Jし 1 句らが知c t認めらJ'\.I・小ヽのじ）万わトロリンが切< ¥:. t 

I /jJ'} n'· 喉J1.. 1 いら呪｀勇が｀わら．っ%'). HWtJーの1ir吊知吠窃t 7 t T斗ロリ：：の反氏があらと和た

られら．従っ 1. :(/l差要り層．困t f-e"'差応杖~I<、芥｀めらい lo-.反 rゞ l し,~"'企、に砂と危人「：和‘’
早当し角えられる。

3.(F€(p加）ュら）．］出0 ＆ひ“Lfe(p如）心〕•加0

面厖 l1 ．応 I r}.守 h1 ス c•~ i:杓っ癌吠わら 1這汀n t•あら． 0メゃ凶l 1J噴胡ば．知 1-:.め
屎位｝祉が｀§らく「Jll. h.$.l ｛和｛c iれ童 P‘• 印戒 3 J1. r-;_ t畏わ1¥1.~.ーす 1史危 l•• お、｀1 ． 0."1,:5‘).
h.S. 2 イかバ沃A 生成 m りが見ら\YI..ん$. 31面麻q印戒t‘、見られrtが平． ：れ l'J. M（応（比Il2）て＇，

戟告 3 れて、みり lミ，tふ卯復透元會｝知 CO ＾王成0\「ゴめ 1-:. 、う（如知ま成が h`3註れいらと

うえ「こ‘‘jわ布·う おおしおひら 3 も、）こ｀みう たが l -a }しき 3
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危文l-pYLh 。 F~□ 1.̀13. F€（炉冠）への知"'祓迅叫沈 k)( fe(.l l-0叩叩四

fe (lli).... Fe(11) へ17\要 K がわリ．一｀ Cふ芦輝 I}遊元ヽ｝知斧 1印気である11\,'[Fe(ph砂0x).3H心

1• `l-;J. fe( ll.)• Fe(Iii)讀隙疇か｀見ら,h,ぅ：叫輝直狂。

4-. (Fe り如）ふ］·蜘0

理．的使． 2 視翁., h.f>. 2釦訊ガ＇゜見ら~t「項＇：濾雌いiじ内和式註ゞ 11-見られ「1 IJ’っ「て．

-‘直似りた1 とヽ、うd) ,a. 恥 F1：闇口玖配位'(_,ヽぅ rこめ「国1.^9-i (0..omain 令偽't. l 1,の

＂猜蓬が‘足l t丹．汎ヽ'~と危えられう．ふ［ふ照角サ;}:-, 1．資鰍放柄線遺邑侑~IJ)
“棋造が． Ii1tm に吃れらこし I: Jり 応 1 を肛）得 r· ,s =2<7)状餞が出床いと紅叫tる。
照的雌'). F遺饂が起こり 知伎の再締令/})的. IS 見 r~ むk配置，：森ち嘉! (r: 江 Iず，卜う匁

稿逹）知綽果 2種知厄 F道（J[）r/)い滋研出来｝ t印心砂

5, [Fe(phnc)』(U2.0¢).2 •H泣及び (_F4phns)2]((.f.0山・2出0

白厖 I,-h 、,1. 照的如畏 1-;J認、められ riがボ・ これら勾鉗偽 IJ. i<i如在｀れ． h.S., I.S.が情｛み Tあ')

面びりい達ヽ 9 1a. carbonyl厄し加'ot1y)是の打 1• あも。今~ ti' 17、 -~NH1. J -c.s,-;Hl,d. r紺911 し1

弱、、とい入らJ;t 1.いら力‘`. ph～ャphn~ v"'r線にあ 1 励起ゴれば．池いら碕➔ ,:仄役い玲が‘`
ぁ }'(1 杓ド．双射靱gi J.)-lvやが往、、餞聞，：合初令｛和広1}‘") /iJ絹 3 れg,、い滋しわれら，

p屈c; 1,10-pher-Mth叫ine. -2-c.a.rboxo.rtiide, phns; 1,10- phe.n四加rcl,"e -2心irboかio^mde

To.ble. Tue M知b四er 四mmeters of如珈pies before 0¥1"¥cA 
a代er iげ叫io-t 10V\S,

Em  /j• rs0) x I'ExE,ｧ  5 A r S （メ） X 

国(p加）』（⑮砂 o o.38 aa, 

1 o.41 a31 

(Fe(phen)).“』 0 1.08 '3.26 

1 1.12 3.30 

知(phen)迅切•う比0 0 匹 0.29 o.3/ 
0.30 

0.33 
1 0.1/I 0.27 o.3o 1/0,0 竺

祁？
/./'I- 2.84 o.3ク 2 O，0

知ph砂J(HゆD),· I,仰

任叫h叫(HWO)』

〔和(p加）2（N(O)ュ〕

缶（p加）2F』·枇0

0.2~ 
0 0.船 0.26 0.2'1 

0-32 
1 0.4-7 0.28 0.31 

0.41 
1.26 2_q4 0.35 15.2 

o.'.l.7 
0 1.12 2.90 ().23 

1 I.I I 2．計 o.H 57.I 

84.8 4•23 
~87 

0.29 0.35 0.74 42.'i 

0 1.14 
0.33 

3.10 0.29 

(Fe(ph叫0心珈0 0 0、I/I 0.27 g:~ 

叫hnc)』(ao4),·H,O
I 

蜀
低（phns)2X叫）2•2H20

0.32 
1 o.'f()0.28 0.21 知5

/./5 2.71/- 0.4-7 'l-1/.3 塁
O.!i8 1.06 0. 3? /0.2 

ｰ l.I/ 2.53 0.4/ 
/.12 2．仔 0．特

0.29 
0 o.33 o．ダ 0．如

0.ゴ
1 0.33 0.49 o吟

吹q5

吟q3

J
 e
 
s
 

/ 
m
 
g
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r
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1
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叩
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2Al7 炉照射エーデ lレ中の 13N わ‘よび咋の杞学床態、

嘩1這ぐ灯違児紘松ラ鱈‘辰斤（譴江・一納飲肴＊原的）

付／［］口］］：：］／／□0:：：三：：
l,f-応1 ート誌知疇レてサンプ加の乳化紅‘ *2需霜伍も 日函女血｀nes(C←) | 
束る条見）窃認。図／およが 2 の仁コ枠l7)フラク
ション（くついて、 r()C甑3-Ge(Li )-4k-PHA を用いて

町， 13屈ヒ合劫の分書差手嶼（エーテIレ系）

SAMPLE~) /3N また IJ '1F l 謬るふII 妥eV ピーク面積碕紅 deca.jj
car-r-Ler-c NG1.f1 etc.) 
出0 、 (/Omi)

ETHER-PHASE* |H O1-PHASE1* 

I1戸盃亙四 r1i五
No.2C03 

s七ud.~と合一て 1 /3N およ灰咋の放射化学的牧肴栓末‘め
た．祈衷終了まてU ドライアイスが‘麟衰骸料を冷却レて慕
疇幻喝砧直釈俊、イ乙裟疇細に疇疇
紅汀／プラクショシ (H20- PttASE)パ祈敷飼丘淘

かかを柔した。

3) C 氣相フラクション）、吼紺レ知ジェチ糾エーデ I レIょ 円塁こ 冑
迂練透心フて屯戒レた晟体を乗中以和寺レていろ:::.

図2. Imt:細即励灘弄嗅（臼一而レ系）
とが 1 ヒ°ペツ日採取m祭I清緩測された．：：れも含·れた局相 ＊韮呻此を直］行なう．

〇必んすいよレひろ とも、 ~Iグんじ まつうらたつお
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和) 13N および‘/z-F青 1J応‘⑪リ、夜
相むの誓1-::; 必霰レて 13N Iよ虚和恥荘
臼FIょ計哀む噂差疇：：：：：： 0 多口あっ
た。従って，液相中の 4導砂 Iてクいfの

が紅1 する．
（吋について）滋 1 1く示げ漁船麿‘
祈I可狙埓印匁 1墳淮臼る I叛フラク 。

逗

l O 

r
 ぶ

‘

• t 
: 

ll l1 | トー , I /3N-non} IJl/.S’ 
、：

& 
.,. 

I,: ; : 

1JNO3 — 
'..  , 
1:1 ヽ＇｀

‘`` 
•‘‘` 
ヽ `—`— 

13Nf4_ +-&-
a.m iヽnes --/ 

c 今v ―/ 
/ ,,, 

. 

13N -et ~er--
extrばts

g
 

C淡
）

℃60 

ショシ 1よ／出0-PHASE が＄の CN- I （感ー ・汰
、 4o

+ -n.onlo四）年よろ、 NH；を主とするア ミ g 
＞である。：：い心疇湘の屯奇愛と $ 
紅遷の渇条を年 1素す。放‘評NH: ~ 20 
を含むフラクシコシ＇の拠誓心わ該の 音
紅を犬きく愛 rT る。 ::.m訊知応ジ 虹

臼 II/:r..—了 ~Iょ液I和もみので‘, = > 。 -60 -勾 -20.... 0 20 

が＇‘の澤、い麟衷よ、シ 7-::, へ天サシX ir泣da. tempン (°C)
ベン必ンに我 lfるp恥e-effectな鯰効 図 3. Imt岬畔餃璽と、畔逗知暉桑塁需
和 Iよ胡らかに幕なる。 C吋追度姦 ,oo 

ヘ

采i pむse" effect韓紅喝令と尋なリ、 出。
援り‘"2"ある。緑彬疇 I訪雌瞭四な VI •弓
（咋 1-;; ク V1 t) ;3'F t1)水平訊‘分のイこ ざ゜

粋 Iょ HF また 1よ下で‘ある。年／CaCO3 昇
ド

和訊 Iくよクて水用の年 1"含んと‘'令抑 逗`
」

和殷した．＇rFーフラ 7 ションの放印導 g 20 

螂和痢疇輝域l芍疇直碑 1 0 -60 -40,'-20 0 20 

粍紅ミ乏な｀v\ (函 4) 。 I/)~3外料爾吋戻 ir函切．tem?.,(°C) (2喩照、9す）
射斎祖による囀如〖も炉知廷ず‘ 即． 18F叩的訊‘詈遺、和恥濱係(:r.予レ桑）

鉗の希令とば久いに象なる。（条 1)

/8F — 

"'’’’ 

'"F-e tt ~.,...-extra.cts 

表 1 ．ジ‘ェチ 1レエーデ 1い中の H's--F(/) 放術に影け

牧晋（平均直主）旦忍紺翌呵＿―-一
m、知炉向の I H'平牧骨（名） I 咋ーエテ Iレ層（界）
I {) 

20 

30 

ク2 :I: 2、 I

73 士 I、 0

73、廷 0、5

2が士 2、 I

27:!:)、 O

26,t:t:0,5 
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2Al8 炉吼射アセトン中の 13N およひ‘‘1行畜化学択態

〇刃紺姥ざ衷叫駄門韓｀辰デ（釦使天・魚匂—絞破わ

1) C. H.O．ィ咳螂 lつおげる邸鴫和よる(p』 n) 反応せ戒杭寵切および‘／含F (/)化学的
韓臼げ‘にするために，庫匹、ア叫ン桑 Iく和1rる籾か戸‘1年 1直釦雌
尋扇ふ灼麟雌叫び、鵡禄晋とか剣係を輝べ‘る．
2 ) （誤科） Me叫社製S.fr.訊｀蓑ァ也トンを Nz ガス
知鯰戸‘ライライトを用いて泥水わよび｀茎、皆拝衷レ
てfーケ‘‘ヽゾト祇‘糾喝店．：：れな便弔直前して地ガス
条直で‘市争な対リエチレン漿照紐謬遠入し／予
め所淀緩虔に 2~3埓藷l麟レ衣。
（速中牲窪、貪す) .l:.祀啜い、畔醗側繹lつ入札
条知ヽ、詞（ l＼‘‘ッチ心終l燻）レなが9 ，立叙尺
”和和嗜如L（速蝉子束．女s-x 1011 11./cm2、 sec)
て‘‘/0~20 が疇射しt< • 20 分瞑t射t1/逼度制御の
精 lJ、ドライアイスによる一、ぐ °c 芦で‘土 7 ゜C1江
，水水\<..り:t4°c窟迩で、土 2、!; oc該である。

PPt SOL'N 

紀芯□芦：ぇ：f：)'t::、::;;：：ば竺てで西 西固 ＊2芯霜
的フラクシコン屯徘fく・ベンどン／ァとトソ／水の三 函 I. 13N4玲如直噸（ア針ン系）
縞知稚互匹データ（化学梗覚）に碁ふ、て、
科畔和怜屯茨めた。拍珀訴中 1拉9廷紐a-
トた碕ばすンプIレa 晟化屯窃叫そ‘‘•函 I~2 キ仁コ
が組んた‘、フラクション 1←っ v' f. S-0 C記 Ge(Li )-4k

-PHA 屯用いてj-1/ 和Vと゜ーク面積な計痢し， deca.}j studJ 
以起て '3N 紅ひ‘`1年の放和ヒ学的如層を夫めた。
祗it. Iくよる談差な叡切 I'(最俊が計裟終了まで痢I定試 SOL’N, 

知ドライアイスで‘砂した。 13N 仁知叶応ld 、 西王甚三 喜
韮終了俊>,y I フラクショ心l定輝丘I~ 約『分を孝 函2｀叩吟物硫醐I知（アセトン系）
した。i?F フラクション祈毒l文惑射終了f麦 ?0 分畜J 111 冷 ぶ這抽出各I 町玲う、

SA卵LE J imd.,tdよ！P社）

7ご汀ぶcavenグe r-
c甜G,(/0m[) 

*' 竺＊1 国
咄•ben云而訊叶 HR-resLn 

--」
（たStn)

ね
呵,
t

l

 
竺

5
ロ

•4an 翌
』
-
―
ビ

言
H
 

SAMPLE 』 L行辺'td,,(/0m[)
carri:.erc巫F,eな）
枷0 、 (I0'111l) 

c祉6, (20叫）
求

0 とむ_5 Iグんじ‘ せんすいよしひろ まっう s f←っお
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却によコ 13N 心穿ぽ磯臼る．
/00 

3) 照針釈俊 1 1::.吹ヽ叶採噂讀~ヘ
1本乾む噴切狂該ぷ、ア之トンの放射 さ 80
線遠lくよる気俵逃紅‘あったが，気 菩
祖中が3N およ ~'IY'f (I)そ砂なく、夜古
捏中のそ札そ•I礼叶も叱穀レ 1'3N I ょ 弓 60
“名以下また'『F l雑澪誤差叩‘‘-v O 、出
劣で、あっfて 9 ．知t. ＝幻立椒の可40
~t::.令叡‘:n江碕紐和辱辻1.,~
ぃみと見低す． さ
(13N について） I3N ィヒ輝の知成肴I:. i 20 
虹雌(/)l鵡窪31く示す。（／｀ に
& /3N-a7!lines) 1む紅澤度のエ系叫

ヒ

卜

... 

)I 
..: 

．．．・. . . 
.. 

.、``

.:-.,` ,, •.• ..# •• 

/3N•non ions . .• .. .; 
し

& ’.ア’, ・:・i , : 

I3N03- ;.. 『ロ・ ：・• , 
: , ｷ • 

ィ ::... 
':;, 

- -----J3NH; L amJ.7les 

,.. 
,•' 
ｷ-

_---で-暫―---—--— --

惰ha11J・一砒racも

て辺訛和囀翁砂する。げNO~ 。 戸50 -40 -20 O 20 

k 13N- 1/.()ni ons) 岨遥裏..r:.率によって ir叫如te呻 (°C)
埓1J(Jする．アヱトン這1瞑競螂釈‘函3. 咄傾釦該‘膏這和該直尉ご悶闊
紐で｀あり：： 9 に見ら札和麟効果lt p~- 100 

心e effectな含まない。＝直叩紐 臼ヽ
約 l~ -i:.—和レ系の湯令い司じ‘て‘‘ある~ ミgo
C NO 3 & noni.ons) 内か分真直データ釈が少 ‘心。

` ないdi z味科釦ぼ＞函 1 k示したが， さ
印J噸か碍直\;I"表 I l勺示す程度て‘‘あ 遥

'目心

り｀ ／3ル初2LI)7les ィ澤度船繹を示す ,§ 20 

”F — 

／斥 ben;、-e点mefs.
—し

らしい． c吋畔枷浮的吹暑約‘ 足。
な‘＜釦深：：と 1碍言えな心‘，雌効果 -60 ぶ忠心ぷぶ．（゜C) o ao 

紅1な碩、 I; エーテ Iレ和尋つ。 記．叩尋0紐骨遺和駿疇□や
(IB'F 1-:: ついて） エーテJレ知贅I:: 表 1. 13N0iと '3N-noni.ons の放約畔澤収量（沿
国様I~. H1年が杓葬l咋の甜んと‘‘令祁 温虔 ーヽo cー ~0ー c 
豆りむ祓伯導的収曾心蒻 13NOi ム、5 的 5
牲を示さなぃ，（函4). 研‘F 訊‘景約1i '3N-7Z071.ions 的20 約36
釘遺、討知吋清かをすな以表2).
H咋疇布化学的択尼ばエーデ Iレ桑とア 来 2、ア々トン系の H呼湯沫射仁学的呪量~)
名砂紅1疇煮追ぶ‘ある． 照紅げ（分） I W’F 

2 0 

30 

40 

（エーデIレ桑手均値
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3AOI 禾叶 lつクウム LIヽ叶心双呟オ,!,レI\`'マト）紐膠知友応

（か肛這）遠麺培，如l酬ー峠紐店呵淑
砕戊武＼

1). 71(原府紅叡L立叫\'1:::. 0 ム（B ）ば、雨知葛危知匹湿（”‘らt恥
畔）と肴輝（吋s) 状如＼’‘存荘すふ醗 I! スビォ統翫ら生叩比1 1'. 1 I 3 辺ふ
:::.0)うラp-Ps l1が国叡（alぷ'hS)ノ蛉箪t疇位u唸と L"t鰤lされる。
啜墨 I口自砂翫｀11"三切鰭I守 'll40”5碍平輝｀すむ L かしl韻I::.m
呵1?噴m紐l は’．+6f 1項訳い。こ口嗣方（区丘唸畷（あ反応す3窃
がをうiれをl戎いく知す｝．
知 1'1斗紅＇心かl和’'遺セ＾心鱈保汲騎0知眩滋iで L豆た。｛

叶乙｀‘， 0名直似虚l1．社 u 邸l＂．れピンを知応I直 l 及『am コt哨恥
にした・鴎11,I ヽ0ず｀／じ＇双辺れ lレ／ゞて 1-)底(Ill)舒｛ォwc屯｀ン（和｀~o知砂
臼Itし（祈湘｀入ドは（西れ ILfヽ万り叙llリ麻和彪床しに舷如すふ，

2）．碑血塁立辛立叩叫鰐錯笠四些竺豆竺壁
鍼‘UW如叫o砂位j~隣ふ叫ちドl ス（多＇巧lレ臼1Jlり I991.ト）脚）
即寅年年）3 0\べ｀ンゼ＇滋釦幻叩鴫謁肛）を加L,90合！該，
呵L氏紐L碕釦少覺の冷べ‘ヽ／臼砂麟L応炉疇叩叩
坑芯(',A..,0脚双へ゜7 叫：：い（司足 L応
ド）スにり1Jル／9＂ 2 卜）応）砧珈口り叫

1ご皇雪言三f言喜言
ば芦寄心t造）壁逗

m(Etl.年）2 ・い、 oI H;.紅む弄命年） 11 X心iつ、 I紅 o.o心；
x ：：：沿，'3''2.:t t) `OS ぺ s ; X＝下， 3. l 戸 0、 o ヽ1\ S て‘｀み~.花べ＇

＞炉9<l)研（℃=虹0 へ s ），拓応す；トリス咆西 (E紐）只
ao l H 如如鯰（以l`83 士 0.o し）心であ？た。いつくつ7)\
のトリ逗行わ騎遥牧恥％）む幼：日かし7゜ 11-、7 卜わ
し｀いつ會●れも 1「1象I'°-Ti}... 1で1~愈告し紅う 1こ

入ュ＝ 03(3+ k[C.J 

以んど）かず｀とよノ＆ふつ‘七必万石屯ヤ浮1 ら aであ‘/ 5'0 ぬt L 
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がか＇碁われれる，つ0廊秘町躙望度彪
叡をアセトン中項叡四釦遥冦紅
日がグ゜応卜わ遥41,:;,示可よう戸謬．
釦厩虹吐｀）紅rJ J- 1：：：したかて成忙
窓認心訳百｝·双譴力噸冠屁Uこ
如すに口‘ウト1，ス毬和和 o-P5 t隧（し
し，り ~l~7C、＼T れたニt- 1::.Tiふ

呵＋碑北）3→（疇心）3J•O-fs]

•· 2 0.. 
6-?5ぷl疇滋和の御咲1-:.E りすぐ這
”: `I もtしぅ .... 哨t~ぶ治絃チを豹戌し、 Z
砕四訣餞砂し秀し｝疇砕 1｀あう）。
廷ドI 謬民（厄tし）3ml 叫ttスピレ
71コスオー／＼｀一脩係でか).移禄甚 RIいよ｀l
悌i紅高江叫這），｛虹ピ泌叫）虹
冗北豆和襦拉I..,o-Ps t紅？渡我
ぷミ，塁し嗜町渇炉恥廷め、賂
薙蝸スか°牙如y心t山 I:. ついて、反和
ガ＇i.,た＜ズヒり、た哄し日フst b-Psa 国府の
麟佳月 1“釦im いとしし叩材訊｀
を陪~ I ~被品府(9尻術咋澤l)I ＝打し入L

15 
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6.9L 5
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06 。 7

08 

゜-0.2 -0.4 -0.6 

列 vs Ag／勾Cl

団 1 ，還冗町位 l"-1口)及念吐墳た孜，
1｀即ら迅に）3 ， 2,FeQym応）3I3 Fぐ(p屯咄
4, 氏（白l.ぷk)ぅ I ~爬(”-B-tc)3 ，謡（2. 滋tlk)3

'7.氏（i.和此）ゎg. Jte (c-出砒）3
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因2．記冷腱Ji I戎1可｝入z.

屯恥ら、う 31lヨ化年念（於；紅）3339
(I ヤS-). ~）ゎヮ鐸函t.そ討i偽如し12C於：
1.0 木公不） Im. B逸． c~．紐·恥占, 2.只ヽ (n7r).

一）W一心ぷ•H. Tm砂ば石•(し,I 1，し3 (I心）．
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3A02 ?°IコトーAU議素剰t合物けお‘トロニウム叫5営反応

（いたエ）濱水鬼、卜林記息印油輔

且束桐中にお心わ‘卜 u ::::..ウム (Ps) と心浮反応をすう反訟杖爪微4じ合が L
ては、これまて｀に覗行恢肋船和膚汲砂としてよく知られるニトロベンゼ｀ンマキJ 1)1 
などが報告ざれている。い、我り、名慮表夜和裏舶店鞠~ 1゜ 0 トー／化してル紋 L たイ
オンが艮·とよく反応する：：とを見公 l. .f諄物によって反応性に久をなえ達のあるこヒを
認め閉：~ I-ロベ｀ンゼンな戸同様｀ lj~内の冗危手不足状態によ＇）、その及応牲がtt
豆いと名元られるが‘｀反応杖し茨鳴柏造の数わるいは 1 電ふ藍度なし’｀との相閏は得ら
れなかクた。反応性い双珂汀た訊輝を明ら1J‘kす谷ため｀今日｀ t゜リダ｀ジ‘ン、ヒ゜
ラジ｀ン、フグラジンなピ‘の獲枕倅化合物をフ．IJ ~ :;／化し、 8 奇命剃史を竹な）た。そして、
元惚う令れ檄1碑て＇、近年と叶にその初吊が認わられて lヽる INDD I7.)ぅ艇知｀｀計急 l た妬
冶釦 LUMO エネ lしギ‘—と R反氏速度史数とがわか一定d)関d：が得られたのて板竹す a 。
公皐叩は、分冊徳夕DOrseC. (60Co prompt祠）の現臭l司著計放岱情令畷装
覆セ用いて 41 かた．創枡は特級説渠を川＼＼蔽県の彩培い隙くためすべ｀て宅療覆救tし
た。儀和、'C l て 2\J退｝k寿煮約 7叫i 1i向f L 、危混 l牡 I oc.のt tむ僚l史 l 、寿命J..ペ
クト lレは ''POSITゆN FIT EXTENDED'1--/' ログラム5)を目いて二成分に分饒 l た。プロ
ぃ化 lj:、協線を呼毛 Iレ加え a ことによって 11 フた。

4) 
粘果t考粟 ピリダ｀三‘ン、ピラジ‘ン｀フタラジンの桔果tすて｀‘に報告 l t-.:他の結果とあ
わせて｀表1 にJとめた。ここて｀｀、反氏足度定紋長及び形成表止條散rは以fの対にわ‘
いて表小二条広（2 よリ埓公した。

M + H十~ MH+ （応：酸餅雌定放） (1) 

兄＝妊。＋も(MJ+仏MH+(M印 （も知Itり：叫いわ成紅浪嫁）（2)

Iュ＝ I。（芸費Xo.85十蝠叫十0.22（げ］＋如面砥叫J） （四如：破｀碍記〉 l3)
クエオン？漁復船条イか屠‘£複 各化浮種碍成兼止初界

ただ L ｀名東中のイオン位絞漫 CMH叫釦⑮物が峻得離史放Ko.~ I丹いば惰 L 、—琵—
内に窄条が｀二つわる協右のシ｀’7゜ロトンイbljは必定数が極めて,Jヽさいのて｀｀慇筏 LT<,
悧様叶認ヒ同様に中り：：公いて 11 しんt`'反応性を示ざなか，、た 4ば物が‘70口しンもす

ることによ＇）着しく寿命が検椛ィ爪｀豫度も戎Iりすることが確かわられた。 3 t、イオン
り成定枚の Iい、`ィt.“If) 1i、兄（＆哨戌達皮）がイオン4成曼 Iこ1f" L'<- 直線的紋もt示
l 、複兼戎妃合物のな凍皮l項 L ては直絲的に絞存 L ない h て＂、こウことからも尉こ汁す
る反叶｀知増加 li々なリフ゜ b トン化が原叡•あるt祐絲て｀｀でる．

のみずつとも ~ 1-X.‘だし よしの＇） うじ‘サら ゆ）す '1
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（単遵糸のクエンチンゲ）モ）アジ‘ンでわるピリジン々ジ｀アシ‘‘ンである e') 夕｀｀ジン、ピ＇）
ミジン、ピラジ｀ン 1:;t左砲今枚が同 L‘、1...``、Jijうの大きをも芍しく、宜体 1乱｝なt``liとんt'憩

応冴る 1乙もかかわらず、且に対すう仄んゞ＃年は大きな尻が‘わらわれた。ニトロベンゼン
＂炉廿ru,,,.e辻定応関硲から、輝籾バ厳糾帷定数和と廷速度定枚灸叫暉刈賄
されたが、ビ‘)ダジンが予應外にパI.‘反応牲を示しセ。 INDo ；を、 1::. Jる分j牧道計算 1-::.
甚づ｀き、これうd)イオンの屯叶壽造にお 1t ~ LUMD エネ Iしや｀— E 繕生した．結果を表 1 ぁ‘
ょが図 1 l::. 示す。一般的に LU~O エ和しや一て｀千測される順庁に従．＼、及ん牲が‘.t.昇して Lヽ

クこtがわかゥ。緩囚冗電 3 骰皮などの他の枚値とは相関が見公されなかった。
（二桑系のク上ンイング）ぎ）＇）乙 7 タラジン＾祐果 d卑最系ク枇関から 1i 1W\3 躾（v)
にあう。 Ll/M.o エネ Iし｛‘ーが向ヽ ‘1-:: tかかわうす’｀｀礼が火をいのは、いくつかの原因岱考
えうれうが、坪環糸に比べ•Jj..JJ履滋町、さい、わ 3 ぃ d 、p$鋒街刑及叩康戊鳴樹造の
クタざからく 3 炉定化が呵与 L ている、な℃｀が角んらf\ ~.二柔糸の釣冶｀ヒくにジアす｀｀ナ
7 9 レンq邊治、餃IJ9 くの夏性体がわるが、イオンになると勿ふか今所 L~ すく 6 炸＇）、
キ）ヤす）ンが易合し 8 れ分ぅ楠造が未だ‘正確（氣べら八ていな＼ヽtふ｀り夕くのデーダt
集ゎ｝ことが｀できなかった。
（豹成柑、J.L初県）悧[ |頓、役とすは大釦応叶順 l <いう。これはク 1 ン介ング
直似如研て｀｀帝に一幻蜘燻碍成が原止叶＼うことり疇か紅‘L ` spur モ
ヂ Iしりゎ 3 いfさんt-Ps7~'(;` ｀ちらのメカニズムによるかは卦l 慰、l:'..しない，
絋払うが｀叶 n ペンゼ遣役＃噴吐 LUMO エネ Iし令n ーにバ叫以比べ、今
国パ史，歎が一定→復伺い示したの Ii、ゃlさ')::::...I-ロベ‘ンゼン置捩体”騎、晋枚か司んり
直休初果なと｀が少なからが窮讚を及ぼ l ていうヒ鈷謡できる。

表1
2O r.azine { 

o azanaphthalene 
L
Iき

b
u
\
.:t:.10 

゜図 1

蔓

豆

゜ . 

Compounds 必
Unol'"otone>.ted -M Pro切 n 11.te.d Ht 

必(ns~M ⇔(r11r11LVMO!tV 長（炉M―⑰叩(M-1 LIN闊

ヒ°')砂® 5.2 0.01 I 38ト 0総士0.01 5.0 士QJi.-4.54 

ヒ゜リク‘沈｀ン② 2.3 0．駐5士0妬 2.2士0.2 3.刀 18士0.6 13 士 2 -5.10 

t゜＇）ミジン＠l 1.3 嶋士0.03 |.1土0.1 3.82 3．午土 0.3 8.2士1.7 -4.6~ 

ビラジン（oNN ] 0.7 0.06士0.0: 2.1士0.2 3.65 ／？士 l 16 士 7 -5.23 

:\)リン©翁〕 4.9 0.05士0.03 I.I士0J 1.81 杜土0.3 ?.2士1.3-4.31 

:¥: J沢サりン＠栢 0.6 050拉05 4.8土03 |9:t1 20 士 8

7 タラジンe厄 3. 5 o」0±0“ 2.0士0.2 3.03 6.1 士05 II 士 2 -4.12 

l)V. I. Goldanskii, V. P. Shantarovich;Appl.Phys._l, 335 (1974} 
2)W. J .Madia,A.L.Nichols,H. J .Ache; J .Am.Chem.Soc.竺~,5041(1975)
3)Y.Ujihira,Y.Kobayashi,T.Nomizu;Chem.Lett. (1977)1361 
4)Y.Kobayashi,T.Nomizu,Y.Ujihira;submitted for publication 
5)P.Kirkegaard,M.Eldrup;Comput.Phys.Commun.?._,401(1974) 
6)0.E.Mogensen; J .Chem.Phys ．些， 998(1974)
7) S. J. Tao, J. H. Green; J. Chem. Soc. (1968) 408 
B)A. L. Nichols, R. E. Wild,L.J. Bartal, H. J.Ache;Appl. Phys. 生,37(1974)
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3A03 
水潜液中のイオンのィヒ心特性がr

隕茅肖滋｀ド、117°テ疇 lこ与える効果
車大ェ 。中巫覚・ ll、材庵規·氏平枯繭

陽電各の準渫 r 綿Iさ項柾、弄命浅IJ榮法、角度桓醗去など＇て｀＇註訳ら虹隈宥シおよび沢

ジトロ＝ウム (Ps)(/) ふるまいについて稽々0)'頃報も得ていら；）近皿． 甚分鱗筵の斗皐イ本掩

出器の出現、によ')、 I 線っエキ Iレギ'-測楚が可能になったが‘、角庫相閣法 1：：：上tべ‘、品所屯

ぷらぶ、17)淮砕豆—桁程角劣るために、 エネ Iしギ｀ースペクト 1し o 半偽悌 l：：：よ b 這滋がぽと

んどである．2）本雫瞼で 1さ、ジ杞‘嗚 r 綽エネルギーズベクト 1しと分解鰈幽袋て'’、デ＇コ::..於リュ

- I-することによリ得ら K る A I\ウト 1し｀浅渾｀対｀ o 運勧場スベつ卜）レを、忌店担閲去など

から得られ乙＼ヽるテ’｀ータヒ比べ、との窟甲ヽ性定言固I\"、 さら 1::.. 、 C£― ,S,..oずイオこ等 Iごつ

ヽ 1 て、 エ;f- 1レギ｀ースI\ウトし、｀国国漬立＾·つ卜 1しに 5 える影噂を誼＼べ’た．

索瞭法： 試科1玄、水溶滋4 叫qi I：： N1.1J`、スを、京骨 0,2叫がで 1 0 分闇吹き込み｀ Q 

がスを咲気したのち、 22Na cじ＊海磁 3 涛（約 n,5µCi)入凡試戚袷を封 L｀｀て紐＼塊 L た。演」
皆器'(. l -z:なヽ半渾伝裕出器 qe(Ll) 蒻D (40 c:c..) Pr1 hceton-Gal'l'¥m<I. Tec.h. Mode.I 

LGCu 35ED）ス＾ウトロスコピーアと 7° ORT巨C Model 4ら 2, /ぐ 1しス 1 ヽイトアナ

ライザー NortheY-n E e.oh][Se咋ies) 乞使用した。装昼全体り分芦袋ばヽ 9,;-Sr の r練

(0、ら 14MeV ）ご‘.ギ値厖 I 謬Oe.V て＇ある。得られたデー勺の処理う）4） 1古．大翌廿追桟

セ::..')I- <7')HITAc ~soo/ is7oo で行ぢ＞た。

喩醗繰果： ドッアデ喝庫直；o 底鷲性も、＇米孟性曲凜であ'ol Mぷ:.04 >le 溶海と、

諮化1准唸壊て’'ある KMm04 水遠滋 Iこついc:.. ド、9／アラー中贔ぉ・よび，そ o渥彰肴スペクト 1し

を、飴庁栢闇法がら得られ乙 11 3 デ｀ー勺 L tt酷しこ訊＼べ｀た。

陳喬心·へ消涸 r綿の京分もド ’V アぅー＇福湧II栢の立場ルヽら三つに分け~ t..、

(l)陽索｝と奪｝ o)... ビニが后平行手で｀,;l;c ~ /~ラポジトロニらL.\ c. p -Ps, 科）が、 桓己井直す

る政｀Iか。し可穴分は、一番⑪画暑が 1＼さヽ 1 と考えられる。

(2)謄覧さと零と.,スビンが｀平イラで＇あるオ 1レl-ポジ＇卜 D :::..らム (o-Ps, 1↑)が‘， 丑わり〇危

各とt:"ッワーオフ鴻滋｀すら祓ノs;-.

(3) 渇極各力‘・・ポジいコ＝らムむ紐｀せず）＝、表わ') G)膏シヒ毎申卑叩 3 戎分。こ。砂

ほ．⑮島量が一番大きく、エネ rしギースベ，，ト）し＾九 II'淋成‘合とな~.

に枯 3 と考えられる。

粕磁田加麻la 、スピ::.友途万応を声し｀ 0-Ps からp-Ps へっ濫玲 I→リ，p- Ps o 相 E 浪
派‘戌奴恥）が合す。即ヒ牲物湾 I玄、在から膏るとう）＃＇し）とリ、巨由浅面シ）こしてしまがた

lt, I:::. 、 (1) (2) 0)'bl( 1;:i‘武取り、 (3) 心＇今»＂い。!;) 紬）k については、釦方担廓去から（いっ

岱'-p- (エN) = 8 ｾ, (l) "'i床‘分（エf>) = 2.ら％，（う）の瓜‘分(:r.t) = E,ワ松と II ぅ線品iI‘Z"

か\ i．ら） 四 1, ~2 這 3 ヒ， B月らかに応 S04-次栄如'’工N 武｀分が＇士魯し．、に出凶）l＜
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窪湘では恥灰合が＇痰，て 1\ 3 ことが＇わから。こっド w ?°ラー愧測淀法 1ま，戸灰｀知知ヒ

かな）よ＜祖和べ｀ら h ~. p-Ps は、寿念が＇豆 u 芦ふヒ寿合蝉主て＇ばさ固べ＇られ1;;i

ミ＾遠l)痣紅イ井肛す 3 ：：：とによIJ'よ，）確かな喉蔀沙得られることが｀わ応芦

NaCQ.1 Na逗よ。炉k 溶湘 let、反虚性であるにもかかわらず、スぜこ友埃厄流·店迂：：し、

ぃ経要．咽沈 r 税エネルギ｀ースペ？卜 lし o 品偽嗚t滋＇ら L z し I ~'c. °'哉造ユ）が｀あ 3 が｀，

ミれらが＊溶洪ヰっ竺料渦｀打へ撻彬肴今布スベつf- /し淫から、 §Iお浅索キ (_e.,.) 13 ，苅ヰ z‘' 、

[e六｀Q＿ ] [e十年 o;-] のよサよ房舞状施 E祁成 L, いたあ I::. 、エネ）しギ｀ースベつI- Iレ

の半値嗚を渫｀らして 11 3 可鎚牲·ゎ＼＂森 Iヽ：：：と爪＂わか｀た。

ミ0) ~ \::.'：：つ 11 で 1文．本討詮冷乙＇禎： L <述べ 3.
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¥ 1> /111c x 103 MomenTum 

渫涼対煙勧量分布スベクト｝レ

ら lo 

1), 氏平祐輔・稿記信， 4t::.澁り領式江（ I 切 3) 4 

2). D、 Hai,.,de l', & R. M. La油畔t I chen,,. "J)hys. L砥，江 (l qt'f b) 18 ワ

3). T. c. Tなl::mc1Y\, 1>, C. L ,1 chtenbe哨er&. C.W. Scl-,..,lte I Appl. -P hys., 三（ l '1可 4) 2呼

4). 囲田渫：ヰ 枷士論女

間氾・伊瀑・田畑， RADIO!SOTo 'PES, 至 CImm3

s,0 ヒ21 c\n.a.. Y. Tabat21) cheM. "Phys. Le.1t.,四国m) 435 
り V、 I. Gold-a..,sk.11, Atom江 Ene吋y "Review, 6, 3.(.I q紅）

b). ò E. Mo,ensen & v.P. Shan七aYOV比h, c.hem .l'hy '!..1 ~ Clが74) 100 
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3A04 

ばじめ）＜

グヽフムおよなマンカ‘｀ンイし合物の KX線の

ケミカルシフト

（宕城激育火， X東北入・透）
0 王店、洋一，大麻紺，塩りいが

痰肴ら 1よミれよて心'c幕減化合物、坪加蒻墳化合物の EC衷変にiわ KX翁、クヽ2 ム
化合物｀マンがン化合物 1ぐフ、ヽて 1 .i: x線励起豆る I<. X.稼t S以区）杉泣器）パよって潟悼こ
し、そのl</)(/kp}該塁永め叫関わ心辱状態と碍腱と就討して来た。そ追泉．対
約紅疇諷這加）て1辛 vヽ悩／k(35該比が減少するミとが見ぃ出され、 51v> クヽ巧化
麟：：：： 54Cr >マンがン化合物 が＇閥て、、その疫少する割合ヵゞ小さくなることかわかガ：：？
今l日 I J"さら）：：：：、ミの心／I<は該比の変化ヵf KX 挽砂らと河） X線の弦度変化尺よっこひ
謬ミされがりかと知るため． Si (U)検ぶ器より分解疵の高vヽ X綿あ打装置と）司いて．
ク四ム化合物マシカ‘｀ン化紅勿Jてフいて史験匂行な素ので、その殺果）こついて報告する。

鯰
澤分析装置ば X菜輯装置（束を製 GP+1 型）豆‘ニオ応［一の抑分を利用 l
て、直空燻鱈飽 I滋造した。）叫隣晶ば平面使 Li F (2.d=4,0L8A) を)fjV'.J→
べJゾト 1J X啄効砂則、検立、器俊l と V分｀倣角力＼·. 0、ふ30゜のもの鑓 vヽた。検広器心．
IOmmXLOmm の召ぅー忠（危さ 6戸）ともっがスフ lコー比剖計紋管とプ）アンフ゜碩作
して使月した。捩広が入 I i PR がス這疇． X線麟叫銅麟の X線釦認用 v9 、 N し
フィルクー）こより Cuk！線が心Ka線と疇追視（＂さるよう)~し「：：． X線磨戒の出力は
30 kV る0 砧であっ：：。測定I中の真空度 I す IO-5 のオーダ‘ーに保った．測定に 1J比例；；；悌蹂
ScA. 800 -rャンネル波高分杵呑と接読、 l 、 M CS 法 1てよって、 X線分析装置、浪高分
折器のスキャンスピートで最道の速度）くセヅ1- l て X線スペJトルと求めた。
対象としたクロム、マシがンの｛諺物1まそれぞれ九投巖｝浦謙である。

恭果ぉょひ恙察
CYkX線のJぺ外）レ叫這 1,2 に示す。スペ？トルグ和直幅 Ii約／ふ夕 eT(o,1/5°)
て、ある．工オルギージフトと正確這直するため）叫峠冷解能1叶分がitが‘が、図）て
みられるよう）：：｝図表稼ぷ也にサテうイトto-J力＼‘刹測され． KP5)Kp',呪部分叫化合物の
違ヽ 1：：よるスペJトル」変化が明桑滉われて、ふ得られKスペ？卜）しからl<o1りえ）虹
(J<m tkP')) (KP5 十園））こスペJ}）レ綺甜 l 、自乙吸炭釘うーフ1砂）ごよ
る吸収尋遣正を行ぃ•そ呪盟度と求めた。 こミてさ． 1日荀葬晶1 の反射効年、比剣計数臀0)
計狡効学ぽミのエオルギ4雌］では一定と仮定して補正1ま行わなかった。
心K°' スペクト）レ ＆邸線のスヘ°?)-..)レ（図 1) のうら、 k~,,k<Az I ま）司表稼；てあ‘)

たまさよういら、おおも＇）たがし、しおかわたがのぶ｀
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その強皮比．エ和レギーとも従来吋直と良く一致 l てお‘)、
Lネルギー、弦度の変化はほとんどみられながった。
Crkpスペクト）レ kp 1,3 、応逗表線と地のサテライトヒ°ーク(}<[3', K炉）が｀みられ

み（ l釦）。 &(VI)):: おける邸IJ 3 ヒ°-Jのエ木）レギー／1 、 met凶， Cr(III 比較べてf紅ネ

）レギ遺l にシフト L. 代念物）てよって混なるが最入約／， 8 e厄差が誂められた。ミれ（す
麟尋の結果2,) I:.も良く一致 l ている．

)fil 3 1~ (K135＋園）／kpと鹸化赦との関節を示す。 ミの）図力‘う me払t -Cr( ill) で（ま強渡比の
値ばほとんど違ぃIまな<.、 Cr-(111)-Cr(VI) の比較窪 0(Vl) の方力1’‘ （知＋駅）ピーJ 0成
度が増 l て vヽる、、とがわ力‘る． これ 1立記のkm 功）Vギーのシフトと夕騎 l ておJ.エ
麟ヤーシフト豆該比の変化に相関があることを示している］
k遠に 1まほとんどケミカルシフトカ9v,J.いと仮定すれば．酸ヒ数0)酋加 1 ：：ィ手う (K阿k砂

弦度ttの舟加 lす邸／kp弦度比t汲少させ、 Si（じ）検広器｝湛よって求められている応／k(3鬼
艮比のケミカルエブェクトと説吼する：：：とが可
能這叫l る。しかし（や5+kp//)t゜一？遣
加繹 K叫侭島支比への蜀与 1謀約 40鬼て•,
ぁ＇）全てと説明することはできず、さら）：．
k討叩ケミカルシフトにつヽヽて放内すか啜要
がある。
マンがン化合物）てフいてば邸o影響ヵ＼．‘犬さ

く、よJ旗叡｀あることヵ＼浣わがった．
l-)よ述ぺ｀たよう 1 ：：：：奴／ko]均斐比の蔽化状蒻、

1：：よる変化は主）~ K遺辺度変化、特）こ．
kp9/, K屁t゜ークの変化 K よるtのてかあるミと
が明らかになった。

問1) む芥斗，知ll司甜囀謹碍腹囚゜こ（177).
邸．2） Y.6ohskL‘et d}sfeetro心ti叫心逗／7 f ('7ぇ）．

さら）：化合物の違，いによる
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3A05 鑓叶ILコゲナイド層）M化合物、 FexTiS~(x二治，Y)が加佐）
本＇ぶび｀哀叫S豆乍双/1"ウアー分光営 Iこ吋玖給証堺桟
（稼立文寇，知均e t'Sだ） 0 r,'11元乙． R． H 、 He..b-et 

I. 金属ジカ 1レコゲナイド/ M応 (M : T,ん， NI>, Tel; X: s, Se)1J:層叔桟．走と有 l こ否
＇）、 そtJ)希 l炉遷衿“涅疇 l て辰 1記t.合物口形成す 3 シとか＇知うゎて 11 i?)窯研沈て｀
1J, メス／＼・ウアー核むぷふ鉄屈｝豆玲 I~ に合んた••一立の履 In 化合功，下豆Tふ（x., 1/4, Y3 
不＇よび％）茶よぴ Fey.3 N l:, Siについこメス／＼9•1う？ー効串直‘1定1 行 D,. 、こ卜ら化合 3紐

1こ1>''T”欽廂う＾な紅＇態 1 よび祁 3 カ営 6.)誉劾 I:.. -, 91 こ 11 (. -,っ．＾知見が記炸の？．．

莉告す~.
ぇ．＂”ク惰ヒしt lR •• r-. Tふ Iっ文泳｀tc罰臼、5)1::. ぶっこ令取し玲末 X綿0:rやよ
9 drぇ望であ 3 ことで確認 l た。 F互TんS.2,'む鉄え素と ,.,s迂⑲当 rJ A這昔誅氏灼給 L.
苺立中q oo oc Z`• 2 日 1匂加熱 l たも＾乙．氾r後粉叶池令 L 、函ひ" 1月し.. " t簾立や＼直爪
保斉 L Tこ役かくリシ令tr 可ぶと，こ S っこ径r'-. Fey凶S2'1 対応·す 3 各え乗そ化 l只埓tヒ 1 こ
浅ふしたものと、 Fe可TんS 2. (7\場合I: I司穏 r戎哀、 ll月
いて加秘令氏｀ L K. 1寺~ -t--T::.層 lり化令芍» <11純祖応’J' 舛
”示研炉っ，、て 13 ．え甕／6 竹不｀ 8 び粘ネ X 釦!.'I 33L"・・：．．．．．．．．．．．．．．．．
甜::.よ, z 扉秘 l T~ 。メス／（ウアー効尋，0)瑣'|定93,
4.2.S. T豆か K 咄し氾訊~z行「J II ，邑炉校告，, 32 

J -Fe t，刊，，て1f TJ,た。• Fe炉S.2,

（こ：・す竺：日i9 : :メゎ： 3 ヽ':つ？K- こよぷ．I t!e叶．．．．．．r．心．．へ．．・•...•.........^...... 

13 っ 3 り l R 叩粒鐸b‘・・疵iり1さ卜 rJわ‘った。 しかi 50 
u 27 ト・”••......ｷｷ-.... •.... : ................ . 

l 装令稔 It”ぃ <r, フこ I I 3 ：：ヒ心ら、スペクト IL 1: 

介製't- L 1 戎ゎが「↓＇祖良＾四いら令致モ哨し~,,
るものと汚乙らが 3。表 1 に得らぃ r：：：メ又 l 9ヽ9 ら P­

/\0 ラメ- 9 -E 示す。 号虹＜手シフト＾屯 b• ら｀屑濯＼
に 0＆葛 ~...,__r, 知う心 1べこが面の祐ス c• 炉lk｀ij.,:

rふっこ,, ~こと P‘いわが l. Fe.治Tん S2 バい、庄兌寺
のii'I 定I>｀ら俎 Ir 3 (ii Iこ(J., Z II ｝ヒ和壱 19さがこ不ヴ

孔｀？＾得 rィ令甚し 1r 矛盾 l て,, l • 

Fex.T,i,呈 1; J~~ Iこ〒エth- 3 t ">,,. N,;,A s をと dI2

翌の If In 0\糸舌，f孔恙正て布しこ不‘’J ` 出Aパ辺 1こo,•"'
全体(I\—祁ザ大わ可日篠造ヒしこ表わすことや‘"?"3

3 . こ＾碍造 Iこ a‘ ＂て、餘涌、 3,3 ム（B のイ丁ウ飛う

8
 
2
 

r
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」
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65 
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.• F~必tS2,

. Fey;ili.S.i 
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メス／＼‘・ウアー lヽ゜うj- -1-にtって正 l＼配籾 Iこヒ）国 3 が 11 3. mと 表 1
ら介翠0\ {$,1 →ia 鉛 rJ鉄ぇf町市 2 t°ン＾場令 疇杓鼠紐ぷ畔勁製如 瑾れ

（mヽ／S) （YI\笥／S ） (k) 'Ill田 IS

にtc萩tとか rナ）、1 ， 9 n （とモ子しして不• 9 `イ
やy年Sぇ 0.730、30 330 {),3し

ォウ 11 口和3 ぶ， 9 /＼町沫浬 E 形欲‘して I\ ~も 丘Tふ 096 - 448 o,t-l 
~ t息わり。 Fey汀終迂 I司彩口＇•エ 3 砂N\,＄~ fe江S2 0.7q 。944 3ぇ3 o、 37
17¥ I"ふう令砧＾ i歪 I7 転TんS…釦＇）も沢う< rJ 4ュ3（愕年）

Feかぶ。910、43 { a32 
-,てヽ I 3 が＇． こ＋ I1 F .. YlN硲2 にび’’＇と叩9衣 362（恥迦k)

コむこ、，｝イ 4 Iうo, I ＼面炸セ両窃I b‘•E紅ふ 重晨如年1団ふた苓準．或9足逗祖心湛．．

の古令，，Jひ可’'んで II i T二めヒ哭えらり。 ：：のこと '1 砂Nb S,."'X 統浦せ負9竹の希和果ヒ

もー杖して', 3 。以.J:::."'桂§、から、 Tぷら万‘よい"N l> S,2, Iこ岐著コト r達柑桑3- I不イオ＇う熙 3

瑾合し入偽＾術}t Tん心に侠□ 3 こヒ 1こよっこ｀ン允 I二m r ぅ r9只‘⑫年表
ゎつわ 3 1凶如翫口 3 ものと表えらが 3 。 F焔TんSュ→ずT；望s;―,己y3Tふ→
Fi"t T.,:'.叫ん界＋sr, F咳T心→ ＃ヤ叫~s~＿ ネ・よび＇ 己y叫S2→ Fe4ヤNb4.,.NE 迂。

ー紐 Iこ憔反跳分卒、伍温

官変代 1319 i不＾デ'J\"1 &f以

を削，、 e ；炸＼‘^ Jうに表わ

~~a. 
岨＝ュ立一 (l) 
4T MCえ七e点

c' 
4 し•••T--------べ＼

O Fヽ

• T;.(orNJ.) 

・呼笥竺
3 s m9  

白t1 メス Iゞ切？→知返裕
工え 1レギー， 1'1 l'J ~~, f蔓舟

ヽ
ヽ

ゞ‘一 ヽ¢ 省略•29
a•b 

Fey+T;.Sa, F:m芯Si五Ti,Sュ
北，3 示・ルツマン定敬． 釦g (a‘=2年，じ辺a, c'=2C) (a' 直a., C'.＝えC)(a‘｀西→..a.,c'夕広）
メi.. Iヽバらアー柊虹n. Im．和Tも（エ＝舛，治，陶匹z,...'邸 NbS.i. a,・結品楕遣．
“ヰ d 厄斗 b`"母湛令 I吋， d 幻／d.T 11-禎紺l コいパ 7 卜 Iしパ訊魂訂心品訂誓化
払 A/dT z｀歴訂翁し 3 こしわ',tマ． 0立＼｀て団，｀こ巾祁強社心品度変化ヤらメス／＼’＇ 15 Pｭ

松｝温食，釦謬｀あ 3.::.. 'Cがて＇•3 3 ゎ毛 I I＝示した釦の｛直,i 1-1 =>57 ヒ l て平｀あ E1む＂あ
~. か- y，の叶 I点最も又~ r, 氾 e 子し， X＝%) II~のおが：： l う 1吝‘1恥·億こそ L rこ。 己沿N卜各

の鳴令、 シ"0k 阿直口｀・租度化が見ら心i＆世＾釦の泡Id、 Fe片TんS2 のが＾く邑 I逗< rJ 
っ乙1>·')経腐社＆ b＇蘭じこ＂苓 3 ニヒや‘・反吠コが 2 1̀ 3 もの'c.差 L ぅ卜 3°

文献
(I) T. T11.f<A4,;1, i a.'IId 0, Ya.)"\屯， Scl i d gt吠eCK~•) !l.,ぷ (lt:j'7 3).

(.2) M. Da"otぷ止．， Mぷ．1'es. ~ull.1 .S.., 13紅（ I qヮ4).

（う）下． R. 年→＼e 幻A T. H. (:reb̂Ile) 19 Col:d 叫ふe Che`I如糾 Series) vol, 3,, 

eel, ~7 tJ, B. Ha.'l'l'lltl"/, \"\e'II四 I New'(ork) 1 qヮ6.
(4) R. H. Fm叫式巫，ph;i. K吋•9 芦， 9 26q (lq"り）．

<.5) 下．K:. Lot和叶i”令必d R、 P. V…⇔t呼ele., J.知p\. pkys.J祖，4-1ワ (l い8-).
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3A06 鉄し含むホ濤11 リウムガ｀うスの KI B m) スバウアースペ 7 トル

げぶm o 面訊詞・高島良正

邸籾噂む麻填げローフ‘’としてその順囲噸閲知うことが可餃であるf:h （ミ
メスバ｀加— I討光滋 1坑紅切認心計丘おいてもすぐい［こ手段と Ti~。ホウ鰤勧‘クス
において，修飾1 ガンであがカリウム 1 ず｀えわi黒度を I曾すこと（：よリ B0午ユニットの
放が増’加すクこtばすで{:E S R を用い[._店勾 (I) で明らが 1 ミ rJ-，ていう。修飾イオン
濃かさら 1 ミ品 <Tiうと非架柑惹素屠心か生成さ収， Bo,,.ユニット王成｀しの社争反応·'c fi 
?7.這｀ （ I) で 1砂骨の Ai十を令iげ、ウ蒻ャトリウムか‘うスを生成し I I 、 0 /(10舷程
庁のね輝詞 E5 R 噸虹砂，f:．その固果｝ナトリウム 4 ォン；い力‘`.J o モ Iレ 7。
紅 I ミ riうと Aa゜i`、ょ礎微掏吸収強度が‘減｀少し 9 :(/)こヒれ｀ら非架橋諮索原 3 繋孔の王
屯か雑楚さいに羞君ら(1-萄げ芦鉄!, 7 グ。含 1ぶウ蒻カリウムがラスセ網般し， I叫表の
輝も行Ti, f:がスヘ°7 卜 lレ吋餞'l l1 でき Tiが，fこ。
これ 1 での屁尻でll ガ｀ぅス内の銭農度を度化させてもメスバ‘切ースヘ゜ 9 卜 lレ/;に合化

がみらいながっf： ［あ I J:.言U が非架樟癖索原 3 いびその空3しの生成ぷメス／げファー／吠
蛉 Iミ研究す｝目的でこの実、i紅行「iっfこp

” 長式ス伶0 如o—入）恥霊03 ¥. X = o ~'f-衣 I L.- /z。)で示さ卜｝丁、ウ諮温ガラ入 /1恥
ふ和曾量研 lヽ行 I ミな｝よう l ：言式委4揺0) k:z. (_O3 ，出 BOゎ凡03 と猜杵し， H釘っ
I狂秒し［：。佐、熟＄J:.で数鐸i;'I秤熱しげし電気炉中 l o oo ゜(.._~ l l 00 ゜し匂麻Iり滋骸L.J
るつ l狂輝で急斧し1: 。このよう 1 こして 1号ら.I,\. r-. ガラス試料(J),‘゜じね認加首13 の）
応ら 7 ースペクト Iレの浄lえと行 r、I 7 ［こ。ね烈年 11 日禾原ふ n i衣汁東海研たが閲
照船施設 (I 、 I X IO6R ／伍）で午｝陪間，ぉ↓吋遺1月社虹1 l>行な，（ミ。
捻果
炉 0) r 王 lレ汐の試‘料9(/) メス I<' らi'ースヘ゜クト lレ I it M渇銃曾導）の他が｀ o. 午も～忍

程庁 1.. J ／澤し T: b ふ~”凡町哨見視1jさJA r~ (@ I). 
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-8 • -I, -~ -2 0 2 4 逗‘庁（し、S―')
団 l. 1＝夕むーグ•の詑湾か）ウムがうスのか,~-~?~べ 7} Iレ

-2 -I O I 2 
逗~度（mふり

図 2.x=IOそI レ70 (l> }島令の
メス／i・切→ぺ外 lレ

l::. L. Tミ｀てつあき・たがしまよし 3 さ
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疇衿製の値l1 え:,. 0 叶が和 0、 /1,y;iが見え二ぐモ Iしヌ 0研叫 0`aI～ぷS-/ であフた。
マ 4 、} <ージ？ ｝口四極認署疇'17‘~ J ol —he,._O3 l ミJ環卯でみウと矛ぇしい。訓科
碍色 I1 叉＝ 0 の心噸~}又＝夕豆？o のアも含研肴｀力‘7 色であ，fス。
7.. = 10 知冗心の試科のメス I<‘ ら 7 ースヘ゜クト Iレrl6 ／か見しt: 2.,$の知直和払ノ

パラメー？ーの他1I‘ 戸正疇'14型 r、配墨さ卜 I: Fe叫叫属gり。 ll図 2)
叉二 /0 毛 9\...7。忍和Id マ A‘Jマーシフトの 1直が 0 、 32冗が己嘩砂＼我のイ直/1- /. oo伍吋

1ム＇）に0 のi影い母’す L L も 1 ・、両 I3 ぅメーダー共 1ヽ滋‘ナを示した。 （表 I)
ス：： 4-o も 1 レ／。の試料 I ミおけ;7 2) = 0、 z5
加ぶしいうi直I J- K1302 -Feふガ｀うス
CB/Fe= ぐ， K =ぐ0 tツ）の恒，；
= 0、 22 '}>\IIぷ｀ l ド迎ぃ (2) 。ま r澤滋手
鐸』の他 I J-ス＝ 30 モ、ヴ。で 0、応ぶ
匹 I} I こ./A.t KBOぇ―凡03 ガラスの
誼J A = 0 、かL 加nぷ＇ヒー致していウ。
ム這以＝ 30 ～⇔ ／。で la—知 Td^,
てお＇｝）グ r; くヒも x = 30 モ lし゜か江で
日閲国1即叫加—足I ミ「；ってい
｝しO') t巴ゎ臼。
ーが叩、Jマーシフトのi直l'Jえ＝⇔モ l..,9山也I: 至 3 1-で滋沙していウ：：しがら，

k ュ 0 の培加と共 1冴翔滋涌蹂原ふ致が増加し）し T：が＇，て〗特討ヤヒはなすれ絃索イ万
ンが対加しk t(7)し思わいク。

泰）． mo(I叫X)13.2.. 03 7 和0げ‘うスの
メス Iく｀ら？ー／、・ぅメーダー （瓜以5ー1)
『Jズ~

0

5

 

0、午も

0、臼L
[)、/7 
0QI 

I o o、 32

). 0 

30  

午〇

{)、 30

0 、 30

゜｀ょタ

/̀oo 
tJ、 96
0、 8ぐ
o紗

謹2
u) FA叫凸， S A心ド E.13。ふs J A.B i s伍い N. J` k心見J. No?( ふゲ•

む紗ふし S。ね§とも的 (1977)

（2.）高島良正、面訊叫わo 町放船叶で項玲諏藉芍集 3A8 (/976) 
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3A07 非晶質澗賃のメス lじウ Y ースヘ°り卜）レ（沖 3 報＊）

”F屯メス l『ウ了一分光法によ釘ロフェンの構造化営的研虎

（東大理） 0松尾基ぇ・村田渫洲雄・富永健

1.非晶質物質の椙造り基本要素は最近将原手の龍置である。メス l\‘' ウアースペりトル（す
メス l\`‘ ウァー原う周囲の沖一飼位圏にある原子の試置およびメス 1\" ウ了ー原手の酸化教に
極めて錐敬であるため、メス l\‘・ウァー原手を含も非晶質物哨の構造と条音合の有効な研究手

段である。？ロフェンは、シリカ｀了）しミナ、水を主成分とする天然‘の非晶質粘土鉱物て‘‘`
鉄屯若干含も。本研究ば種々が嵌濃度のアロフェン色合成し、 その 57F€ メス／＼｀｀ウアース
ぺり卜）しか 5 ァロフI.ンの構造』碍的知見と愕ることを目的とする。
2. 鉄を含もァ 07 ェンは． I卜坂丈予 I) 5 d)方法に従い．ケイ酸イオン，ア lしミこウムイ
オン．鉄(][)イオンを含もぬ容液か 5 挟況法によって合成した。 7経の合成: -yロフェンの化
学介析か 5 その組成は表 1 a,のように在リ、化惇式は I. 8 SL02 (A£［一x.. • F-e x)2 伍 •8H20
に＝ O~ 0.15) と表わさ礼る。
熱重量令枡によると、合胤 表 1 合成ァロフェンの介析値） DTA 及ぴ粒度

試料は他1/)結晶性粘土懃に見

5 れるようほ明 5 かtふ啜着水
や結晶Kの放出はなく、伶々

に水を放出するが、この脱7K

のイ［知［1 アロフェンに特散的
なものである。示差熟分析て‘

は｀ q 7 0 ゜C 付迫に発熟ヒ°―
グをホし、合成試料が単なる
シリカ・ア）しミナゲ）し11)混合

物でばなく、粘土銃物ァロフ

試料

A 
B 
C 

D 

E 

F 
G 

a）介析値

＄瓜）2(% Ai2 03 (ｾ F-e2島（松） 比0 (%) :xこの 1直
2 9.3 2 8. 0 o. 00 41.4 o. 000 
2. q. 2 25 、 6 0. 5 8 40.4 o. O 14 
2q.4 2 7.4 ,. 15 4 2.0 0. OZG 

2. 8. q 2 S. 3 2.17 4 |.4 o. 052 

2 q.5 2. 7. 6 3.75 40. 7 o. 080 

30.5 2 G. 3 5 、 23 3 7.5 0.113 
n.7 23. 8 6. 46 3 q、2. 0.148 

-8-)DTA C) 粒度

発熟ビ—り(t) (A) 

q 6 9 230 ~ 360 

q 5 3 qo~140 

9 4G 140~ 1 釈）

q 3 0 I io~270 
qoo 約 I 80 

882 50~qo 
8 5 3 約 I '8 0

ェンになってし 1 ることが裏づけ 5 礼る。iた、 このヒ°ーり位置が鉄の含角量の増加ととも
に低温側にシフトすると II う現象（表 1 ル）は、共沈法によって合成‘した試枡に 1 いての
み現われるものて‘ 単に水酸化鉄を混合しただ｀けて｀｀（1 シフトしほぃ．こ n ことか 5 ｀共況

試料は鉄を構造同手の一つとしてと＇）込して｀ ＼＼ると考え 5 れる。
粉末 X 線回折ては非晶質特有の極めて隔広い反射が 3. 30 A に見 5 礼電う楳叩折によ
っても．非晶質であることが確かめ＄礼見表 I c.［こ電令罪散鏡写真による粒度が大体の
分布知示すが、粒度と鉄濃度の間に相間は認め 5 れな ll 。隅電｝消漱にあ‘いて．伐濃危<l)
増大に伴し、長春命成介(1)戚少か言忍めか札にが こ゜結果ぱ 3 d..電ぅにょるグ工ンチとァロ
7 ェン粒手 n 明うし性に上＇）説明さ礼う。 2)
3. メ又 9\`• ウアースペクト）いす約 l 7 0~q O 0 吼｝の試＇料徴紛末老吸収体（ I. 8~4.3 

まつおもとゆき たけおますお とみながたけし
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町 F-e.／C'!'/1,z) 'lし、宦温及び液休窒素温度て｀透過法によって勁り定した。寛温のスヘO') ト

ルは、磁気的緩知現象のため中央の叩極介製必“屯互吸収が‘紐Jに尾ど1}いて 11 ~。異
釦本シフトの他は 0.3 3 m 111,ぷ＇（鉄募準）て｀＼ こ如1 F-e..3＋か‘六配仙 l＼面体構造をとって
いることむ示す。凹極介裂ん絃よ紅（△ EQ.
= 0. 8 I 吼呪 S ―l) のう＄、よ').iE. m速度側
のビーりへ方が線為が広いことは、このピ
ーりか••S'TFe恥（土予←→土告）の r遷紡
によ 3 ものてあることど尿し• !!!)極結合定
数臼釘符号は正いなる。さ 5 19Fe校
叩極モー:J.,.ント年か王てあうことか 5 、

名も正とな＇）． このことは例えば｀． Fe3十を
とリまく）＼面体が上下に引き仲ばさ札てい

ることを示唆する。
淡体窒素湿度のスペりトル（図 1) は．

石配気介裟ヒ゜ーグを示し、 兄の内部磁甥は約

5 4 OK 0もである。 ll 3 い 3 な鉄濃襄の
スベワトルと比較す 3 と．えの域り、すな
ゎ 5 船磁世鉄イオン濃度遠加渇 l\、中
央0)町柏令裂必似メむもの吸収腺福が増大
し、磁気介衷ヒ°ーグの相対滋度も増大して
＼＼る。祖気介裂ヒ゜ーりの存在は、超常磁性

効失又は常慮l屯緩組によって説明されうが、

鉄潰度と粒度パ乱に一定の相間間1系が認め

5 礼ない（表 1 c ）ことか 5 、後者の影響
が大と考え 5 札る。す紅ゎ＄．鉄濃寝が小

さいほと‘• Fe3tイオンがアロフェン中に広く

介倣さ礼．イオン間の距離が増大してスt·

ン・スビン相互作用が弱ま 3 にめ．緩令註寺
間が長くなリ、磁気介装ピーりの相対淡夜
は大をくな 3 として説明さ札;}.

B （年＝0．014)
いれ·卜し

C （エ＝0.026)
土よ曲、．；＇し一

9
9
1
0
9
9
9
8
1
0
0
9
9
9
8
1
0
0
 

(
o
l
o
)
U
O
!
S
S
!
E
S
U
'
E
?
J
l
 
a
>
-
-
f
l
l
-
e
u
 

99 

98 

97 

96 

95 

湖

図 1

-5 5 
Velocity (mm1s) 

10 

液体窒素温應のメ又l\`‘ウ了ースヘウトル

* Mossba.uer spectroscopic stu.dies of Sn(IV) in. 3]a.ssy a.iueou.s solutions : M. Ta.l<eda.., 
H.K o.nn.o 叫T. Tominaja., 8th ln.temo.t. (onf. oil the o.pplica.tions of枯e Mosshaueャ-effect,
Kyoto, Au.su.st I i ns をが 2 報~とする。

1) J. Ossa.ka., ~-lwo.i, M. ka.sa.i, T. Sh.iro.i, and S. Haniada., 
Bulletin. of the Chem.. Soc.. of Jo.pan,丑/ 716~713 (1q71) 

2),(手燥｝島野，ねl 日放射線化浮討読会（東京） 1 q 7~ 年q月
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3A08 (N,N仁ビス（1 -巧lレー 3 ーオキソフ＂今りデ｀ン）エチレシジアミナト〕
コ Iくルトば）梯脊吋既メス lぐウァースペグト）レ

（祁認葱） oa月頑印•J逹叡瑾店庄噂敏

1) (N,N'ービス (1- J +1レー 3 ゾぎゾフ‘‘チ＇）デン）ェ今レンラ万’ミ丁卜〕 7 （ acen) の鉄畷昔
知ぅらいくつか 1 さ， E~ I<'., ふ姦促卑勺ヒ‘‘hヽゾA＼二可2 のスと°2平衡鎧麿7"あること疇
られている。i）スピン平衝錯杭の発光メス 1\‘ ウアースペクトル Iさ、 EC 渓変の効果4淳麟
に与んな影馨＇を，ズピン平衝の脅動との関連ズ‘とらえることダゞ 7を興味環へ，主いマ
遁遣件についマ殺告されマきた．末研究て 1すズ巳゜ジ平衡錯店fある（匠 (ace心（py)JB ゃ/,)4
の吸収メスバウアースペクトルと， それに対定する〔57C。 (ace.れ桁）2J B(Fh)4 の発光メ入 Iゞ
ウアースペクト）Lを，関連祀合物とともし：：検討する．

2) (Fe(o,c_叩(py):,_]B 年 h)4 ば叫叫ら 1) の知えによ＇）合成した．（ら（邸叩（N疇〕位 lj
Cos訟ら.l)の鐸 I::. J')釦咸した。この錯梼汎eOH 喀忍：：燐斡h)今の嵐OH 浅が夜を加え
ることに』―‘), (Co （瓜紅）（NH込J B『h)4 を碍 r：：：． ここて'、 NH4oH のかわリ／ミピリジンを用い
ることにより 1 (Co('L土）（r炉直~ (Co（乙）（ry)且均h)り＼脅られた．
ユJ\‘)レト姥條 1：：ついて 1す NM R スペり卜）レを役1定した。一例を図 11：：示す。

(Co(acen)(ry)譴
,(//-1, CPC13 

の NMR スペク日し

8
 
7
 
6
 
5
 
4
 
3
 

2 PPM 
(5) 

NMR スペグト）L からは，コバルト錯仇 k:. FvJ日らジの指オ蔚のさうにすべ 7 あ“△―
←呟形であること六わかっf：：一叉，扮末 X 線回析スペクト /L から 1 （伝仮Ce吟叫は
と（長 (aceれ）（ ry)2) B砂4 は同一の紺晶形fあることダゞわいた。 このスペグト 1しを園 2J
1ミ示す。

il 2.. I (Co (a.cen)(py),)B蝕

10 、 20 30 

(~位cen)hy)l]B(ph)4

ム戸 10 20 30(ー) 29 
粉末 x 魯長 lfil桁スペクト 1レ

あかし L`’ ゥんこクんんどうかずとざ，さのかろとし
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図 3 I:::(Fe(a.ceれ）（py)ュ） B炉 h)4 の吸収メス 図 3
I\‘ ウ了ースペクト 1レ（久）と）対応 1 る (57C。

(ace元（r｝ゎ）攣）りの愁光メス！＼＇ウァースペク
疇隣示す。癸洸スペクト IL i渭底芍線幅の 1.00 

広ォ、ヽ l) の応：：：，賂光スペクト）しマ''1すー紐のダ

プレ、，卜が新たに加わフマいるのぶ親朔1 でき
ふ このピークi\9 EC}稟変の後這効果）：：ょ．l)
生じたものて□ 累性件ラフ l- I.(!SJ樟這桑9尼

から、高スとン，叉 1詞間1 亡ンの二価の鉄 。．96
這属さバる． k7C。価）倍昼の EC爆変の栢果
生じた畜双ピンニ征iのI,ヒ哨健 I;\, シュワ薮錯
知どの混念 1：：：駁籾 I されるざう 1 ミ）配位子の
復類 I•こよらはい遊離した鉄の特歓を示すこと

訳匁い訳，この饉店の場合は，迎離した鉄と 1.00 

して 1 J員l鱗·シフトバかさく，固も品 3 との粒
店沢訂：：＂歿＼ていること沢槌定之れる，
成収虚光のメスバウアースや）卜）し 1主
このビークを防 I/ Iずjく一致してあ｀＇）．紗滋
株と］／ゞ／し卜錯如＼‘ど｀ちらもか砂心ァん止玖
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町‘‘ある：：：とバ，先のコ l<lレト錯／ふiJ) N1Y¥ R 
と今わせて哨らか I：：哲った。イきスピン三価 1 ：：
帰属されるタブレソト A\'... 高 7、どン三低と
穐定されるし゜ーク B”とも成収、スペクト 1し\::'.
発光スペクト ILで大を To 史犀訊I く，欽遁
のスピン平衡フェナシス 0 リン錯体のように

応t'邊疇起訊這スに’遺疇六増
すよう↑ょ効果は祓，視11さればかった． これは凍変後／）月必ね雰囲気奴‘）侶八゜ンを高スビン
疇起するよリば単座酌立手の紺旋又 IJそれに嘩ず＇る変衣をひを起こしマいうものと推
史芝れる＂ C7C。（鯰心（NHふJ f3(ph)4 と (57C。〔紅か）（山山）』 C£ の発光メスバウアーズ
ぺり卜）し IJ,図 3,(b) の発光メスバウアースペクト）しとかtJ')よく似t：：』し屑向を示すことポゎ
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3A09 1/り篠） 7ツンソ／チナレソジァ：ン鑓麟臨昇朽
譴）廣rn肝型錨知 EC攻支鯰‘`(IJ1.,『)尻虹伴う 1改峨卓

（鯰叩這豆）譴鳴／衣野誡麟瑾辱麟

鱗鱈Iくお＇）げ知輝疫屑ぅ疇叫屎（がッ｝戸 4訟災）の五葬Iくわ'\) 1 
13 ，び訊麟疇力 II て｛馴炉‘.)Jらわ丸．（ぎて (I§ ．し、い「 lくいくつ
炉巌彫叫われf事｀仰［該＼ 7 ｛局rりh零料砂絡過程．lて↓る説明）J肴戸ねりれ
る。冴須り I~ ：遣抵巧 1 1根告を重ね1 豆か｀、 1) 、 2)／讀譴諷肴召系汀 l （さ
り 1＜援討し［：の『胸す3, シ‘立ウ巌繹叫ある') 1-a,カウレ”：：：：：オン以（釦 1`'l)
5 c心）鋒舛がら m （声）夕7厄 9 f砂（り／）知函呈直通i"f虹応す 5 喩t1 外{)ztの
疇碍和恥（Jることか潅籾：：：：れていふエナレンジアミン西tf立チ1ゴ閉し了＇Jンュう
釦疇ね紅1吋の生底畜Jjか）。層填釦知麟む企‘ゾト〗トム1T)闊団）J局対的
訊船絡広うりうが｀／初際I:.“”t万）Vの I}生焙り［もり介、バァトム
叫加囁釦露訊ふ厚ウ釦和r.11遁元町ジ＇かりが‘、生成'iて 1) うも幻男
えりかり。｝ご「雇 I叫霞のうえ（芦膚(OX)+ £抄ンジ加ン(en）□’'/ン砂
(―。zC-CO; + H叫C-CH2.NHし＝ 2 露-CH~叫）と 11 ぅ靡K羞此，二り 3年ナ
の；騎屁 Co(11l）鉛知 EC 攻旦(1/1,『)麟 Iくつ II （疇磯叩町‘§ --t綱f:。

麿湖，Jり求（：。夕7Co T`' 樹、刷 1:

•：：砂••: :.:.:'•',’·'・

〇~...::·,·::,::, ... ・ .... 

•.':;•｀ふ•;:...,'•'•’•, • •. 

®叩（心）下遷程知 l考す 8鋒紅既租の 1 (T :`• :·"・ぶ．文:.. / 

．．＜．；．．．し:•.•. •. ｷ 9 : 

’•ゞ：•玲',·:.,.

じ｀ゞ',
..:... •. •`··,· ••ゞ·•. • :··:··.応

,,.,:•,•夕•'...

町うことによJ‘死。叫砕麟｀めに叩2-tの • •’:• 
碍樟11く示す。 9ヽ: FellL 
彗正I~ 印t:紅メ｝） 1’' ウァーズI\'J卜）V 一
が透りが［冗（EC)喰過程1: よっ了幻戒する ・一 Fe1l.__J
叩z十の吹量）』 k虞o(()k)3]加o>[c、吟）J恥D
> [Co (en)J J{tJ'OJ)}の IIl恥 rJつ（レ） 5。グ使虐釦

-2 0 2 4 （況か
叫土危
~,犀をo(ox)3]•3出0.I b ，尼飢］・2ti必
｢, [57Co (en)3フ (N砂

ざみ‘()[〉 I);, あさのか引記））んんどう門‘'汀，切りどレ
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3AIO トリス（和沙ヤトナト）J.バIし卜（lll)針拌靭ぷ光メタI_ぐウ？づじ＼°外 Iし

（耕江捏） 0動臼屠研陽一，伍脅I翫，

C）．曲此疇読芯幻駿I字｀）出じ婢瑣頃騎)\''@いこと 1 詔命庫か1:::.
四心ら、そ 0靱枷釦祁宜加l魂虹＇あふるかス／＼｀m-今光i詞鳩叙＇
碑唸劇の状駅を介祈tm行をもつ。和々ばこれまで57ら裸ii\'コ I,· Iレト作環に
疇す迂恥囀状駆如Lて m 反。 ””`(!II)節和も訊｀戸如li)叫、
卑心スト叩 lヽ'1しば尉本の放卯森（ぽが辱蜘蝉すがことを痢らかに L応
鑓ふい｝ス（げ叩；Pハ’'1 レト（lll)膀（和紅x スバり？ース勺いし直測LI
惰如れシイト辱ゆ研、}t渇び

@). 91ら瑶淘ド1 ス（p-叶日 1-)1/\' ルト0嘴伽伶叫‘
幻 l 叫なの 57凶虹滋咽コ lゞ叫と 0 -ジ'サトン；ジ｀へ'‘`/‘}イ Iレメタン (1-1必切）／
叫｛ロイ Iレメタン (H 叱P'YVI）をエ '://-1レに入れ1 10 ％怪碗｛し氷系氷を痛下 L ri砂，
約 1 蒔）瑾這誌。倍らい碕酎和，べ｀＞ゼ｀以＂抽出 LI I 9/ -lし匂加狂謡とし7..竹
広、丁江「：：ゃ

(57応． n-2 、 C。om)(c,(_ b…)渇釦暉 , 

町oi鯰索（凡ば3solへ，）．と HAbm をエク／ーIL中（＇反l応マセ，へ‘>ゼ｀ンでt払し
砂｀ぃ啜（止）贔応 Iolm3 の叫い）ぅととも l：：：：：，心尤＇ン蒋必し＄縣読除
LU麟を倦応
`Qbm)3べ巫cac)1 莱釦鴎
主は加）3t合い孤年）3 4-7, 6 ，，，，，］とら（四ふ叫 0冗§をヘ・ン包｀芥鶉し

玖辮喝I守＇）、混恥母応

(3) I図 l （こ 7§K0) S7ら球i甜以~p'l'Y\)3ぶ（必心，＆（硲）う I&(Abm)3心該ぷ＼゜
？トルを示す。ら凶畑）30 ス '\°7 卜 1しばム叫m)止）もみが初含ぶ和げ氾，ま凡
ら(olb ,m)31 H紅印JスI\・ 7 いしを示す。（釦 1-:: 、 4、2 Iくにお 'T這砂佛知硲ねへ°
炉凶示す。ら怠如”ふで粉唇r捨籾Jスヘ0 7 いしを示ml‘; Co(O湛双）30 弘、如屁1
碍戸二つ0)(Jー吋げ澤9砂f＼取’｀m。 H紅臼砂 7 いしかウ ”Pe(III)錯
｛和煽鴫1,”Fe(4bm).3ヵl"(応--v:J:.ff )KOe, 57昭co~）況‘'.(”“士S'-)kOe1
57Fe 凶況）国的豆） KOe 汀和如ら年。
今立知JJ＼霞L訂疇磁在コl\..Iし卜雑（和 1均［叩迂恥II)、J脅剥）の（ヒテ如，
闘紅和1-=もか叫わ汀， 7匹叫とんど‘孟諒園］巧 7 いしむ訳只切＼フ仄。ニ
叫芦蒻魂咄u房r-:: Eぱ該心｀），評磁艇瑣爪詞 LてしI} ものとi輝じ（
涯、可なわらI E(t該I-::.よ＇）吊邸茄咋栢布叡冷を起し虚叫知証伽ねィ
か朽?“Plレとな'),5'l Pe ぃ祀紅ピンとうジ'/Jl区）矛訂希｝咄むA相互｛fl和麟I

もんどうかず｀とよさかいよういら，さのひうヒし
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叩b~)3でもっしも但<.,凶正）3 1JI7 1. 103 
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1212, 4、 21, の愁杞双 lヽ‘叫訳7 卜,v

P噴1J＼いい l ）：：とになかつ一方がのメイ
l」をも 7 し(_Apm)31す， 4｀2KCも既租0
匂位(aC,)3 のい• 7 卜 Iレ 1喝知 L てし'~。 L
汎 78- k の S7叫l)研珠11Co(4cac)豆‘J
紅あふ北11-恥伊籾“Eい該l こと
も知 1, ~詮瀾葱を私L やすZ.,炉達｝
P'り r]Felこテしられ澤扮“忠＜ rが7._ ll ~ 
と芳しられよう。
叫叫い）3べ位匹心沙租知輝
かウ幻ら⑳m恥いワI- IレI こ研ヽよ I灯
安喝如口、、もに⇔叫')'Y1)3令う紐手にょ践
外双四衿}I~ぁ各＇）大3T讀逍屁｝と Ta­
V¥ :::.とが＇えで廷 D

吟府、国ら． う 2lIi放炉ヒケHI合,t (,Ao4) 

ー 10 -!;" 0 せ5 +10 

函 1, 7fi k の憲光双バ如ースヘ゜加レ
囁111／5
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3A I I 樟合繋置讚9：よ昌インア9ン＇ーシ9ン

（東北虹r) 0 訊t胃し婁序縛二溢り奪信

演者ら 1t数年莉から夜跳インアラプテーショゾの化学的手’I If.Iに間する研究を太｀こ万～り

テクネチウム• 7 7 ロジア＝ン 1) フ°ロメチウム・ 7 クロシアニン~)フ°ロメチウム、ジヒ°ハ’`
ロイ 1レメ？ネー/- ;J)などパ合成Iこつ"て報告 L た。これうつィヒ合，，杓;i,,才＂ft..も未姻·な U
し未経見がヒ合物であり， こっす法で合和·'ぎた:::.とは放射化学的ぅ法令合成化学い違
与として奨味深い。ここて 1 ;I: 3 •， 9 うに見られ 5核反応ゎ最大ゥ反訛祁釦もって＼ふ核分

製 l二より核今裂反跳7 ラ 7'・メントによう合戌的イン 7゜ランデーシヲンのざいつ，経射システ
ムゃ碑なピにつ，、こ検討 L 1=.., 7..報告豆

［双］
柱分裂井のゾースl:. l て U3 ら（三菱唖＋力工業KK．匈！w． 7%.,.に) t使用した．
Rf射It立教大学原＋力研究所原サ屑lGA I(IOOKw) 咽転喝亨諏 l ：：大＇ lI z オ｀こ
なった・中l•註束,tS-x to" ">'J/cぷ~c て＂右った．
化学処理I坑耕喰イン 7ウンデーシヨン士·れたターゲットを湿武ぉ 3 ``'す乾式7.’突理オ
げ平採用した。湿如紅たとえIt'.7 クロシア＝ン鉗炉場合に 1むクーゲットを患硫哉
這かし／心紐i.加え虚殿、＋せ，うた紋研遥合雛す 3 方法ておう。また乾：式却 7タ
ロシア＝弓咋疇叫たと｀＇尺ロケ妙錯体で1＃昇＂：：上つて玖：炉和真空界苧すむ
加戸叩t戎‘l駅（＃今berra...社 4KY採パ’7/- 200['ILI n 勾令
ロメーター(4/Jcc. Ge (U) ,f:す）でお‘こなった．
国］ 200r i40La 

(1) SOにr-ce-tar7e.t渇合粉末系

SO吋C.J2.かiati合粉末禾 IIE っヒむ伍" 2OOト疇
比較的収年が・ さいわゞ＝三っ間趣があろ．それ g 

a 
耀合衿末バつ（吋）反応生杓勃と (m,Y) 反又
た手-,._ I t:（ni,'I)［遥程生戌物ヒの区月’J P‘..71ナら [(OOL 豆
れがこと， l即蒻細からっ目的戌釦単観§
が埠想的に中か応：：とが”石うことワt"てある． 3 | 土
このような環心 3 i↑卜以島畔碍 fOO 

狂｝、広術l なのて｀；まずこ～オ法によ）失
ぼ乙咋．（ I :t)魚全為フク0-シア＝ゾ＋籾ヒ ⑥ 
ウランが投合粉末系t和註態討し，，これを昇
苧笙に移 l 己門tかゥっ m. Fし'.g. 1 1＝ゼつ

O /0 ;)0 c.m 

珂． I. S母'mふ吋r^"' for u3 q，叫品

よし lよら寸んじ よ｀ < q寸ん L`’ L *'Pヽわf;かつふ＇‘
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伐果珪す。枝分裂生成籾叶ヨタ案GI)＃厄和·が注目ざ~1.. ~ I”‘、 ラング之， ニオフ；
ジ＇ IレコニウムI’レデ=- 7 ムサと..4 錯体パ繹t I::...-7 が.Jrとめらヤ凡痕合．抄未全に大＇
いて該今保恥7 タロシアニゾ中 I= ビ＇，，くう vi罷込むがを科頃Lた力＄堪ャ毒文1J.ウブンクヽ

ゥ 77 ロシアニゾ乎 I：反跳インアラソデーシ、3.ン’ざ 1寸芦とを示し•たC
(2) Source やtet匁吐ー一真空訊

SC血E-~rre国合系で1ょ莉速したような問題点があり1 !::. < I ：：心化と 2バdr の区別が＇
て’'ざ l::.<‘‘・層pmlt核分製l二よって生成し1 .239Nr は（叫 Y)/3―過程て‘'生成 L, 両活＾ y年に
知ャー，ギ式叩ftとんビ｀（司じ．である。これを区9’J戸＇匹紐豆 I叶｀・一 4 差：所 I
るのが｀もつl:..もよく 'so“rce —左~rt分雄系を所 I る·方法叫翻ロ・れる。
A[I、 71 たばマイラーff莫...t.. 1＝邸，t芍
し／これに向ぃ合っ zA{-, 、 7 手たはマイラ

—釦 l：熙金屁7 クロシア:::.プ＇を、苫着する．
＼岳素＾ r如ホ゜').r...チレ疇暉（／S，，，..,¢x
むm) で‘／か蘭凡系全件をがラス符 1二入れ
真空にii "たのぢ照射げ｀こなった． 7 ク
ロシアニゾを灌牡ゃ知＂尺·石毘した北殿．吾形和っ
濯入‘°クト＇レを F勺• 2 に示す。町 I
呵e1 972r1 97Nb なと｀．＾ヒ° -7 がみとめら

れJ. 7 r ロシア＝直へ..,廂い沼砕ヒ
鵡牧章を 1”I'こ., 11 ておたれた店采 E
叫{L1,こ禾ず．

(3) So1,<.rc.e - ti.心f et知糸ー一＃庄マイ

ラー隔牒ナ弐
卓（2) かぽ：生にするf•間がかか I),
莫謬蔚ら生成すぅ磯国心 II 。そこ
て＇｀栄庄て両辰を伸m ヘマイラー祁が分鯰す
；吠計鉗すし1=-.
A{ 1:..に BTA (Beni°y LtrL, t[“°~ ^ceに n e..)
を着仇マイラー籟いだ｀てた瓜上に U30,
名着す これt~中仕這、射した． BTA tゑ
空"(... Sヽしblima．互斤~＂上ヒ..-7心z"
^ IL知、へ‘7 長年］・ 3 （二示す．悉均
吟牧卑I”f/”‘口＂劣フた．畔と L Z II 
上ぞt（ユ）す武よりやや低ヽ、 P 浦i4更て＇あi·
また1i]...t..呵年滋町どがみとめ狂／ B 

TA 叶滋叫豆生戌を示して．渓が見ヽ＃

含
u
aJu
I

ぷ

500 Jooo 

Y-Raj茫伽m of prt. 

Tab9e I. Imrlaぷ応 of ,nr... 出Pc.

言三：
只r.2

ねhl yielA

PPT y,'eld. 

s
h
l
1
d
r
1
 

'S::v 

令
u
合
．
ぷ

500,000  |5oo 
化V

百g.3. Y-R̂y s fec t r“mo f s叫i—担．

り
勾

D

K. Y砧'h^r凡 G. K, Woit a"4 F.B2-a,..r..,er-, R叫．“h,.-.. f.l cr"'-直，祁{197~).
. 

吉廃，佐伯，奥門・｛和尺／ク知1 社程研戟告， 1 （む（ I 't冗）．
ノ，／

M. Sぷa" 奴e/ 'r< sh,'ro巳 H' 、 $h imo,}•"-"'-"<:L / 0....ol. K. Y05人； ha... •/ k召，•。ょ、;.,.Aふヤ吋．
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3Al2 [Ru （やhe i,)3] 2.+ (＝トロベン也‘‘ンぅ落浚）の (m) で）反麿這謬

中心令展のリテンション

（立者江埋）石品魯郎 0（日匡大）甲中幹尺
（馘廷原詞）嵩見保素（譴江理）芽村ー朗

e‘ス（加シクロペンタジェ＝ル） l し〒＝ウム（10 a-,ベ‘ンゼン癒姦さ回主諄、慰身キじ「＝とき
':::‘\ 03 Ru と 105Ru のリテンション 1::::.1 ぶ差ヵ（なく、初 Ru と 103Ru の I) 〒ンション 1 ：：：
中ミ戸口差が見出さふて＼ヽ忍1) 卜 IJス (7•エナントか）ン） Iし〒＝ウムは過喘麟t忌
の＝トロベンゼンぅ麟セ年1号麟しにときふリテンション 1:::9ll 這知戸こ、の扉
はラセ：：：ィヒに汁 L 切也めて勺定て‘‘ぁ ·3 戸‘‘、 光労•海吾lヽ耳躁休t堀店］として (m]い反応によ

り屯戸糧叩クといCl\対噴ィ屁知疇賽：：：ぷ Iiぷ mRu l::: IO:l恥疇危比叫1譴さ
寸ふた．境B汀此対噛摩虹i麟 I王I'-- もq'1 Ru.\:: I03Ru..尋布翠迂ぎ碍直加ふ
た，

彎、 /\-[R \...L⑮妍）:-,l(C(O玉 0年疇（［幻怒＋国立ム[R広
(phenら］ （C＼〇4)2. 09  6 H·20([_d] 望—\ 3 的） lj-了 Iしミす刃ラム声：：：さ輝
裂古戸 I/92 ［年（＆国）且ぢ3 ＼ヽ 1 j: l-<-1[S応（い叫），之］によ,;;, I料喜lj洸謬 I：：よって令肉｀

L た＾
A—あ恥\j:.△— R護碑E,o勺o ~'W\d I..::... i---ロベ‘‘Jむ‘ン 5汎疇夜 21如；謬如00
碑）囀卓詞心噸麟し、烹町知ら庫麟紅‘這1まドラ A マイフ、中疇•え
・ヒ . 

誤料中」罪休＼訊さ射ゃぷつ v4 ％程厄がら辟 L 、また祈掌紅多造は抽ぁ•て 1奴覧しか

I 団 1 ，檬的形壺と対常1本彰種の I刀浪1l （標B汁也＝八小 1列）

④ A稲軒諒立（10 叫ャ2m饂濠）一叫， O, itnQ, x21 t叫； A 5 汎； 8 5 嘘．

② A ぁ~\）は B..,.△-R翡晋体勺 l し：：：ヤカラム➔罰幻ラク ':-3万鋒体）1羞詞もA ぁ 3\\ は -8

ｮ 錯体如麟A +[Fe(phen)3JC% + \<2[S応(4点祉）2.］

I 

A肴庫[Sb廷国）』逗 弁炭I △-Ru鈍応如区 l疇叫髯）』
配陀聡 2回向填 △針嘉［軍（い砥）式鳴0

八—儲店[Sbぷd..—t砕叩囁 I\-R蒻詞匂0厄|匡沈殿2岡鯰殿
心錯淮巧らば、ポ祉）』逗

＠鈴命認麟B1・叫： 6-R蒻輝疇炉し戸加えてあ 5 61 s 、 \<2LSb:え（心Q叩
ぶ＼＜2 ［Sb2( Q-t⑰)_2] 話国＿＼＼て毎） t l司井和：：碕塔＼i渭酪すさ．

99.···

, 
ょぷ

＼ヽ l 屯 1) たっじ‘3 乞たほかみきぁ、ノ仁力＼みやすぎ見かわむ 5 かず‘ざ
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℃叡． L 栢ヽヽ::.豆‘}め見出さいた．照印叫中以褪体フラワ・ションさマ IL ミ寸ヵうム:t 1::.

よ IJ惰紅、的麟とし迂1 ち Aーぷへ凶‘△靡知輝ぼ＇屯 K式sb~ぼt叫）2.]士·よんt‘‘
応認 b,(い叫ふ］這ヽ＼砂泣穀さ七、記碩庭囁逗しd諄l)ぷ霞した直 1)嶋試
戸羞＼這、囀知戸碍違こ畠さ加えてか豆冷・傍割さし拉惰姉遺豆啜
辛セ穴ぷ r::. —試料が炉負l：： 1丁／分磨U 直、に国燭叩3戸這知して加えて、洪
常却希屯I事 lへ這嘩麟釘：： F遭虹這、 R凶訊、戸抽出\.,て叫繹覧\..,`
”虚戸いこめた、． R護昔f本の卜ln圧鱈い o,5ド9 即ぇ翌席 1 て‘‘あ‘こむえ~.
這倫疇i：：しt. R護知ぶ Fe錦い［和国a卓這ll 足訊叫して、釦た 1直睛i

狂j) [Sb•~t祉つ］逗に訳料森、夜起翫 F げ：：：もら員I訂製I.て、 Ge （しし）秤糾犀＝よ＇）、

叩 R u.ヒ 10-3RLL やつヽ＼て兇収℃屯 ·2 1 5. 9 heすとが'7..9 ~碑が全工芥 l しモ‘- eーク

も定覧しr::.·
結果結果の塩瞑素 1 にホ"1°. i雑恥 r::. つラクションい郡立＼木茄果(,tE) は下迂し
＼：：ぷ，戌炒印淀む＼定屯がら内こめ匡

1E = [1 ー（い／A ＼ 03)7 ラク・シコン／ （ Am ／ん。3）元処理叫•キ試｀ x \ 00 

ミ 7 てS A メ l"ゑキ桓 X I迂 3 さ豆\t娯＿

表 1. qりRu.t \C3 知の同（立f蛉が見（エ E) 放射藍／翠や (D) 己比放射甑(S)

王
い
―
八• 

·7 ラクショ‘ノ

八
△

'IE(%) 

4q 
49 

D (Ci/0) 

的pu... IO3Ru 

0 。 n9 1 u 5 

0,04 0心り

S (C p h/m~R u.) 
初R u. i03Ru 

o.. s4 o.、 4 を

2.5 ｷ \0~ 2. l ヽし〇2
* 

('lo '3 I) 

△
ヘ

.50 

4~ 

0, n 3 L 5 0,60 

。,OS 0.09 "3_4-,i02. 

(n'l 
＊未処理燕真誼式炉斗の比放射甑

0.53 
2つ9, loユ

.34) * 

熙厨祖ヒ｀-f I し=: ~jカラL.. I遥 L‘‘ 、舗1ぷフラクシっンも＝＼、五べ‘ンゼ‘、ぺ‘癒出さ迂に1浚
、 メダ）ー 1 しにふ IJ・ぅ溶出す・うつラ ‘7 ション 1:::. 1本．i o ~2.o o/~ "J I司位炸、祝穴果こもっ簡Iらがち

"3..ミC1)窃さらに．塩酸 l二ぶ 1虞い 3 フラクシっン1な、砕甑り藩戸い、：：：："> I.:. 
山箪認要＼1試．めら寸直ヽ＼．

塘鋼分磯声疇応‘‘疇itrf本勃哭か‘•So% 江きく｀屹の分布翠註惰鯰0 屯 0
ll) 2. 0 i告t‘‘あ o. ミ遺豆藩恥j: I/ 賃印）〒ンン3‘----9Jによるとええらi'\,~.ぅ肴砂
虚恥1囀応．比碕応、救疇区のも，，の so這ぜあリ、原戸厄…．‘嘉桟t中疇入
即遷疇袖から汁‘虹誌彩か注成するミ\::. Iまう紅咋きて＼ヽ rすヽ I. 汀恥氾連に応↑直
<:.tri枷晃 I'っ翫〇冗，と丈きく、初足討桓迂得］本厖租紅危pl分は、 EゎJ:>恥，J T‘ノシコン＂に迦1 ヽ
七OJ I-::. とさ℃考え 5•如ぅ．

女向 1.) (i-. H<M山o tt%-ノ止乙吐h J叫ぼm；叫臼炉．ぬ叫\\.l叫瓜し

T叫四伍"--mふ｀en I, tAEA J V i€nna(I qc 5) 1 33 
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3Al3 ワロム酸カリウムにおける（了J n)反応忍半う化索横裸（ 2)
同侃体譴、

（乗北大理） 0大森摸，菊把毅光，塩川孝信

緒言
ワロ凶酸カリウムのホットアトム化学において，ぬCr(n) m) 5 ,c r および 52Cr(n, 2n) 

s1cr犀‘て生瓜し尺SlC叶棄諦化学種濱),?J布 ILI迂差があま n認められず，反跳エネルギー効
果ほ火きくなし＼。しかし 50cdn, 2n)4℃r反応て生応しだギしゃ慄識化営種の分布 l迂， 51cr
標諦化啓狸のも虞異~I)、大きな囲位体効果があると Ackerh o. l t, H0crbo甘 le1)1評報
告している。同佃体効果 I迂，核反応により生応、した放射性核植り励起i1カ態がらの荒助逗過
程 Iこ差があるこど 1改包因すると院萌されてし） G.
この点をさら 1こ走寮するために，本研究でI~ （説 n)反応 1こよっこ生瓜すかもなよび
吐rについて、各フラワ：ョシの初罪収率を市‘めなこども 1 こ， 50C.r( 『1 2n)48Cr反応1,
よって生応する砕g標萬ィヒ翌種の分布も末、の比較検討し尺。本研究てミ対象としたワ 0 ム
の放知性 I司位体の核データ巨表 1, こ示しだ．

実験
すバての試乗 lま特級呂 E そのま＞用いだ。クロム酸刀リウム結晶 I~, 石英アンア）レ 1コミ

気中て封入し，乗オロミ営核理研帯子ライナックて針臣固， ドライアイス邁度にあ‘し 1 て、最
大エネ）しギー 60tv1e.V (f)制叡放射線て潔射しだ。閑鮒した詞料I~、介沐斤臣迂ごドライアイ
ス中に保存し茫。

放性ワロム標識化学種 I寸，鶉イオン交換布胆5fi:. Iこょリゲ哺匪した。試料を Cr(Ill)担やドを

含c(;pH I. 3 d1虎慮累酸溶忍こ溶かしだ後、 Dowex SOW-X8 C 50~ J OO メッシュ， H形、
8mm｢ x 50mm)に通し，梵Cr 臼::2- (Retention) を元ず介紐する。カラム 1こ嗅着しだ

C-r（皿）イビ営狸は 4N 過慮禿蒙によヤ戸Cr （皿）— monome, (M), 5 N 慮酸1-:: よ＇）応(ill)­
dimer (0) を応（皿）—poly me Y- (P) から介競した。各フラワこョシの放射育Elsi, qe（し）

検出器を用し）て那淀

した。

ワロム醸カリウム Type of Half-
を 60MeV制動放的 Isotope decay life 

症てR難郵「すると，数
夕9くの B甘堕弓放出核

理が生灰する。例え
Iず 50(,f(『,n)49Cr

以外に 5°Cf'(f, PYl) 

表I. Cr Radioisotopes 
* 

y-Ray energy 
(MeV} 

Nuclear 
reaction 

48 
Cr 
49 
Cr 
51 
Cr 

C
+
 

E

6

 EC 

23 hr 

41. 9 min 

27.8 d 

·且且， .31 

.063,.堡·

.320 

50 
Cr(y, 2n) 

.153,.511 50cr(y, n) 
52 
Cr(y, n) 

* 
Underline: y-ray used for determination. 

ああ‘もり だかし，きくぢ 7訂丁みつ，しおかわ だかの、ぶ：
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4"  39k （介，⑰） 34ma m どの核反応か足るため 1こ， 511 l<e.V"線を収率測定に用いる
こti芯不適弓である。 しだがって表工 1こ示したように、放餌性ワロム裸讚対［笞種の収率忠
唸rについて I~ 116 'ReY か線， 49Crにフしl て 1可 90.7 佗eV, s1cr1こついて 1芯 320 'f<eV 窮系殷

をそリしも詞ぃこ走めだ。さら 1 こ 48'cr および5,cr Iてつし l て 1迂，短寿命放射性核狸が存在
している揚げうに,~,それらのヒ°- 7 が咀瞭Ia親U＼なし）ので、 49Cr が兜全I'-棠変した後1 こ，
再び名7 ラ 7 うョンの放射荒を捌虔して収率を求めだ。王た 4q Cr {f)90. ry Y-?eV げ農 1 ぐつ
¥ I て，］褻夜曲綿』 l) 半乱期 1迂 41,3 分t市＇めらi,t'l,文煎（直と一紋した．

結果および君喫
放飼性ワlJ叫標醸イ［営裡□贋月臥率"E, AcRerhGlt等の (n、か）） ( n, 2n) 反応噌舌果 1)
と央に表 ][1こ弓とめ尺，初朝以率 1寸、 3 回/J)雫験の平均邑であQ.また 4ll'Cr あよび4む
につし）て 1迂，収率を求める腟 1こ裳変の補正を行なっ巨。
60 Me-V制勲放身諸障瑣訳よって生爪｀した 4でC'i, 49Cr, 51Cr標諏噂狸n介咋 l°J、互

いにJ.<一致しておリ、さら 1こ照釈条件が異な⇔ために厳密な比較同でを＇よし）が， 52Cr 
(n, 2n) 51Cr 麟幻鯰と＇）テン；ョン恒I~ 一致して 1) る． 5.2Cr ('Yl, 2n)5 むぁ富よぴ
50Cr(n ，介） SICr 反応'0) J昂合と｀こ、（か， n) 反応てほ M—収率がイ£\<., DP—収率が高く包‘
フてi l るの 1寸，照称中杖即「裔叢アニーリシ T M →DPの反応（初期郡アニーリ：・グの差反応）
にJるものてあ5 う。こtr\ I迂（が， n) また 1迂（If', 2n) 反応て生し＇た反跳ワロム廃吾I可， 7

ロム朦カリウム中てィ包の核反応：：：.J,て生じた反蹄ワロム）乗きと異なかl訂態にあることを
示護し（いるが、同位体効果 Iよ III さ I\ 'C結蹄できる。 5ー Cr(t1, 2V1)4q Cr 反応の要佑＇庄,,
つ I\ 21ふ函検付す ~I炉学があ 3 う。

文献

表JI.. Radiochemical yields of radioactive Cr-labeled species in K2Cr04 (%) 

Nuclear process Retention M D p 

50 48 Cr(y, 2nfuCr 
50 49 
cr(y, n) Cr 
52n /,51 
Cr(y, n)'"Cr 

50cr(n, 2n)49cr* 
52 51 * Cr(n, 2n)'"Cr 
50 51 * Cr(n, y)"'Cr 
* 
Ref. l. 

53.6 + l.2 

53.4 + 1.6 

54.6 + 0.2 

80.8 + 0.8 

53.2 + 0.9 

47.5 + 0.4 

10.7 + 0.6 12.7 + 0.6 23. l + 0.7 

10.0+l.4 12.0 + 1.6 24.6 + 2.0 

10. 5 + 0. l 13.3 + 0.1 21.6 + 0.1 

11.l+0.8 8.1+1.5 

19.2 + 1.0 27.6 + l.l 

20.8 + 1.3 31.7 + 0.9 

I. R. Aclze.rho. l ヤ， er. H OJ'f' bO廿 l e., Ro..cliochim. Acto.,四., 126 (1972). 
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3Al4 栽足船樟喝 1‘生放す 3'084• ょし‘｀巧r の反応
ー＿＿―-冴震第香族化今物 Iくつ II て

（原い~浪蜘）遺森健粒f}心這湧

ぃ統主上玖根1：：：お 19 1 尻柑汁紐桝伍茫印）一叩X (X:::.H, 11, CR, th·) 系 1咋•サ
刃私む·叫郭衿,:::. C.もfとう 4い玲効果い夜りの俄ゑから，検討し， H*8v-t.4..o四.c.e mo.P.z~ 
とした必合々号られ這席肛心奴物,i如0必心ちら心一ヰらな言わゆる＂恥ヤ 4 1 ンの
向 5 す 3 ←,Jl、.o心C.心11< c;t、'oた Iこょ，てもたらされ，ざら，：：兄の反応｀＃財喜の森．知｀ウ
仕…＂4,..凡＇と CH3X との反応で紐する o匹社＾゜ヤ [LH3 心］すさprecu心ず
ヒして和tづ9礁布 1 3 ことt如か 1丸した。 _方::..れiでこのような塾稟象 4 1 ン

這秋茅告枝化合物との反~Iこが 1 ての研戻仔'I r1 和ti)ま腕令件の利約などヵ9””り‘
な I) 。 幻益のとうに気科 Iこ h‘ ＂て出か恥（．r ＂虻恥） t心呼e”゜ム4a ヒ L て）司••る
ことによフて払…一万；とふ樟府震芽令族ft令秒の必必呼心·c な和匂紺t-,:釦 3
如的知見t併 3 ことが尤いとのと乃んられる。 今回1いいこの絨卓から俄祖 c、HsX
(X= H.F. c.R.,'Br, CHJ) - H~'"B,. （心炉初）系につヽ, ~予術め東険臼fJった。
如—4 ... 6ァャの反すゞ坪 1ニフ II て,J 1:.- 1遣珂釦祖 (ov山，一＾Jだ＾） riと‘｀ヵ‘汀籾と
加坪． とくに H＊屁一叩X 呑で明らク下されドように中向段疹で住．以1 3 蟻砂
れるっ一胚 I'(1)-1.、ぬ HsX・年］ャの役麿', £中J\j,<杖打した。

iた同時 1：債相 aomBr8r- G加X 至 1：：：つ 11 て， 世卑I 0)且こ勤エキ IVギ｀ーと＃iフ 306r l1) 

化心4；心 I こと 3 ん｝内和叫ともあわせ秩訂し，tf'1~v ~心四名～必ーしとした晶
今q礼匹一北：かと心叫；.,..._ I:. ょ 3 実釦謀と化坂し1"- 。
ｧ 2．庚菓： tt'ー'sr, H炉r 1-.i奪i芸,~忍げ周限した。 ー1f 80 ... 13vュにフ l9 1 I“と

ライン K 用ヽ 1 て 7")レドン r• ージで市足危ーの恥と材・J,つ 7" 19 て 1“ レー h プ‘1レ石菜培 1：：材入

L たものt束虻 K核理祈電手ライ T ッグで最-K bo HeV ~}弔l切弱約翁と的 Z肉草、
釘直撮した。 東殿 l：：団ヽ I K,る、恒茅管和t令拘 1り‘‘スクロマト 9"7 7 分析から 99、 8 0/4 
虹の高弐度で，i疇這我拭塚，弁販和的tいのい·@,)た。 虹叡JJ H~恥
（。ャエ）／ （ヽ Hs X -=: o. I, 系碩· 1J I1 G Hヽ， G HrF て＂豆00”...H3, G H5(1 でq o..."H;,

GHs Br でや"'... H'. I C.、ti5CH3 で 100...... Hi で行った． 梱洩4負拳i広に従，て知 I ：：
よ｀）府痕，魚費；；，冷薙しラジオザス？ロマト 7" ラフJこょ 3各袴有機＇生杖物l1/分村を記
f-::.. 1J"ヌクロマト 7" ラ 7 /o屑令肝 Ii全史扇さ遥此｀て同じでカヲム禿頃和1 と L て 1 よ C-el..k
荘 5 60~ 80 メッシュ lこ Ben如ー 34 t 2.O%  C-0a ti ”1 L た已d)を用 IJ'カラ 4長

さ 1 よ 2.S ni., He キャリヤーずス琉速： 30mi /min. （一定）， ぅ品度 1 さワ0 °C • I SoーC 

(IS °C/”” ) のぶ羞3 によった。

“、放射綿知恥して使和5彦頃履必で反用さボてそたが‘ス匂入吃喘怠 GH 咽（
A lo ko. 4 M -2ｰ 0 ~) 11-応東薙しn よう I：高琲呆．化令功さなも系で 1-J.定量的放知能邊＇l知祖

9 ：：んどう ,11v じぅう 、 やき" i 9 ぁ•

-110-



t仄，前しく中販'J. 1~• - Iパ｀ヲー入 l 20''"''ti) 1.用 I9 1. 4X がスフ U ー型耐懃 GH孜位暴
＂知した 1 ： 斧旗洪器の活衣ぁ・よがQがス；釦足に対す 3 釦•いか釘島渇度媛戌（ 180゜ c 付
lt.) ~お‘19 （もおtと 1sov oi一定計穀俺域があ'),や東瞭 1こみ·19 て生放す｝な紐射

11•誌，沖美術微化今物の皮竜ゆク折 I~ げ仮用し 7 もことが分フた。
ｧ 3 ．娃果紅 6‘秀察：．

0 H'b"'B..(。"炉”Br) - ~Hs X 呆．｀

サ‘スフロー哩耐登 ~H挨尤凩七と用 II た C6 応'Fi­

茫咄呆にあ•Iiふ布嗽放射住乍灰物の分和厄
IE 1 1, 示した。 テーリン7", Iゞ—, 7 1· ラウン

ドの"/J I1-ふ択め刃れなが？た。 肩衣収卑
/i 30田8,..柔で（ヽ H6, 砂研，（研辺叶•よそ

(6 西低で 7'んであ 7 た、 一方 ll2ゑt"

2• 5 9/。, G H迂．'3.,.,.臼s (ll•6 r. 

C6 tfs- 13, で l•+’/• t•あ？た。 G咋F みよ仏‘‘

OH5& -H ぬ喰長にあ、 II 30.3.... fのI<r 添初

史険で‘l“ぽ I凡為の文化 1a拠がり釦れ 3
生入9りが仕圧—L &•肛(...町m., 9釘ふする亙た 1こょ，て生奴, 3 ~とが大これた。

オサ｀ス？ロマト？｀‘ラフ I;: よる分析埒果がら OH6, <、 H以ルで 1 -J i.宅奴~J-;{年 6.. 1`‘ 必b””°

如'z.ene の伍汎,;i令い況められむかった． C-H 伐令ぁ E') の。心o, rne.L., pGVUII. /fJc,向位

ばp四＾ e I tして （ヽ H5 F で心： 9 . 9.‘/, eんばで／ : /. 2 : ／でみった。 ～ム＾ t1) 

“”板が起I ヤす， I :と I J.炉 5知払んりユ）が従届し(. 11 るようr:: ,~---6...... の
必必が出心act；心で切に 0, p，位I::. （19D したun,..,p~,·.-... (.c、 HSF••B,...J...ウ‘らの H.,.

ー如 s fe.. みよな m必fi I\の，＇some i,, :za tion （下国会翌）の支争反応心屯I狂環史 9
るJ::. 1•危要は4又卓II t界してい｝丸 n t }ぇうれ 3.

ま E ZH —置設／ x-置謀の直 1よ GHsF,“ ffs“

で 0.“4, 0. I9 であった。 “応んでの宝穴々りが

叩遥のみて＂ある：ヒ,J """"'社”．i•、~·うの

恥放憐サ｀店易 K た2 3 ：ヒt云吸して、、も屯

のヒ作んられ 5 。
o 30..&Br - 4 Hs X 系： c-H 稔合あた＇）へ＂ンゼン衣 1勾配印宝 1i (6H5和·

0 : m, p = 0. Z. : 0 ．午 : l , G Hs(1 て鰐 0.5 : I : l . G H5 9,.. て"0,?' O,? : / でみ

った。 1 T~ Z H ー＄我 ／ x- 窟投の直d GHrf : G 応（'.t,: ~ fls-Bt-= c,.7 ~ o. 3 ~ o.3 
であった。 II''‘卜 n 訪tp^Y＾往包知囁t起リヤす I9. H圧ら全 1：：わrt各t" l: 

比荘し／う｝ ＼勾取匂娃 1こ大 1T5 痘ー｀｀のある： l:.が梁のうれf • 

..t:.記今冗 4 CXIむ

~H5B,.. 

,
｣
,
d
.
"
 

2
 

0 -c.、 /(4研

2 o/.。

1.J. “巾

。 S IO 

retいぺ：か七

,s 

（｀：へ）

国 1 ．⇔H5F -H80芯（ H恥IQ研が 0 、 I)

兎のヲジオがスワロマト 7" ラム

ラジ‘

r

1

 

e

.

 

5

tl 

"

5

 

5

m

 

e
 

E
こrn
 

曽
i

4
 

•· 

‘,' { 
0
,
 

ト
＞8

3

 

膏F
〈
い
な資恥

ヽ
ノ1

2

 

血藤・ハ不

li, C.,.co.ce 1 

核翠硫祁戻郭告

~. s紐水I in,

.!L,I~ 4 (1~78) 

J. A"'｢. Che,.,. foc.I 立、 2ケ／99 ／？ね．）

-111 -



3Al5 今華正喬噴分 5イオソi?) 7 ーロン瀑発と

尉祀エキ- Iレ手•一の言r算； Hぶ+, 1-\ Bv叶

（郡I天理・＊理祈） 0守田茂・イを野疇・＊今打昌

l ，侍詞嘩鞄五‘イオン代3 れると Auie.Y過程が‘おこ＇）、和四麟ィオンが戸‘る。
今5 内て．、こ叩） Q尭象がお二ると、ク清正惹南ィオンに 1町‘フ C 、)月＇）の肴弓巧亀心
の；詞れ込みがふヱ＇）、正篭荷が分否全奔に分弁1可る。この状患の分5イオソ,s正憲術1司r

疇発にぷフて 7 —ロン瀑発 K起こし今酷可る乙考←ら＂＼てし＼る。
二i7J 7 ーロン瀑`発{l)モデ lレ l3. Cュ戎 s c,n と W¢ rt3 .1) 1 ：：：：ぷ o C\-\デII C.2HげI 0 "E C 喉変

ャ HI / CH,Ivi X樟翌射I二Jる史、発桔果の解祁として提某3 れ「くものてある。
桑近，内芍寃5] イオン化と I,::_ii'¥ I池< A1A1e.退砕が虹吋的初果 1ミフ II て、1-1咋eyn

と St-'"o ck知らえ）心輿味知 1 報芭 2 吋Q｀っている。南ら 1ょふと合豆＜酪全 I~ X 如翌町

し「＜紐、酪素かり 1n が｀粒離してくる嘩和祖臼詰幻癒卑S 、L.. t7J K一吸収
喘以J:. n X 租エキ 1レ手一亡翌射し仄所1, 急漱1, 増no 可る二とと硝初）仄。
二のぷう〇｀約串正冤希分弓イオンの寃3吠懇とその今揮咽植il)階咀,.;r、 2 灼のて阜宇て・

ぁ ~1, t,.,か）ゎ汀、理諭的な各戻 Iふょ四れて v\ ,J`\\。
今回 1.J、",ol`H CQ/ HB'( 分5 17,)和車正萄両ィオン0 砲互吠思い計皐して、 7 ーロン渇
発0 可記告とそ17) 7 ーロン反発にJる水岳保 3 （又 lJ、イオン）の運勤ェ木）レギー K 辛の
る二とと回的とし仄。

2. ？が丘疇叩4 オンの電3疇 I.J、非稔野玲3□箕（埋荷版 HONDO 豆
ttOMssia.n'70) R 町9 て行勺｀フ「く。

即 r<bas iSIS 、即：：：：フ II て 1S Huzina1a {l)(14s 11 p虹）ヨ） x ［鉛匂ね） I, con極C'1 し
r，もの、CQ I~ D<-tnn:n3 Pl (l.2sS.,) k ［砂Ji, c.o ni-ャac力したもの 1 て s, p/A それ乏＇れ 1 フずっ

17> d；知文又 IJ'P°知凶ion 閉粒と加んたもの、 H に IJ訟nn;n3[.2sJ I こ斉°·gｰ ?°Q凶滋
+ion)南数 x nn んに切f7)+) g ｛茫用し応
こ応~ bO.SiS k 用いてギ仇⑮y / H咬の平衡枝）蘭茫離IS 、乏れ乏｀れ 1.444 も 1．蕊7

A と＇§'）、恒囀（ 1.41 ぷ／ 1 ， 274k) 心ゎウて知—封芍ユ。
砂庖遠麟；イオン碕疇柑Is，咄輝砂イオンィヒとこI(\.. I：：：忙（ A ぃ！e速祖
乏レて南砂再虻刈過抒が｀枝が爬斬0\時l-arぶ＇），Jるが 1, 湮 11 ヱとと名徳ぃ叫ノ H恥つ
定組i直 k 乏0)かi吏用呟 o

3 ．正憲知的シ”知 I可戸？ーロン及茫エキ 1ロー ,or. 次叫）錢二むて菜ヤ澤
二とが｀t2 る。 3 衣、そつ 7- n ン紐IこJ，て如叶紐； （文 1るイオン）の湮断ェ
キ Iレギー Im)%i,こょ，て辛ヤ涅ことが・て・よる。

民＝土 u)  応ぷ詞畔tノふ； ＊和 nぶふ吋e ノ
R ぷ；凶 。て BY っ心 cho..芍e

il < r' レ If｀る・ 2 n か））とし・ lIS 々り 33 レ
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五互．二 ( 2) 叫； ＊紐 3汀叶
た町十叫 囮；c.\。r 函っ＂

知と表みに H砂ィオンと1-1酎叩ォハり、キ紐戸戌又 S ノ℃Y'0,'l"l匂ふ＾守ラ
7 ーロン配もエやレやー（ふ）／ *t~}- (文 9ざイオン）の運動ェキ l叶—n ィ直丘す。
図 1 Iこ 93/HCゲ｀t / HB'('nャイオンにぶTs 7 ーロン臣泥1こぶる＊•午呑; (XIさイオ ✓)
辺勅ェぞレや一£正奄荷no,南致とレて乏汎乏’れチロ、ン＋レ仄。
こ砂心真か‘ら，右イオンにフ \,l て n=20 i易合ても 7 ーロン反発ェキ lレギー IJ°

乏れ乏れ T.テT ev/ 5.0で汀て、｀、乏れ乏れ 0 イオン 0 莉心ェ;;f- Iレ手一~') IJ和‘K 天さ

M ことが解る。t走，て， n2 2.!x ..tの？が堅正憲ィ肯ィオン 93 ?-n ヽ／唸I＜ょ，て各易に結
合m碕幻起ー レてみ沖悴吋る。
表ゃ固 lこネ芍 ⇒ーう 1, 、水一条呑吝（,Z Id°イオン）のワーロン反発工キ lレ手一の信l330夕

て久 2 <、 HCがl;-t -c‘和 37eV，ノ 田ヲY如て｀ 71 eV I< t逹すさ。迂って、こ訊ら＂クタ印正
窟荷ィオンが合餅芍る燦 lこ)_;j.

2 り⑦て久 2 O｀運動ェキ Iレ共～一
王セ？仄水琵泊う（又 1さイオソ）
と鳥力序正寝雨とも'~屯手、
迂、葵毛呑；炉宝応、可戸オ
繋ユれZ 。
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田 1. H虹里免n .:r午I守—"'n 依存在

L
 

ヽ 7
 
u
 

応ef·
.1.)訊・ GAson a• R.M.\\}紅r.JI.ノ
訳.?．ノ竺⇔IOC66)ノ杢呼う0(63)

祖ぶe.~"'/A. Ha.Q和\'fl o.nd.'~. 
函C.凶凡 T.A.c.sソ箋 1079（ラヽ）

ヨ） S． Hu凶ゆ．3aノ寸． c 、 Pソ“允芍勺刀

+)T.H.D心n inj ^"よゃ．す． HaJ
.、四RoJ叶比缶onて森叫 u`ve

叫。が'EJ.. "1 Hぷ． S如中'(111.ノ
we.hu..m やes」 (97)

長 1. HC炉‘十イオン 1こふ 1T~ 1-¥ "c..Q "'n e..i'c.h"-吋e i< 7-CI ン
臣咤5工~I守'-./ *長引運転エキIレギー

ふH 6cl 
0.197 -0.197 

n 

゜

Q.R. ¥eV) 

0.316 

0.425 

0.519 

0.605 

0.788 

0.913 

0.952 

1.000 

表 z. H \3因ィオン 1こぶ 1i己肛 B臼心ふo..v-1豆？—n ン
及杞エキIレや一，＊手生運転エキしギー

ふH ぶ~r Q.R.(e'r) 

0.041 -0.041 

0.170 0.830 

0.291 1.709 

0.398 2.602 

0.498 3.502 

0.703 4.297 

0.896 5.104 

0.983 6.027 

1.000 7.000 

1

2

3

4

5

6

7

8

 

n 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

 

0.684 

1. 575 

2.481 

3.395 

4.212 

5.087 

6.048 

7.000 

2.44 

7.57 

14.55 

23.21 

37.51 

52.49 

65.07 

79.11 

1. 44 

5. 08 

10.57 

17.81 

30.85 

46.70 

60.60 

71.48 

K.E. (H)(eV) 

2.38 

7.36 

14.15 

22.58 

36.48 

51.05 

63.29 

76.95 

K.E. (H)(~) 

1.42 

5.02 

10.44 

17.59 

30.47 

46.12 

59.85 

70.60 

永 OR  I エ(.i)対ヽ E℃9
乏h 乏いヰ応可~.

)(.F. Gil,~ (;i沿‘へ且（\-1) I ミ
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3Al6 

1. 序

ギ酸二量1本糸におけるトリ令ウム最変の効果

桐肌学園・都立大痙・理研

0 喬本修一•生田秀・今村昌

分子内トリ令ウム藷変にぷる生物営的効果はこんにぢ、大きな閉冠であリ、冷の捏耐打
な解明も行われている。1) とくに、 DNAやタン）ぐり質の高次構造に奎要な役割を果してい
る水秦結合に対するトリケウム媛変の彩響を解咀するこいま、きわめて重要である。
このような観点から、前国の言寸論会でば、 トリケウム標識シトシンーゲアニゾ抵基対に

おけるトリケワム媛変を、電扁分布の愛几から芳寮した。また、 トリケウム穏繊アン毛二
アニ量体の I つのN---H-N水素絡合に対する、 トリケウム裁変の効果を｀水素結合の結
か前にそった水素原子の初きに対する、採テソシャ）レエネルギーの変化から角祭した。2)
今回は、 2 つの水条結合をもつ、 トリケウム標誠埒餃二昼体について、トリケウム殿変

が2つの水素結合糸に及ぼす影饗を、非経験的分子皐厄薗法によって危祭した。

2. 方武
MO計算は、すべて、 s i11.g le configu.lation SCF 法によって行ない、 bas is setと
して ST0-3G を用いた。
国 l は、ギ駿勿汗麟びギ酸二量体についての花疇に基づいた、トリ令ウム檬羞噴

二量体の包笥寵置である。本計算によって成めうれたギ酸二量／体の水黍結／含エネ）レ埓ば
18".19 kcai-mor1 で、戻測値 14. 8'kca.l·mol—1 よ（）もやや大きい。
計庫は、哩研版 Gauss i an 70 を用い、 FACOM 230-75 によリ行った。また、求
チ‘／シ’ャ）しエネルギ‘ーマ、ゾフ°の作咸ば捏湖ラA ブラリーアロゲラム GPCP を用い、
X-Y フ゜巧ダーによって作関した。

3. 結果と考寮
トリケウムの(3―痕度によって、親外子は種々のエネルギー状態、の力良4 オソに変わること

が知られているが、 sudden逝熊人を用い炊ば、ジオメトリーは全く変化しない乙仮定して十
介である。生戒したり襄4 オンは、光の求テソジャ）レエネル硲‘ヽー曲面にしたがって守定化す
る。本叶虜では、娘イオンの複雑な励起状態についてば芳条の対象ヵ＼らしまずし、(3―嬢豹こ
よっで庄ずる碁底状往のみ佑えることとした。
トリケウ因鱈ギ酸二是狐は、釘衷変によって嘴間的に狛原子が沌に変Aじする．この婦
谷妓4 オ／の基底IK態への逐移簾李ばこれ式での理裔計庫では約60％であリ、碁和訳
態の女隻I1 オソが主に庄戒する凶えられる。基底版態、の設イオンについて、C-He闊低離
の愛4じvこ衣する択テ‘Jツマ）レエ芥）レギ‘---曲諜紅t庫すると、図2 に示すような反礎疫にな

しましもと しゅういちJいくた しげる／いまもら まさし

-114-



る。したがって恨4 オソは、 He原子と残リの水素結合を含も A オン（イオ ‘/A) とに解離
することになる。この解鼈直綬叩オンAにおける水素結令エネルギーの計算蘊ば 12. 5"4
kca.1·molー1で、媛変葡の1.K案結合エネ）し埒---の約 3分の 2 に相当する。
トリケウム扉域変の水租診糸への影響を祠べるために、康変前のトリナウ凶麟ギ

緞二豹知、振愛俊のイオソAの面君について、水素結合糸をつくっている 2 つの水素原、
手が‘7卜乗稲谷の軸方呵に1司峙に豹＜蛎合斐）糸のボテンジャ）レエ芥）レぎ一の変4りを噂局線図
として表わしたのが、図 3 一低）1 （6)である。閏 3 の獲軸は、水素結合04-H5-08 しこたっ
たQ-H5の距雛、採軸ば水黍結な~-Hio-0，しこ火ったQ -•H10の距鼈である，
団 3-(a)では、 2 つの深さの喝しい井戸が存在し、井戸間の択テy：：／ャ）レ障壁ば約 60

kc叫・mol-]であって、水素原手の杓豹はおこリにくい。これに対し、団 3 -(b)では、叶戸は
1 つであリ、 しかも、井戸に対応する 2 つの水素原手rJ)A釦置ば厨 3-(a) とは展なってい
る。したがって、 トリケウムの(3―痰愛によって庄成するイオ｀J Aにちいてほ．水素原うH5
の物飲が目紺的におこリ、 CO2を発庄する℃考えられる。
以上の第果によるモデ）レスキームは、 I幻4 のふうになる。

参角文献

I) S. Ikllt~1 S. lw'l.ta. and. M、 Inanura)J. C.P.) 伍 4C7/ (1977) 

庄町現応 4じ落 1 No. 9 U97t) 

2) 5. rku.tl¥., Chem. l'hys. Lette屯並， 490(/97ふ）
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0-----H-イ
/ \ 
He-c: J:-H 

\ / O-H-----O 

2.0 4-0 6-0 

R(He-C) A 

0-----H-0 0—p----1+- 0 

3H-CI \C-H~ 治一c/ ¥C-H 

\。-H----J \。-H----0/
楓分手 祁イズン

He o----H-0 0----H-0 

ムt/ ¥C-H -~ CI --+ヽ＼＼C-H
¥ / ¥ --/‘'/ 
O-H-----6''O----H-Q 

イオ:; A A オン B

図 3.
(a.) 

(b) 

国 4.
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3Al7 屯住糾照射し「＜褻化リチウムからの HTOCJ-)波出逗度におよぼす
照射効果
（原研） 0慕野健ニ エ巌博司 田中百左右

1 ．瑣岩らは先に中性手熙，射心 Li20(S) 中 1：：：庄成するトリテりムの化差形ならびlて
化ぽ疇助について栴討しJ反跳トリテり}>., 1J燐分が 2So° しがらゆ009t-t｀り紐加
熱によ l) HTO(§) どして放出されることt見出 UT<1)。

［ L 口 D(S)f -—• HTO(3) (i) 

麟（1) ｛a:, L泣 0 中に生戒レた反既トリテりムが Li OTの形でが兜化し，い戸
2 Li OT(.S) • Li20(S) + EO(g)叫応T20 ，を放出するが，於旅叫， Li2 0 
中に［J利純物として L i DH が合まれるために HTO(.3) の化釦奴叙出されると 1 ＼ぅ角尤と

明らが 1こしに。 Li OT•LiOH(5) -~ Li20 (S) -+HfO q) (2) 

この反応の HTOCJ)の改出速度は， 1 次とな＇），その速度史飲は突のより 1＜滋められK。
知o = 1. q x 10J exp (-1紅 X 103 /RT) 

訊に対パ，同様の反廣と寿んられゐ水酸化 l) 予ウムと亀水素化 vr沐庫）テウム

滋碑麟 2Li OH(S) ー→ L泣 0 (S) ;- H2嗅） (3) 

(4-) 2 LiOD (S) ー→ Li2. 0 (S) + D20 cg) 

1とつりて 1 次反応速慶史孜豆切るヒそれぞ｀爪
知o = 1.J x 108 exp c-2紅 K103/ RT) 
証0 二 1.7 X JO3 e.xp (-2 和． ox ／夜／RT)

とな'),知o と恥o あるいi拉 Pュo との間 1這I I が認めら孔た 2)。
この速度史数の追いにつりて検討レにところ，照、札遺随，する特l1悶欠廂の生放さらに,;r

＂エネルギーが，伶 HTO の活影ヒエネルギー (Eq)の低下ならなに沿柾化工ント P ピー
Table I 変化（ぷき）に開午 vて，迫度史歎が見

Type of contribution ~ しヽをも「てらす b のと名んる lくいたった。
-1 -1 eV g -s 

6 
Li(n,a)T 

16 18 
0(t,n) F 

Energetic neutron 
scattering 

Reactor y rays 

Neutron capture y rays 

LiOH(s) 

2.3xl0 
20 

1.lxlO 14 

l,2xl0 
18 

~4xl0 
19 

2.2xl0 
16 

恥0(S) あが I{l Li OH cs) にフ I) C 

Li20(s) 原 3 炉照対にとも1.J.う唆収魯泉量t計算
20 すると表 I. に示すようりものヒなリ，

3.6xl0 

13 
ロれらのエネルギー n沼峰灯討によ

1. SxlO って祐晶如薔えられるものヒ〗んら

5.7xl0 
17 /k{;)。従って 1 L iOH(S)あゐぃ li LiODG)
19 を記謬射レ「渇蛉，知。のダ）

~4x10 (J食恥0 が変化する b のと予褪：れる。
3.lxlo15 tこ C`｀，今固／邑射し k L iOHCS) にあ‘

おくの （了んじ｀。＜どう ひろし・たなか きらどう
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け碩ぶ。鐸め，来茫射 L, OH の知o げ麟）にお（Jヵ知o と叱較パ．内鯰
m、1 した L泣 0(S)からの HT叫）に以：：：及ぽす愚射劫是についt飼詞 rく。

2. 突検に用い「~Ll OH (.1メルク社製のもの（”／ 200°c て'.3.5 時間奥空印｀‘熟処相
レて用い「ご。このLiOH にあ‘i玲加の）印請存社比は 3.}7％であった。茫枷JRR丸
T-1,1 フ°照射礼（中拙ぅ束j S X 1013 cm-2. Sec-1) て‘1 照射昭間を麦化さ C て行った。照射
ば LiOH(S)は／熱了ニー＇）ングむ避｛厄 ra めにドライアイス温炭て保huた。
印V r~ Li OH(.§) がらの水の奴出迅襲稔＊出0 は， B tz.慇作所製債青勾fJitf?t(U-6Hq 
＂い， 250～やOO でにおいて成圧号涵加懸を行い 1 放出ぴ匂 H20(}) の登峙受イしか
ら釆めた。
3. 反応 (1), (3) ならなk (4) につし＼（得られに祐任ィヒエネ lレギーと祐4主ィヒエント

ロビー変化ぉよび．屯臣うフJレエンス 1. t.X 1017 cm-2. -C'懸．射 V たし;oH e,p)につ（ l げ唇ら
此それらの値ど表II にまとのて示す。表から明らかはように反応ヽ (3) い（＋）にお I) て IJ
活杜化エネ Iレギーおよび痢認エントP げ一約と（3 ともに大差fよ）のに対 Uて／反応 (I)
におけるそれらの値ほ大さ-<晨って 1)ゐ。私紐 Iネ Iしfーの戎少）t,薔積エネ Iレf`—の
孜訟：：：よる劫果と名んられが
詐：／即鰊エントロ bo ー妾化について 1J'照射によっ C 生餃vr~后贔欠胎によリ哨伽
ほかのとえんられか
籾咋Li DH(~)についばが叩遁比むしう和も（l) の値I進く，署請Lf/し手‘
ーおよび約贔知枇による活杜化丘和レf—る必＂活迷1tI.ン厄げー変化に吋鯰わ償と
訊vているものと名んら汎ゐ。
虹呪も晃／ Lizo(S) からの HT叫）の加糾筵は反応(2)（：：：：よンてか哨するこヒPゞ
t‘‘もも直も友兒歌ダ屯l ＼ば四射によゐ、彩薯tな）ゐと兎紅も矛侑な I ものと尼われる。

Table II 

Reaction AS+ 

-1..-1 cal mol ~K 
(at 600 K) 

E a 
-1 

kcal mol 
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0
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2
.
L

i
.
『
上

i

L

L

L

 

L

2

2

2

 

-44.9 

-22.4 

-22.5 

-36.9 

18.8 土1. 8

29.5 土1. 1

29.0 土 2.4

20.1 + 4 

* Neutron-irradiated crystals 

1) H. Kudo, K. Tanaka and H. Amano; J. Inorg. Nucl. Chem., 竺， 363 (1978). 

2) エ巌小杖虹り 1平沃，天野，囁III ；第 201国枚射疇討鵠会,1Al6 C/'176) 
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3Al8 q紐1- 丁c へ0 ：：ララミン釦和枯迩'li謹移が噂'-l o) Iれ篠

ぽ火／哨ヽ界行） 0 椅山防）堀叫叶，ヽ怜直店
（京-1(/ 匡‘'『象r) ,{~ぅ台免評

知”Tc 1鱈滋粁mutl lt虹， 1且ヽ字［｀羞もぷく使 l利さ小る診浙哨 4' ぁる。翫Tc
碩射能疇滋＄憤直 I 't'\るっtが，兄の文会（i f昨由ゼぁるが，ー希 1.., TcO;, 1 U 

イド，釦本（i'-l．．の多枯fi位＇＄秘セ 4 1 丁c の代ヽ＇『砂件 l循が診｀d拒見~ l 1.,ヽ琢印（され 3 ｛和qの
峰 lくう 1 < ｛和 A.. つti "(, ¥ I ~ "'.:'-I,も見逮せ（if ll 。しかし，今屯の 9仰t T遣射Iけ喝品碍免

1:ｷ ra, : oi化ヽ＇『砂tt（頁につ 11 1 の和見 Ol l 'i'-lん｛ぐう‘.. }斜駿約 r;r了｀‘- 1 -屯 l 1 試祗l それ 1

I l ?J 6)叶 1.、 1 種 1い加訊＇尻叶lj I利（［う屯する複＼汀 ld ヤ（iい。

…”T遺猷の町ぱい惰戒 dl l麟 I11□ 、累の奇ヽ卑（濯題の一つて．、ある。知”Tc~:::.
ぅうこン（｀；卜千 Pen "-鳥名）"t I'dじめ， 2 } 3 の 1屈的l'..令灼が｀ 1 1.ヽ． I~ 舒介さJH. 、，るがJ

看肴らも， :: U\ 1 1`、qq,,,,_ Tc-PeM 々 ~1~1-:: して 1を利t 1..手f:.。丸の斜者界} s爪cJ. 2 B れf,
Teo; '-(. PeM'-(. o) (<;. t~·,(.·）祇喝喝，pH, 反i遺 ln, "“丘i衣厄 l 1., ,1倉反の丁c-P紐
叩-I)‘叫られ／さらに，勅約｀名応‘能ヽ管移行t禾i cl) 11 21U~ り釦府 (C血西 I) II) I て
祁らut 1 -::'<-, J;ｷ f払‘ごi}'L ら 4肴砕にあ‘II 1,_,逝合げ、、す約（i肴勧が｀令＜晃（fうつゴセ見ぶ｛

(<。-: 6).fぅ r6 99I/HTc -Peれのi介 Iq誓り懇、、が応ず約 Iけ濱 I~ 'A.を1..彩檜々窃 11 るっ{ lす 1加 1
叫印援 l, I~ 硝 I~ 』これらの 4肴砕のイ（ヽ，＂切瑾セ雌らが 1こし1, 1 ~オ旧豹貌．、Jの l虹1i々 4iめ

la ~ --(, ¥1 I 町紅ぷの汁ftら1i..} ／府い叩1Tc 森打け項品の 1匂印訊o 兎復；；〖在 Iこ（tる
Y 廂釦れfく。オ叩｀尻ぶ 11 I C加p lex I, JI ~り扉（面々 1を討 l f<-移昴々甜多1i ~. 

（咤貧1) ジ 1 元レー 1 ーから枡られぅ釦TcO五 佑我かい，＄・ 5 が (0-3 -I O -1/, 14 I~ 

叩 I f-:: qq Tc Di-々 Tc 01 ~、希賢正，1, I利ぃf‘゜火の｛心る知珀，ぅ滲誅 I1 令g.“り々沈 m
る、国"（，，。反iゞ｀ほfr /5 5eph叫X Co,1“””. ckY切9afofa砂y (S. C,C I jf.~;;及： MY, Na t:J.), TLC 

c 藩蒻： F.3ｫ0H : AcOH ; H,O 、Lf : I : I )，ぶfが可稚和ゃの吸牧 1 ペク1-- 1 \,1々乱I|’企t t和1 t 

f c . 命り物宙眩\! I i /-0 / "[_ ~ 1.. I -;.,、•/ f-々 ,?{1利 I (,'_。

（移昇』和‘息）
1) Tc-Pen の SEC ぶ｛が•()及41 1-ヘ°クト ,v

釦"Tc.狩翫いつ‘ら I o-3 M 01 99Tc( 竹”Tc) のう＂投 1引t‘. l scc 分］・‘, C炉ff.bf.p > 
C如r伍互＞ ←凸 I > Teo; の Ill~. I~ tfi硯哀 L ぅ幕 4、、されf,'。 況れ沈‘爪 0 ういげ、のが1. 1 1\0

クト 1\; 々須'I 杞t tう‘-} C如f松 1 i< 11 牛20 ，，，,,.,(4- ~0o), C如札紹Tf.に 114H,,.,心 (6 ゜o〇）”及
似秒天 9‘’ 叶シれ，：：水ら6) 1.ペグト IV l1 求硝 l釘後 b‘屈虎そ••あっfく。 ( ) 由 lcf Tc. 6)ぅ烏度

っ‘シ計蔦 l f< C t‘‘, C西P'松 E の次れが~f栄に、も 11 つJ I< A っ•• I..。 Sc c が、一松 I 5 リ
身 l ぅ希4、、す 3 阪／1),々ら吋>l.u p ~挽禾l• l fで 1`• I 二の藩紐衣 11, ~稚名和令（1 に 1·· \つード｀ r4 吸収

々禾で。碕 1i) 1r女直後， 1 /\゜クトfし Iク啜{(があ 1) 1 TLC,,r,ｷｷ 1.f 1 ー秤 Teo; 1"'" 逍化 4 3,9 マ

が{t，めら出f乙 o ーーれら0) s cc 0)；添 4、・奇勅，咄牧久へ°クト ,v,1, 喝＇尼ぶ，がっ／1/\ケ‘危 0 も

よ：：沢 1 あ名ら
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っ叱も！戸ヽ， c(j叫凸 I が Wononu必慣尉：：：） ＆呻松江が加uc/gay儲砕 I2 J C呼伽 P
が Tc の叩鱈絣の鱈 l f-p吻叩c｛払叫屈 I-::.I ~れ兄汎謬、す 3 や• 3 う→千吼をす。

2) Com pin I 
4応 Tc 疇炉ある丁cCl i―'! Pe111'-I 0) i豆い‘) Complex 1,s pH 5-6, [P紐J>> 

[TcC吐―Jのゑi午千に、島、1 4史弄 4`、科らµi. ~ -:;'-(, t)'.., <J/$_牧1-べクf- IV う広 1 丁 L cIs cC て紐

められt。：：ご,c·, C如p似 I 々遣 Tc oi Wltmonuc/.e,rr 雑係，丁cO(PEN):―，｛租ぇ，つの
屯氏（女店 (A) に付1i 1 pH, PeM う" (f)"々丁c.02t ~畔／か銀辰た (B) ゴ n tい」けt‘‘
飼 l TC 。

揺”+ 2 PEN三 Tc0(PEN)22ーの (PEN~―: CH3 ヽ c-CH-COO— Te0が十 2 出0 ご TcoCOH)2 + 2Ht CB) CH3 ／ふ畑:coo-)
(A) I (I?)がら［ P初Jtot改>> [ Te]t44 4̀, (l ）ヘウ‘•山ウ｀れる。
(Tc.O(PEN)tJ. kf知 [Htf'[PEN2]2 均；~fab. C叫

::: ( I) 
[ TeJtotal | + K。H [H)汗灼伍（Hず[ PEN2-J2 に： Hyd叫y5(s cのSt.

(I) 衣 l1 ki > koH の叫 [H勺2[PE 炉―J 2 ャ泰i.. 1-:. 年乏るpH が， C血plex I のt氏 9`、最大
て｀•あうつゴ々矛、1iウ｀＾，二<fl l開心索絲的，＜碓 b‘ め b 小fく。
さら l<, p€爪ぅ楓洟-e C加p/tx I n 屯氏11\ I月体がら， Tc: Pe爪の各締合（（が I: 2 '1.‘｀あるこ Y

疇，，fク。つれらの糸も昂 IO ，イ吼直 I) C如p以i l1TeOCPEN).22ーがあ 3 -:. ｛セ印 1 o 
f1 お’,Tc- Pe11,1叫心ter の令逢詞が 0 -c.··あるつ 4 もっ6)名g P\々［知る。

3) C血P' e.x TI. 
C血pl躯 I の 495m侃の疇 ll pH 2 dl 昂心、昨腿逍→来 1< 噌叩1i 3. ：：の反いも

房。釦行 4., 2 /1fう a Tしが lり年可 3 < Y 1J‘‘わがっ (e. ―ぷ， Moo-0- MoO セ哨裕 I：で 3

b i'Yl ucle町 Mo 4魯叶が， 1紅も o 危汁がら，牙直1-::: 91 稚年、島ぃ咄牧々牙． 1 -::.刈が緑各＾ハ 4
¥I ?l。 C炉p l松江の砕5m祁の 0屈1 が非津に、高ぃ-:;'-I 11-, tv'l o 釦~'< l司 I‘. tうに，
丁c0-0-TcO (f)積逢 1-:. fるっ→々互枡で 3 ［う 1こ雙、・われる．吸収 1 へ°クト IV ">'~ I :. 1/1. i'/.ｭ

じ 0 移界が科られ（iり‘っfクか‘- I C吋恥 II が C呵加 I f I) 夭令ぃ l,n- 7 布1... 9 つ｀っ cti約
、i免(i k、"t 1‘｀あ 3 つィがらも，メ輝ふ属 61 tvloｷ, Re 疇＂; ill 1,,, } f? (J b i nwclりバ藷

枡¢ぁ｝行能れが、も、＇。

't) C如P'松 I, U の Tc 0)紋（以能、.d紐莉龍｀
々ヽ1 1..', ~、＇1 卜ft Y`•0 、l如b1ｷ̀ I1, COl?Ipl.e,x Tl 9‘•• I tリ昂＜ ／ウ‘つ、高 1, "移行々牙． I

f,;,が，ぅ C`·‘ゾト，麻倍然｀雌戸・ 1 1-, C血炉 1L のi和叩·ーの弁浙｀足さゥ‘ーめ幻fC 。っ n fう(t約

輝k にi 3 丁C O'\枡噴洟、9 0) 1叫ー 1す，一つ 1i C如pieメ I, n のイ＜ヽ，＂炉'f‘i足 I¢ n 移止々名
三， 1q記， C如r訟 I, IT 11 胆輝叩大内が峨（fり， C加炉 I のふリ1i 1...·・れf-:."移行 1-:::
丁c0-0-TcO 61 ®訊が叩4 1 3 Y 秀五るつ{ 4‘疇視叫づるつゴが＇1,·•う＜つ。つの莉希々掛逍k

し 1, 丁c-P紅‘/..4卜ぃ梱魯釦や「午qq向 Tc i｛な約 (l叩t- 1< ~釘1 v ，つの bi“磁如丁c の 1鳥立の

奇浮 I「名々碓ぅ‘め（つ。たら 1-:., 復(t I 角fr ~ l I I z/4:t'I(f項6\ l匂希 9‘• 直し,i;·" ~。
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3Al9 
及躁卜＇）がうム化,~あ、（ナ）オ票篠4碍卑

（原荀） 0松）因弘克，保泉渭｝守屋な）匁床照tニ
（東大'R l 爺也） 大稲濯足豹I 慮，夫，森） l国ぶ

1, 仏（九り切麟I てヽ、生成す a 及沢トリ 4 ウム I=-~ ~有檄4“汀加濯馘｀J(((,'"-ついて
“反乍(;}.か）， l り‘しこ A1 1、い虔簸綿果り‘5‘1}la -ズt、}炉 I丈i //)16\ー照射条件と思わ爪 3
協酋で應妍し（も、世肝象併し椋蒻訊合物のゲ放宇（株識化年）の相閉閑條にかなりが
バラ｀‘)キ“か、見ら八椋蒻｀化奔ゅ戒/I) 1= < v¥ o 
俗々 I} (1) トリ 7 ェニ IV メダ ‘:,(TPH) ヒ処殷＇）ナウムの度令拘およが(]I)府息，奇咬

\) ＋ウムの及辣トリチウ A化にさい L 1 C。 -A鱈全のフラック又モーーダー之凩 vヽ照今1時の

紐中，11主｝束を地）定 l ` ::. I) 4直'-甚づ｀ヽ＼て卜＇）今ウムの生成翌定捉め（1) ，こつヽ 1 でよ、魔令
比も度えた鳴合の棺縦化痒しり祖的と、(JI)につ 99 て，げ蒻^1時間も支えた鳴合の棺閾清
ヒの柏霞l とそれぞ刈恥｀ T::.. 。

& T PM  （モASTMAN ORｧANlC CHEMICAls ）し皮醸｀） 4 ウム（口本涅火沖棄晶 K、 K、甘絨魯叶）
1い均ーにな》ように項合‘した, T--P M し児酸，）チウムのモ Iレ氏 I i o,0 tへ3.03 の範厨 1’’あっ

Tこ。

舟息魯酸 ’1 千ウム［す、 I―｀訳復綬 l) がう~ t..守包，香酸か 3 合成 l 元素介枡｀によ＇）紀度も確
認＼た（実戎＇）値：C:,紋凡 H, <,i、 00; 計厚 1直： c, り女ヽタ； H ， 3、f 9 (%))。
斜料，iヒも 1こ 1芍経g叩,,,,__I 長さ／砂 m処の石英管 I= /0-3 ~ /0ーに如H'If)1,広 71 下 7`' 封入t、

骸糾迎傍の石英ア\ 7゜ IV表面に 7 7 "/'7スモニ•グー C Co- Ai合全，究。： a ク7蟷， ao)?
REACTO尺 cXPER/Me/JTS I広）とっ｛｝、 日オ原｝刀研齊酋J Iく R -4 ノ丁 II° 4 7 ゜ -((I) Is つ‘‘

て 1 i／夕分， （ 1L) につ‘｀て 1} ~~2)分餃射 L t。

殿射殺， T 'P M 11-ベ‘ンぜ‘J I＝嘴解し不嘴り定巖）チウ塁ぅ叩鱈 L て一定量のべ‘／セ‘
ン嘴汲と L た．＾‘‘てベンぜ‘ノと娼去、＼丁 PM {I カラムクロマトグラ 7 ィ＿ （シ＇）打，f｀ IV 

, 70へえ30 勿esん MERCK, /Y-｢X l,<0 :m況，溶公波： 7'L -ヘキサン）ヒエチ IV 了 Iレコー 1しから
の再叩贔↓‘')睛製した。照的 l た守艮、香磁り十ウムにつヽ＼ても一定量のオ＜落応した。
この 7い窟液から介踊生八‘物とエーテ 1レ捕武 1ミより除去したのち、欧酸叢怯 I二して守息香酸
とエーテ 1し抽出した。っ→‘`‘て守息杏酸！｝沿I’生炭処図昇革および‘水ガ‘3 の再萄晶 lo よ＇）
維製＼下。 T 'P M ヒ守息香酸＇）ナウムIf)収沖的奴皐いを）町立4本争炊分杵法によ＇）求め，標
記パ渭り放射熊ゆ液炸う：ナレー｀ノョン計数装置で‘測定＼た。
穂中，I生う束 1J-Ge(L入）検武器｛、 60C。パ切従を嗅＇）定す｝ミ LIミよ＇）衣め 7= 。

ミ、公表されて vヽ 5 最大雙和生う束がう言t算し E n び;tおよがフラッ 7 スモニ／7 ーガ‘)臭
初 l た7/..ぴ尤ヒ紅疇樹 l To （租］守息香酸の比放射筵と直輝をP,g... 1 ，二示す．（切〕見息

まっおり‘ひ 3 みつ，ほヽ 1 ずみぎよ l, も＇）やたかし I tせ｀てるヒみ
おお l;}: l <_ 1::_ t 1 ,f)がわの＇）お，も＇）かわプiあた，｝
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香酸の奴奴射能ヒれv尤の旗算値 1~ 1} 直

練間紺が碍ら水ず、危別）値し n 聞 I二 1} よ

し、直条約関係、が‘碍らポた。 このミヒ lか｀す
R R -生丁）＼。イ 70 (f)ぶう l:o宍）司利用さ

水 3 展射孔で 1} 試糾ミヒ 1こモ＝勺ーを装

ぃ} /f)が望しく、椋軌‘AL率戸心ぅ珈
合に、その有奸l庄が麗認さ爪t。

灯ーな糸の摩息香酸＇）＋ウム n 奥賊純
農と同ble 1 ド示す。危詞料 Iこ叶tたモニ

勺ーがら覧漣）され［穂屯庄｝束の 4直に I t
豹jO 芦にわょぶ差が認めりれた、 ミれ 9
直這」にし慣齢疇4定戒めうし
mo10 の高率濯訊‘Alがおこ＇）
れパIf)が0 によっても 4し摩的
収率，限轍股卑｀ヒt布千いい
l} 認められ；が、旧 If一度てあ

うミし力；‘雁認された。

項令糸にあ 1t J、丁1' ML 綬

酸叶ウムが屁合玖/:対す 3 [ 
印 TF M の比枚射能ヒ棟翫｀んし
卑<n 関條ど下t}、 2 に示オ。f° T

ヤ M （モ IV 数） ／怠醜）千り L、

（モ Iし敦）」の仄が大ぎくfiう
I• つれて棺齢疇"1;1- 7 ～竹

”し急嗽知曾り1 ¥ t n ち 55
% I＝およぶ。一方尺孜村能
ー！わ咸＇クす）。

守息香履）ナウムの実験
特東Iミよれ 1ず、九 w1 が1,1
～紅 )(/016 の範国 l二お、，て

化学的応皐標菌1碍率に I t
嚇 l ヽ差ヰ認め 3 れなし）。
ミのミと！す丁 P MIこ内ヽ＼て

も）叩様であろう、すなわち
TPM の代戸諏率戸[3 
なヽヽヒす如ボ‘、国ー棗令止

て‘1訊防がゞ度っても荏齢直吋 lj Iが一定であ 3 \::_寿えら水j。
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Recoil labeling of Lithium Benzoate. 

Sample Irrad. 

No. time 

(min) 

Flux Sp.Act. 
13 3 

x10 x10 
2 (n/cm~.sec) (dps/mg) 
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0.16'4 13 
30 .ー 2 80 25 
0.910 38 
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3A20 液相におけるペンゼンと反跳トリチウムとの反応
（相模中央化研）〇渡部和郎 斎藤智雄

（東大 RI 総セ） 大橋國雄 森川尚威

〔はじめに〕

ペンゼンと反跳トリチウムの反応匠ついては、既匠多くの研究がなされ、反応機構

匹ついての報文も多いが、今まで匠反応生成物として測定されたのは、ほとんどが HT

等の気体やら成分であり、 012 成分以上は低ポリマーあるいは高ポリマーとしてまと

めて測定されていた。また、ガスクロマトグラフ装置の出口 vc 150℃匠加熱した通気

型比例計数管を接続し、 4 種類の 012成分を測定した例1) もあるが、定量的なデーク
を得る匹は至っていない。

我々は既匠報告したよう vc2) 、従来測定困難であった高沸点の 3H標識化合物を精度
良く測定できるラジオガスクロマトグラフ装置を開発したので、この装置を用いて、

6 Li (n, a戸H の核反応で生ずる反跳トリチウムと液相匠おけるペンゼンとの反応の解

析を試みた。その結果、親化合物および 2 種類のシクロヘキサジエン等の C6 成分とビ

フェ＝ル、テトラヒドロピフェ＝ルおよび 2 種類のジヒドロビフェニル等の 012 成分

を分離、定量できた。今回は、ヨウ素をスカペンジャーとして加え、そのヨウ素濃度

匹対する伍成分と 0口成分の生成量の変化匠ついて得た結果を報告する。

〔実験〕

試料の基本組成は、ペンゼンまたはベンゼン一む 1 0 0 µ.i，炭酸リチウム 20咤とし、ヨ

ウ素を加えたものは、約 2X1 o-5~2X1 □- 2mmol／叫の濃度範囲で 6 種類作った。試
: ::: ：祖己告守：知で如；；；；守耳4：主．E: 認： : :: ! :: : : 9; ; :: ：こ：:.: : ：云： ：烹：．こ： : : .. :: :.: :....· : : :.'. : : '• L 
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Fig.l Radio-gaschromatogram of Products of Recoil Tritium Reaction 
with Benzene in Liquid Phase 

わたなぺかずお·さいとうともお•おおはしく vc ;j;'>.もりかわなおたけ

-122-



料は 1 □-4mmHgで脱気し、立教大学原子力研究所TRIGA Mark Il 型原子炉(f=5 X 

1011n. 虚-2· secー1) で 6 時間照射した。照射後、一且試料の内容物をできるだけ均一陀攪拌

し、次匠速心分離機で炭酸リチウムを沈降させて上澄み液を取り出した。、ラジオガスクロマト

グラフ装置匠よる測定は、分離カラムに D iethylene glycol succin ate 20 ，，，ふ 1 m を用いた。

〔結果〕

F ig .1 は本実験匠おける典型的なラジオガスクロマトグラフである。親化合物の比放射

能を F ig.2 VC 示した。他の標識化合物匠ついては、親化合物化対する放射能の比を求め

たのち、試料瓜 1 を基準匹して、（/f6. i―親化合物の比放射能）／ （屈 1 一親化合物の比放

射能）を乗じて補正し、それぞれの生成量として比較した。 F ig.3, 4 は各標識化合物とも

ヨウ素を加えない時の生成量を 1 として各ヨウ素濃度匠おける値を示す。図からわかるよ

ぅ匠、各水素化物の生成量はヨウ素濃度の増加と共匹一旦増加し、その後減少している

が、その程度はそれぞれ異なる。また、各水素化

物の生成量の変化率は、ヨウ素の低濃度領域では

ペンゼン一 d6 系の方がペンゼン系よりも大きい。

一方、親化合物とピフェニルーtはヨウ素濃度の増

加と共匠増加している。ョウ素濃度 1 x1 o-5 

mmol／誠付近からの各水素化物の減少と親化合

物およびピフェニルーtの増加は、シクロヘキサジ

エン一tとペンゼン一t vc ついて報告されている

ように 3)‘―且生成した化合物中のシクロヘキサ
ジェニル基がヨウ素匠よって脱水素されフェニル

基化なった結果であろう。また、ヨウ素濃度 3x

1 □ -4~1 X1 □ -3mmo I ／試の領城での各水素化

物の減少は、ヨウ素がスカペンジャーとして作用し

た結果であると考えられる。この領域でのシクロ

ヘキサジエン一t(1.)生成量の減少率は小さく、その

生成の際匠一部はホットなシクロヘキサジェニルー

tラジカルか関与していると考えられる。ピフェ

ニルーtを除く 0 12 成分は、シクロヘキサジエン一t

よりも生成量の減少率が大きく、熱平衡状態で

の反応の関与が増加していることを示している。
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